
送付時
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※以降も1,000点ごとに1,000円分の
　商品券等と交換できます。

◎ユニーグループ商品券
◎図書カード
◎ギフトカード
◎JALマイレージバンク
◎（財）日本ユニセフ協会への寄付
◎日本赤十字社への寄付※一部ユーホーム店舗では毎週金曜日の開催となります。

1,000円
2,000円
3,000円
4,000円
5,000円
6,000円

旅行のお申し込みでＵポイントが貯まる！
「トッパントラベル・パックツアー予約センター」または「シティツアーズ
電話予約センター」へパックツアーのご予約をお申込みいただき、
「ＵＣＳカード」でお支払いいただくと、

5倍になります。Ｕポイントが

ご旅行代金（基本旅行代金・各種追加代金）の

インターネットでお申込み
（24時間受付）

電話でお申込み

0120-103-161

【営業時間】ＡＭ9：30～ＰＭ6：00（日・祝日は休業）

【営業時間】ＡＭ10：00～ＰＭ6：00（12/28～1/3は休業）
お問合せ先

※本サービスは2014年1月現在のものです。予告なくサービスの変更・中止をさせていただく場合がございます。

TEL 052-835-7111（ 大 学 代 表 ）
TEL 052-835-7140（校友会本部）

2月17日
まで

トッパントラベル・パックツアー予約センター

シティツアーズ・電話予約センター

http://travel.ucscard.co.jp

0120-606-758
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同窓生のお店探訪  真剣味の心をめぐる旅

日本の競泳界に今、大きく開花するCHUKYOアイデンティティ

聖なる火よりも熱く、母校ゆかりの7選手が大健闘！！ ソチオリンピック2014観戦記

第 16回 ホームカミングデー

第 10回 名刺交換会

役員紹介

各支部からのたより

支部会報告

校友会本部からのお知らせ

1954（昭和29）年、商科のみの短期大学として歩みはじめて60年。

やがて改革のスピードをあげながら、中京大学は11学部11研究科を擁する総合大学へと発展を遂げました。

そしてこれに伴うように多くの同窓生、在学生らが国内外のあらゆる分野で存在感を発揮しています。

誇らしきはその姿、革新に挑み続ける、我が母校。

今こそ“真剣味”という共通の価値観の下、さらなる飛躍をともに目指そうではありませんか。

母校への想い、脈 と々。
いざ、団結のとき。

　

中
京
大
学
は
今
年
二
〇
一
四
年
、開
学

六
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。一
九
五
四
年

（
昭
和
二
十
九
年
）の
開
学
以
来
、常
に
社

会
を
見
据
え
、そ
の
要
請
を
受
け
て
改

革
と
挑
戦
を
続
け
て
き
ま
し
た
。こ
の
間
、

卒
業
生
は
十
一
万
人
を
超
え
、全
国
有

数
の
総
合
大
学
に
発
展
し
ま
し
た
。同

窓
会
Ｏ
Ｂ
、Ｏ
Ｇ
の
ご
支
援
の
賜
物
と
感

謝
し
ま
す
。

　

六
十
年
は
、人
間
で
言
え
ば
還
暦
。今

の
長
寿
社
会
で
は
、文
字
通
り
第
二
の
出

発
点
で
す
。同
窓
会
で
も
、森
谷
敏
夫
京

都
大
学
教
授（
体
育
学
部
卒
）を
第
六
代

会
長
に
迎
え
、学
校
法
人
梅
村
学
園
で

は
、梅
村
清
英
氏
が
第
四
代
理
事
長
に

就
任
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
梅
村
学
園
や
中
京
大
学

の
歴
史
を
創
り
、支
え
て
尽
力
し
て
き
た

人
々
を
古
酒
と
す
れ
ば
、新
理
事
長
や
新

同
窓
会
長
は
じ
め
今
後
の
学
園
、大
学
を

背
負
っ
て
い
く
世
代
は
新
酒
に
あ
た
り
ま

す
。中
京
大
学
と
い
う
革
袋
の
中
で
、古

酒
と
新
酒
が
一
緒
に
な
っ
て
、新
生・中
京

大
学
が
醸
し
出
さ
れ
、さ
ら
な
る
発
展
に

つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
す
。

　

施
設
面
も
充
実
し
ま
し
た
。新
し
い

図
書
館
、五
百
人
収
容
の
学
術
ホ
ー
ル

「
清
明
ホ
ー
ル
」が
入
る
図
書
館・学
術
棟

四
年
、開
学

九
五
四
年

（
昭
和
二
十
九
年
）の
開
学
以
来
、常
に
社

会
を
見
据
え
、そ
の
要
請
を
受
け
て
改

革
と
挑
戦
を
続
け
て
き
ま
し
た
。こ
の
間
、

万
人
を
超
え
、全
国
有

数
の
総
合
大
学
に
発
展
し
ま
し
た
。同

窓
会
Ｏ
Ｂ
、Ｏ
Ｇ
の
ご
支
援
の
賜
物
と
感

　

六
十
年
は
、人
間
で
言
え
ば
還
暦
。今

二
の
出

発
点
で
す
。同
窓
会
で
も
、森
谷
敏
夫
京

都
大
学
教
授（
体
育
学
部
卒
）を
第
六
代

会
長
に
迎
え
、学
校
法
人
梅
村
学
園
で

は
、梅
村
清
英
氏
が
第
四
代
理
事
長
に

　

こ
れ
ま
で
の
梅
村
学
園
や
中
京
大
学

の
歴
史
を
創
り
、支
え
て
尽
力
し
て
き
た

人
々
を
古
酒
と
す
れ
ば
、新
理
事
長
や
新

同
窓
会
長
は
じ
め
今
後
の
学
園
、大
学
を

背
負
っ
て
い
く
世
代
は
新
酒
に
あ
た
り
ま

す
。中
京
大
学
と
い
う
革
袋
の
中
で
、古

緒
に
な
っ
て
、新
生・中
京

大
学
が
醸
し
出
さ
れ
、さ
ら
な
る
発
展
に

　

施
設
面
も
充
実
し
ま
し
た
。新
し
い

図
書
館
、五
百
人
収
容
の
学
術
ホ
ー
ル

「
清
明
ホ
ー
ル
」が
入
る
図
書
館・学
術
棟

（
新
一
号
館
）、昔
の
面
影
を
残
し
な
が
ら

も
十
二
階
建
て
の
高
層
ビ
ル
に
生
ま
れ
変

わ
っ
た
本
部
棟（
新
十
一
号
館
）、工
学
部

の
実
験
棟
も
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
に
完
成

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、文
学
部
に
は
歴
史
文
化
学
科

が
誕
生
し
ま
す
。国
際
英
語
学
部
は
、三

専
攻
体
制
へ
移
行
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
人
も
、施
設
も
、大
学
学

部
組
織
も
、大
き
く
飛
躍
し
つ
つ
あ
り
ま

す
が
、校
訓「
真
剣
味
」も
、建
学
の
精
神

「
学
術
と
ス
ポ
ー
ツ
の
真
剣
味
の
殿
堂
た

れ
」も
変
わ
り
ま
せ
ん
。次
の
六
十
年
に

向
け
た
ス
タ
ー
ト
台
の
中
京
大
学
長
期

計
画「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」は
、世
代
を
超
え
る

Ｃ
H
U
K
Y
O
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
掲

げ
て
い
ま
す
。

　

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
は
、平
た
く
言

え
ば「
ふ
る
さ
と
」で
す
。ふ
る
さ
と
を
同

じ
く
す
る
者
が
、互
い
に
敬
意
を
払
い
、

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
創
っ
て
、ベ
ス
ト
を
尽
く

す
。「
真
剣
味
」の
心
を
ひ
と
つ
に
し
て
こ

そ
、梅
村
学
園
、中
京
大
学
の
輝
か
し
い

明
日
が
約
束
さ
れ
ま
す
。

　

今
後
と
も
、Ｏ
Ｂ
、Ｏ
Ｇ
の
皆
様
に
は
、

中
京
大
学
へ
の
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

中京大学学長　北川 薫中京大学学長 北川 薫

メインテーマは

「今こそ、真剣味の心をひとつに」

中 京 大 学 学 長  ご 挨 拶
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昨年、同窓会長に就任し、11万人を超える同窓生を率いることとなった

京都大学大学院森谷敏夫教授。新しいリーダーとしての決意や母校への

想い、あるいは専門分野について、笑顔とともに語っていただきました。

～ 今こそ、真 剣 味の心をひとつに① ～

【1972年度 体育学部卒】

T o s h i o  M o r i t a n i

1950年、兵庫県生まれ。本学卒業後、カリフォルニア州立大学大学院、南カリフォルニア

大学大学院博士課程を修了（スポーツ医学、Ph.D.）。テキサス大学、テキサス農工大学

大学院助教授を経て、京都大学へ。現在、京都大学大学院人間・環境学研究科教授。

同 窓 会 長

森谷 敏夫

New Leader
Interview

【 特集  1-1 ／ Special  Edit ion 】

P r o f i l e

　

昨
年
五
月
、第
六
代
同
窓
会
長
に
就
任

以
来
、全
国
同
窓
会
や
支
部
同
窓
会
な
ど

に
少
し
ず
つ
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が

ら
、よ
う
や
く
全
体
の
流
れ
が
解
って
き
た

感
じ
で
す
ね
。ま
だ
ピ
カ
ピ
カ
の
一
年
生

と
いっ
た
気
分
で
し
ょ
う
か（
笑
）。

　

同
窓
会
長
と
し
て
い
ち
ば
ん
に
把
握
し

て
お
く
べ
き
こ
と
で
し
ょ
う
が
、す
で
に
卒

業
生
が
十
一
万
人
を
超
え
て
い
た
の
に
は

驚
き
ま
し
た
。海
外
に
も
支
部
が
あ
る
こ

と
は
、以
前
、カ
ナ
ダ
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で

指
導
者
と
し
て
頑
張
っ
て
い
る
体
操
部
の

後
輩
か
ら
聞
き
、母
校
の
同
窓
会
も
随
分
、

国
際
的
に
な
っ
た
な
と
い
う
想
い
を
抱
い
て

い
ま
し
た
が
…
び
っ
く
り
し
ま
し
た
ね
。

　

そ
の
会
長
と
し
て
、ど
こ
ま
で
で
き
る
か

解
り
ま
せ
ん
が
、母
校
の
た
め
に
お
役
に

立
て
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、と
考
え
て
い
ま
す
。

　

小
学
生
の
頃
は
栄
養
失
調
に
な
る
ぐ

ら
い
好
き
嫌
い
が
多
く
て
ね（
笑
）。身
体

が
軽
か
っ
た
か
ら
大
車
輪
が
回
れ
て
、鉄

棒
が
天
才
的
に
上
手
か
っ
た
ん
で
す
。そ

れ
で
体
操
部
に
入
っ
て
、高
校
時
代
か
ら

本
格
的
に
練
習
を
始
め
ま
し
た
。顧
問
の

先
生
の
ご
指
導
の
お
か
げ
で
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

や
国
体
に
も
出
場
し
ま
し
た
ね
。ま
た
進

学
校
で
し
た
の
で
、毎
週
、先
生
の
家
に
寝

泊
り
し
て
勉
強
も
教
え
て
い
た
だ
き
な
が

ら
…
だ
か
ら
成
績
も
結
構
良
か
っ
た
。

　
一
九
六
八
年
の
メ
キ
シ
コ
五
輪
で
中
山

彰
規
選
手（
一
九
六
四
年
度・体
育
卒
）が

大
活
躍
さ
れ
ま
し
た
が
、彼
を
育
て
た
先

生
と
、そ
の
体
操
部
の
恩
師
が
親
し
く
し

て
い
た
こ
と
か
ら
中
京
大
学
を
ご
推
薦
い

た
だ
き
ま
し
た
。実
は
願
書
を
提
出
し

て
一
週
間
で
合
格
通
知
が
届
き
ま
し
て

ね（
笑
）。ま
だ
受
験
も
始
ま
っ
て
い
な
い

時
期
に
、高
校
で
は
大
学
合
格
者
と
し
て

﹇
中
京
大
学・森
谷
敏
夫
﹈と
い
ち
ば
ん
に

貼
り
出
さ
れ
ま
し
た
。「
中
京
大
学
？
ど

こ
の
大
学
や
？
」っ
て
、ま
だ
そ
ん
な
時
代

だ
っ
た
ん
で
す（
笑
）。

　

僕
ら
の
時
代
、体
育
学
部
は
学
生
数
が

多
く
て
、一
学
年
で
八
百
人
は
い
ま
し
た

ね
。し
か
も
体
操
部
は
練
習
に
こ
な
い
部

員
も
含
め
る
と
三
百
五
十
人
。当
時
は
小

さ
な
体
育
館
が
一
つ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
の
で
、授
業
が
終
わ
る
と
、ま
ず
は

セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
い
ら
な
い
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
が

練
習
す
る
ん
で
す
。そ
れ
か
ら
卓
球
部
、

体
操
部
で
ロ
ー
テ
ー
シ
ョン
を
組
ん
で
ね
。

　

そ
ん
な
ふ
う
で
し
た
か
ら
、体
操
部
の

番
に
な
る
と
、一
年
生
は
す
ぐ
に
鉄
棒
に

跳
馬
、マ
ッ
ト
と
準
備
を
し
て
、あ
と
は
先

輩
の
練
習
が
終
わ
る
ま
で
じ
っ
と
ガ
マ
ン
で

す
。さ
ら
に
マ
ッ
ト
練
習
か
ら
始
め
ま
す

の
で
、ず
ら
っ
と
行
列
を
作
り
ま
し
て
ね
。

よ
う
や
く
自
分
の
順
番
が
来
て
、一
回
転

で
き
た
と
思
っ
た
ら「
は
い
、練
習
終
わ

り
！
」な
ん
て
し
ょっ
ち
ゅ
う
で
し
た（
笑
）。

　

で
も
レ
ギ
ュラ
ー
に
な
り
た
い
も
の
だ
か

ら
、寮
で
夕
食
を
済
ま
せ
て
ま
た
体
育
館

に
戻
り
、練
習
を
始
め
る
ん
で
す
。夜
中
、

興
正
寺
の
お
墓
の
横
を
通
っ
て
ね
。「
怖
い
、

怖
い
」な
ん
て
言
い
な
が
ら
体
育
館
へ
行
く

どの授業も僕の座る席は
決まっていて、いつも
最前列のど真ん中でした

テキサス農工大時代、外国人初のベスト・ティーチャー賞を受賞。
実践的でユニークな森谷教授の授業は、日本の「現役学生2000人が選んだ
面白い講義」にも選ばれています。

と
、当
時
、卓
球
の
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に

な
っ
た
小
和
田
敏
子
さ
ん
、（
一
九
六
九
年

度・体
育
卒
）が
男
子
部
員
二
人
を
相
手

に
打
ち
合
って
い
ら
っ
し
ゃ
る
わ
け
で
す
。

　

こ
っ
ち
は
も
う
迫
力
負
け
で
す
。し
か

も
そ
の
卓
球
台
の
右
上
に
は『
真
剣
味
』

と
書
か
れ
て
あ
って
、ま
さ
に
そ
の
精
神
を

見
せ
つ
け
ら
れ
る
想
い
で
し
た
。

　

三
年
生
の
終
わ
り
、僕
は
鉄
棒
か
ら

落
っこ
ち
て
選
手
生
命
を
終
え
ま
し
た
。ス

ポ
ー
ツ
で
は
断
念
し
ま
し
た
が
、学
問
の
世

界
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
っ
て
や
ろ
う
と
ア
メ
リ

カ
留
学
を
決
意
し
た
の
は
、そ
の
頃
で
す
。
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同
窓
会
長
に
就
任
し
て

体
操
部
目
指
し
て
中
京
大
学
へ

深
夜
の
猛
練
習
で

感
じ
た〝
真
剣
味
〞の
凄
さ

一
流
の
教
授
陣
に

イ
ン
パ
ク
ト
を
受
け
な
が
ら



昨年、同窓会長に就任し、11万人を超える同窓生を率いることとなった

京都大学大学院森谷敏夫教授。新しいリーダーとしての決意や母校への

想い、あるいは専門分野について、笑顔とともに語っていただきました。

～ 今こそ、真 剣 味の心をひとつに① ～
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ど
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が
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流
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感
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と
い
う
想
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を
抱
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ま
し
た
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こ
ま
で
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き
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か

解
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が
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の
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お
役
に
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る
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と
が
あ
れ
ば
、と
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ま
す
。

　

小
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の
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は
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と
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そ
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な
ふ
う
で
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た
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ら
、体
操
部
の
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に
な
る
と
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生
は
す
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に
鉄
棒
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を
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で
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と
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マ
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で
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に
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練
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で
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と
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を
作
り
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。
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う
や
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分
の
順
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が
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て
、一
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で
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と
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は
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習
終
わ

り
！
」な
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て
し
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ち
ゅ
う
で
し
た（
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）。

　

で
も
レ
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に
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た
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も
の
だ
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ら
、寮
で
夕
食
を
済
ま
せ
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ま
た
体
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館

に
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り
、練
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を
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で
す
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中
、

興
正
寺
の
お
墓
の
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を
通
っ
て
ね
。「
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、
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い
」な
ん
て
言
い
な
が
ら
体
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館
へ
行
く

どの授業も僕の座る席は
決まっていて、いつも
最前列のど真ん中でした
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面白い講義」にも選ばれています。

と
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の
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ン
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に
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た
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和
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敏
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ん
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卒
）が
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部
員
二
人
を
相
手

に
打
ち
合
って
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っ
し
ゃ
る
わ
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。

　

こ
っ
ち
は
も
う
迫
力
負
け
で
す
。し
か

も
そ
の
卓
球
台
の
右
上
に
は『
真
剣
味
』

と
書
か
れ
て
あ
って
、ま
さ
に
そ
の
精
神
を

見
せ
つ
け
ら
れ
る
想
い
で
し
た
。

　

三
年
生
の
終
わ
り
、僕
は
鉄
棒
か
ら

落
っこ
ち
て
選
手
生
命
を
終
え
ま
し
た
。ス

ポ
ー
ツ
で
は
断
念
し
ま
し
た
が
、学
問
の
世

界
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
っ
て
や
ろ
う
と
ア
メ
リ

カ
留
学
を
決
意
し
た
の
は
、そ
の
頃
で
す
。
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に
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任
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て
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指
し
て
中
京
大
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へ
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夜
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凄
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これから同窓会をリードしていかれる森谷同窓会長の素顔に迫るべく、さらにいくつかの
質問にお答えいただきました。ざっくばらんなお人柄が伝わりますでしょうか。

いま最も関心のあることは？

学者バカと言われそうですが、運動不
足と認知症の関連性であるとか、脳を
変えることのできる食事や運動に興
味があります。

A

「生涯現役」のために
私たちが心がけることとは？

まず煙草をやめる。そして太らないこと。
脂肪細胞が膨らむと炎症を起こし、体
に悪い遺伝子が出てくることが解っ
ていますので。

A

幼い頃は、どんなお子さんでしたか？

とにかく偏食で母には相当、苦労をか
けました。痩せっぽちで強く見せた
かったのか、ケンカっ早い子どもで、逃
げ足も速かった（笑）。

A

Q1

A

学生時代、苦労された教科は？

国語、社会、歴史です。漢字なんて何
故、覚えなきゃいけないのか。年号も
同じ。テキストを開けば答えが載って
いることなのに。

A

実践されている健康法とは？

最低でも週4日、8kmは走っています。
空手は週に1度、道場へ。シニアの部
ですが、先月香港の国際大会で5位
になりました。

A

忙しさを乗り切るコツを

確かに忙しいですが、1日の優先順位
を決めたら、そこに集中してきちっとや
る。いらないことは一切しない。メリハ
リが大事です。

モットー、または座右の銘を

「生涯現役、死ぬまで現役」と「一瞬
を生きる」。体というのは使わないか
ら退化するだけのこと。年齢じゃ、あり
ません。

どんな学生を育てたいですか？

大学院からは15、16名ほど博士が
巣立ち、全員、大学教員になりました。
彼らには独創的な仕事ができるよう
頑張って欲しいです。

A

生活習慣病予防に、いかに
スポーツが有効であるか、
皆さんにお伝えしたいですね

上：カリフォルニア州立大学大学院留学時代。（右側）
下：体脂肪率は9.4％。まさに鍛えるのに年齢は関係ない。

新 同 窓 会 長 を 知る！！ 一 問 一 答インタビュー

■  特集1 -1  ／  N ew  L e a d e r  I n t e r v i e w  ～今こそ、真剣味の心をひとつに～

窓
生
も
在
学
生
も〝
一
致
団
結
し
て
〞と

い
う
想
い
を
強
く
持
って
い
ま
す
。

　

ダ
ラ
イ・ラ
マ
が
あ
る
時
、「
あ
な
た
が

い
ち
ば
ん
幸
せ
に
感
じ
る
時
は
？
」と
質

問
さ
れ
、彼
は「
ま
さ
に
、こ
の
一
瞬

（
j
u
s
t 

r
i
g
h
t 

n
o
w
）」と

答
え
た
そ
う
で
す
。い
つ
死
ぬ
か
わ
か
ら

な
い
か
ら
こ
そ
、今
、こ
の
生
か
さ
れ
て
い

る
瞬
間
が
尊
い
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

そ
し
て
そ
の
瞬
間
、瞬
間
を
連
続
し
て
生

き
て
い
く
と
い
う
こ
と
。

　
「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」の
旗
印
の
も
と
、こ
の

瞬
間
を
精
一
杯
、一
致
団
結
し
な
が
ら
目

標
に
向
か
っ
て
い
け
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
い
ま
思
い
ま
す
と
、中
京
大
学
と
い
う
の

は
優
秀
な
先
生
方
の
集
ま
る
と
こ
ろ
で
、生

理
学
の
世
界
的
権
威・高
木
健
太
郎
先
生

は
じ
め
、名
古
屋
大
学
や
東
京
大
学
、全
国

の
大
学
か
ら
一
流
の
先
生
方
が
来
て
講
義

を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。僕
な
ど
授
業
で

感
動
す
る
こ
と
も
多
か
っ
た
で
す
ね
。

　

非
常
勤
で
英
語
を
教
え
て
お
ら
れ
た
京

都
大
学
の
先
生
に
は
、大
い
に
触
発
さ
れ

ま
し
た
。教
科
書
を
使
わ
な
い
ユニ
ー
ク
な

授
業
も
そ
う
で
し
た
が
、あ
る
時
、将
来
は

高
校
時
代
の
恩
師
の
よ
う
な
先
生
に
な
り

た
い
と
い
う
僕
に
、「
だ
っ
た
ら
、そ
ん
な
素

晴
ら
し
い
教
師
を
育
て
る
先
生
に
な
っ
た

ら
？
」と
提
案
し
て
く
れ
ま
し
た
。目
か
ら

鱗
の
落
ち
る
想
い
で
し
た
。

　

そ
ん
な
教
師
に
な
る
に
は
大
学
院
に
行

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、自
分
も
先

生
方
の
よ
う
な
感
動
的
な
授
業
を
す
る

に
は
、ス
ポ
ー
ツ
医
学
の
先
進
国
で
学
び
た

い
。学
部
の
学
び
で
イ
ン
パ
ク
ト
を
受
け
、

い
つ
し
か「
大
学
院
進
学
」と「
留
学
」、こ

の
二
つ
が
次
の
目
標
に
な
って
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、そ
う
し
た
一
流
の
先
生
方
を
招

き
、生
き
た
教
育
を
展
開
さ
れ
た
こ
と
こ
そ
、

ま
さ
に
中
京
大
学
の
宝
だ
と
思
い
ま
す
。

　

す
で
に
父
が
他
界
し
て
い
ま
し
た
の
で
、

で
、そ
こ
に
は
予
防
医
学
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

た
と
え
ば
心
臓
の
リ
ハ
ビ
リ
や
糖
尿
病

患
者
の
重
症
化
を
防
ぐ
に
は
、ど
ん
な
運

動
が
最
も
効
果
的
か
。日
本
の
お
医
者
さ

ん
は
運
動
生
理
学
を
学
ん
で
い
ま
せ
ん
の

で
、我
々
は
体
育
学
の
専
門
家
と
し
て
、生

活
習
慣
病
予
防
の
た
め
に
、い
か
に
運
動

が
大
切
か
、医
学
的
な
と
こ
ろ
に
ア
プ

ロ
ー
チ
し
て
い
く
わ
け
で
す
。最
近
、認
知

症
と
運
動
の
関
連
性
も
科
学
的
に
解
明

さ
れ
て
い
ま
す
が
、今
後
、我
々
に
対
す
る

ニ
ー
ズ
も
増
え
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。後

輩
の
皆
さ
ん
に
は
医
学
に
直
結
す
る
よ

う
な
角
度
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
を
学
ん
で
欲
し

い
で
す
し
、そ
こ
は
母
校
に
期
待
し
た
い

と
こ
ろ
で
す
。

バ
イ
ト
で
資
金
を
貯
め
、渡
米
し
て
語
学

学
校
に
通
い
な
が
ら
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
立

大
学
の
修
士
課
程
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

試
験
で
は
語
学
力
が
わ
ず
か
に
届
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、ひ
と
ま
ず
入
学
が
認

め
ら
れ
、一
学
期
の
成
績
が
す
べ
て「
良
」

以
上
な
ら
継
続
、一
つ
で
も
ダ
メ
な
ら
即

退
学
、と
い
う
条
件
が
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
は
厳
し
い
で
す
よ
。で
も
尻

尾
を
ま
い
て
帰
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

勉
強
な
ら
ど
れ
ほ
ど
や
っ
て
も
死
な
な
い

だ
ろ
う
、と
い
う
ぐ
ら
い
頑
張
り
ま
し
た

ね
。体
操
で
鍛
え
て
あ
り
ま
す
し
、『
真
剣

味
』の
言
葉
も
ず
し
ん
と
残
って
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
ス
ポ
ー
ツ
科
学
で
博
士
課
程

を
取
る
た
め
、南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
大

学
院
へ
進
み
ま
し
た
。担
当
の
教
授
が
そ
れ

は
厳
し
い
先
生
で
、博
士
課
程
を
終
え
る

と
、今
度
は
医
学
部
で
単
位
を
取
っ
て
こ
い
、

と
い
う
ん
で
す
。し
か
も
大
学
院
で（
笑
）。

　

筋
生
理
学
に
生
化
学
、心
臓
循
環
器
…

一
年
以
上
、医
学
部
で
費
や
し
ま
し
た
が
、

今
の
僕
の
バッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
出
来
上

が
っ
た
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

今
、取
り
組
ん
で
い
る
の
は「
ス
ポ
ー
ツ
」

「
医
学
」「
サ
イ
エ
ン
ス
」の
三
分
野
に
ま

た
が
る「
ス
ポ
ー
ツ
医
科
学
」と
い
う
領
域

　
「
学
術
と
ス
ポ
ー
ツ
の
真
剣
味
の
殿
堂

た
れ
」と
い
う
建
学
の
精
神
を
礎
に
、生

き
方
や
考
え
方
、将
来
的
な
目
標
も
す
べ

て
大
学
時
代
に
培
わ
れ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。僕
自
身
、十
九
歳
で
寮
に
入
り
、淋
し

い
想
い
を
し
た
り
、親
の
有
難
み
に
気
づ
か

さ
れ
た
り
。そ
う
し
た
全
部
を
ひ
っ
く
る

め
て
今
の
自
分
が
あ
る
。母
校
と
い
う
の

は
、自
分
を
つ
く
って
く
れ
た
原
点
で
す
よ

ね
。そ
こ
に
立
ち
返
る
こ
と
で
、こ
の
現
実

の
世
界
で「
ま
た
頑
張
ろ
う
」、そ
う
思
え

る
気
が
し
ま
す
。

　

ま
た
今
年
度
よ
り
、中
京
大
学
の
長
期

計
画「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

が
、教
職
員
の
方
ば
か
り
で
な
く
、ぜ
ひ
同

ア
メ
リ
カ
で
過
ご
し
た
日
々

専
門
領
域
の
こ
と

「
原
点
回
帰
」へ
の
想
い
を
胸
に
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これから同窓会をリードしていかれる森谷同窓会長の素顔に迫るべく、さらにいくつかの
質問にお答えいただきました。ざっくばらんなお人柄が伝わりますでしょうか。

いま最も関心のあることは？

学者バカと言われそうですが、運動不
足と認知症の関連性であるとか、脳を
変えることのできる食事や運動に興
味があります。

A

「生涯現役」のために
私たちが心がけることとは？

まず煙草をやめる。そして太らないこと。
脂肪細胞が膨らむと炎症を起こし、体
に悪い遺伝子が出てくることが解っ
ていますので。

A

幼い頃は、どんなお子さんでしたか？

とにかく偏食で母には相当、苦労をか
けました。痩せっぽちで強く見せた
かったのか、ケンカっ早い子どもで、逃
げ足も速かった（笑）。

A

Q1

A

学生時代、苦労された教科は？

国語、社会、歴史です。漢字なんて何
故、覚えなきゃいけないのか。年号も
同じ。テキストを開けば答えが載って
いることなのに。

A

実践されている健康法とは？

最低でも週4日、8kmは走っています。
空手は週に1度、道場へ。シニアの部
ですが、先月香港の国際大会で5位
になりました。

A

忙しさを乗り切るコツを

確かに忙しいですが、1日の優先順位
を決めたら、そこに集中してきちっとや
る。いらないことは一切しない。メリハ
リが大事です。

モットー、または座右の銘を

「生涯現役、死ぬまで現役」と「一瞬
を生きる」。体というのは使わないか
ら退化するだけのこと。年齢じゃ、あり
ません。

どんな学生を育てたいですか？

大学院からは15、16名ほど博士が
巣立ち、全員、大学教員になりました。
彼らには独創的な仕事ができるよう
頑張って欲しいです。

A

生活習慣病予防に、いかに
スポーツが有効であるか、
皆さんにお伝えしたいですね

上：カリフォルニア州立大学大学院留学時代。（右側）
下：体脂肪率は9.4％。まさに鍛えるのに年齢は関係ない。

新 同 窓 会 長 を 知る！！ 一 問 一 答インタビュー

■  特集1 -1  ／  N ew  L e a d e r  I n t e r v i e w  ～今こそ、真剣味の心をひとつに～

窓
生
も
在
学
生
も〝
一
致
団
結
し
て
〞と

い
う
想
い
を
強
く
持
って
い
ま
す
。

　

ダ
ラ
イ・ラ
マ
が
あ
る
時
、「
あ
な
た
が
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ば
ん
幸
せ
に
感
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時
は
？
」と
質

問
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ま
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に
、こ
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一
瞬

（
j
u
s
t 
r
i
g
h
t 

n
o
w
）」と
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た
そ
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で
す
。い
つ
死
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か
わ
か
ら

な
い
か
ら
こ
そ
、今
、こ
の
生
か
さ
れ
て
い

る
瞬
間
が
尊
い
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

そ
し
て
そ
の
瞬
間
、瞬
間
を
連
続
し
て
生

き
て
い
く
と
い
う
こ
と
。

　
「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」の
旗
印
の
も
と
、こ
の

瞬
間
を
精
一
杯
、一
致
団
結
し
な
が
ら
目

標
に
向
か
っ
て
い
け
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
い
ま
思
い
ま
す
と
、中
京
大
学
と
い
う
の

は
優
秀
な
先
生
方
の
集
ま
る
と
こ
ろ
で
、生

理
学
の
世
界
的
権
威・高
木
健
太
郎
先
生

は
じ
め
、名
古
屋
大
学
や
東
京
大
学
、全
国

の
大
学
か
ら
一
流
の
先
生
方
が
来
て
講
義

を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。僕
な
ど
授
業
で

感
動
す
る
こ
と
も
多
か
っ
た
で
す
ね
。

　

非
常
勤
で
英
語
を
教
え
て
お
ら
れ
た
京

都
大
学
の
先
生
に
は
、大
い
に
触
発
さ
れ

ま
し
た
。教
科
書
を
使
わ
な
い
ユニ
ー
ク
な

授
業
も
そ
う
で
し
た
が
、あ
る
時
、将
来
は

高
校
時
代
の
恩
師
の
よ
う
な
先
生
に
な
り

た
い
と
い
う
僕
に
、「
だ
っ
た
ら
、そ
ん
な
素

晴
ら
し
い
教
師
を
育
て
る
先
生
に
な
っ
た

ら
？
」と
提
案
し
て
く
れ
ま
し
た
。目
か
ら

鱗
の
落
ち
る
想
い
で
し
た
。

　

そ
ん
な
教
師
に
な
る
に
は
大
学
院
に
行

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、自
分
も
先

生
方
の
よ
う
な
感
動
的
な
授
業
を
す
る

に
は
、ス
ポ
ー
ツ
医
学
の
先
進
国
で
学
び
た

い
。学
部
の
学
び
で
イ
ン
パ
ク
ト
を
受
け
、

い
つ
し
か「
大
学
院
進
学
」と「
留
学
」、こ

の
二
つ
が
次
の
目
標
に
な
って
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、そ
う
し
た
一
流
の
先
生
方
を
招

き
、生
き
た
教
育
を
展
開
さ
れ
た
こ
と
こ
そ
、

ま
さ
に
中
京
大
学
の
宝
だ
と
思
い
ま
す
。

　

す
で
に
父
が
他
界
し
て
い
ま
し
た
の
で
、

で
、そ
こ
に
は
予
防
医
学
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

た
と
え
ば
心
臓
の
リ
ハ
ビ
リ
や
糖
尿
病

患
者
の
重
症
化
を
防
ぐ
に
は
、ど
ん
な
運

動
が
最
も
効
果
的
か
。日
本
の
お
医
者
さ

ん
は
運
動
生
理
学
を
学
ん
で
い
ま
せ
ん
の

で
、我
々
は
体
育
学
の
専
門
家
と
し
て
、生

活
習
慣
病
予
防
の
た
め
に
、い
か
に
運
動

が
大
切
か
、医
学
的
な
と
こ
ろ
に
ア
プ

ロ
ー
チ
し
て
い
く
わ
け
で
す
。最
近
、認
知

症
と
運
動
の
関
連
性
も
科
学
的
に
解
明

さ
れ
て
い
ま
す
が
、今
後
、我
々
に
対
す
る

ニ
ー
ズ
も
増
え
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。後

輩
の
皆
さ
ん
に
は
医
学
に
直
結
す
る
よ

う
な
角
度
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
を
学
ん
で
欲
し

い
で
す
し
、そ
こ
は
母
校
に
期
待
し
た
い

と
こ
ろ
で
す
。

バ
イ
ト
で
資
金
を
貯
め
、渡
米
し
て
語
学

学
校
に
通
い
な
が
ら
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
立

大
学
の
修
士
課
程
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

試
験
で
は
語
学
力
が
わ
ず
か
に
届
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、ひ
と
ま
ず
入
学
が
認

め
ら
れ
、一
学
期
の
成
績
が
す
べ
て「
良
」

以
上
な
ら
継
続
、一
つ
で
も
ダ
メ
な
ら
即

退
学
、と
い
う
条
件
が
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
は
厳
し
い
で
す
よ
。で
も
尻

尾
を
ま
い
て
帰
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

勉
強
な
ら
ど
れ
ほ
ど
や
っ
て
も
死
な
な
い

だ
ろ
う
、と
い
う
ぐ
ら
い
頑
張
り
ま
し
た

ね
。体
操
で
鍛
え
て
あ
り
ま
す
し
、『
真
剣

味
』の
言
葉
も
ず
し
ん
と
残
って
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
ス
ポ
ー
ツ
科
学
で
博
士
課
程

を
取
る
た
め
、南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
大

学
院
へ
進
み
ま
し
た
。担
当
の
教
授
が
そ
れ

は
厳
し
い
先
生
で
、博
士
課
程
を
終
え
る

と
、今
度
は
医
学
部
で
単
位
を
取
っ
て
こ
い
、

と
い
う
ん
で
す
。し
か
も
大
学
院
で（
笑
）。

　

筋
生
理
学
に
生
化
学
、心
臓
循
環
器
…

一
年
以
上
、医
学
部
で
費
や
し
ま
し
た
が
、

今
の
僕
の
バッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
出
来
上

が
っ
た
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

今
、取
り
組
ん
で
い
る
の
は「
ス
ポ
ー
ツ
」

「
医
学
」「
サ
イ
エ
ン
ス
」の
三
分
野
に
ま

た
が
る「
ス
ポ
ー
ツ
医
科
学
」と
い
う
領
域

　
「
学
術
と
ス
ポ
ー
ツ
の
真
剣
味
の
殿
堂

た
れ
」と
い
う
建
学
の
精
神
を
礎
に
、生

き
方
や
考
え
方
、将
来
的
な
目
標
も
す
べ

て
大
学
時
代
に
培
わ
れ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。僕
自
身
、十
九
歳
で
寮
に
入
り
、淋
し

い
想
い
を
し
た
り
、親
の
有
難
み
に
気
づ
か

さ
れ
た
り
。そ
う
し
た
全
部
を
ひ
っ
く
る

め
て
今
の
自
分
が
あ
る
。母
校
と
い
う
の

は
、自
分
を
つ
く
って
く
れ
た
原
点
で
す
よ

ね
。そ
こ
に
立
ち
返
る
こ
と
で
、こ
の
現
実

の
世
界
で「
ま
た
頑
張
ろ
う
」、そ
う
思
え

る
気
が
し
ま
す
。

　

ま
た
今
年
度
よ
り
、中
京
大
学
の
長
期

計
画「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

が
、教
職
員
の
方
ば
か
り
で
な
く
、ぜ
ひ
同

ア
メ
リ
カ
で
過
ご
し
た
日
々

専
門
領
域
の
こ
と

「
原
点
回
帰
」へ
の
想
い
を
胸
に
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昨年10月1日、小川英次前理事長からバトンを引き継ぎ、新理事長に梅村

清英氏が就任されました。学校法人梅村学園、母校・中京大学を今後、

どう導いていかれるのか。若きニューリーダーにお話しいただきました。

～ 今こそ、真 剣 味の心をひとつに② ～

K i y o h i d e  U m e m u r a

1969年、愛知県生まれ。本学経済学部第1期生となり、卒業後、中京大学大学院

経済学研究科修士・博士課程を修了。博士（経済学）。大学では経済学部教授、学

部長、大学院研究科長を務め、また梅村学園では評議員・理事を経て現在に至る。

理 事 長

梅村 清英

New Leader
Interview

【 特集  1- 2／ Special  Edit ion 】

P r o f i l e

　

昨
年
、学
校
法
人
梅
村
学
園
が
創
立
九

十
周
年
を
迎
え
、今
年
は
中
京
大
学
が
開

学
六
十
周
年
と
な
り
ま
す
。

　

宿
命
と
い
う
べ
き
か
、そ
の
大
き
な
節

目
に
理
事
長
と
い
う
大
役
を
お
引
き
受

け
す
る
こ
と
と
な
り
、改
め
て
身
の
引
き

締
ま
る
想
い
で
す
。こ
れ
ま
で
は
理
事
と

い
う
立
場
で
し
た
が
、今
は
最
終
決
断
者

と
し
て
の
責
任
の
重
さ
を
ひ
し
ひ
し
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、前
任
者
の
小
川
英
次
先
生（
現

名
誉
理
事
長
）が
理
事
長
に
就
任
さ
れ
た

際
、学
園
運
営
の
基
本
指
針
と
し
て
示
さ

れ
た
の
が
、「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス（
法
令
遵

守
）」「
Ｕ
Ｓ
Ｒ（
大
学
の
社
会
的
責
任
）」

「
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
」「
透
明
性
」「
バ
イ
タ

リ
テ
ィ
」と
い
う
五
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
し
た
。

　

教
職
員
が
一
致
し
、組
織
や
日
常
業
務

の
透
明
性
を
高
め
な
が
ら
絶
え
ざ
る
改

革
に
挑
ん
で
い
く
と
い
う
、そ
の
確
固
た
る

信
念
の
下
、こ
の
二
年
半
、務
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。今
は
小
川
先
生
の
想
い
を
引
き

継
ぐ
と
と
も
に
、小
川
先
生
の
か
け
声
で

昨
年
度
一
年
間
を
か
け
て
策
定
し
た
中

京
大
学
長
期
計
画「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」を
着

実
に
実
行
に
移
す
こ
と
が
理
事
長
と
し

て
の
私
に
託
さ
れ
た
大
き
な
責
任
で
は
な

い
か
と
思
って
い
ま
す
。

　
「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」で
、私
は
策
定
委
員
会

委
員
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

理
事
、若
手
の
専
任
教
職
員
ら
と
と
も
に
、

問
題
の
顕
在
化
に
努
め
な
が
ら
十
年
計

画
を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。　

　
「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」は「
し
な
や
か
に
挑
み

続
け
る
新
生・中
京
大
学
」と
し
て
、新
し

く
生
ま
れ
変
わ
る
気
概
を
持
ち
な
が
ら
、

さ
ら
な
る
飛
躍
を
遂
げ
よ
う
と
い
う
も
の

で
す
。具
体
的
に
は
、「
教
育
」「
研
究
」

「
社
会
連
携
」「
国
際
化
」「
卒
業
生
連

携
」と
い
う
五
つ
の
骨
子
、十
分
野
に
わ
た

る
い
く
つ
か
の
施
策
を
、以
後
、ス
ピ
ー
ド
感

を
も
って
実
行
に
移
し
て
い
く
と
い
う
こ
と

で
す
。

　

二
〇
二
四
年
、十
年
後
の
中
京
大
学
の

あ
る
べ
き
姿
に
む
け
て
、卒
業
生
の
方
々
や

広
く
社
会
も
巻
き
込
み
な
が
ら
、皆
で
新

生
・
中
京
大
学
を
創
り
上
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　

そ
の
た
め
に
、ま
ず
は
学
内
の
組
織
固

め
が
大
切
で
す
。教
職
員
が
一
致
協
力
し
、

沸
き
上
が
る
パ
ワ
ー
を
飛
躍
へ
と
つ
な
げ

て
い
け
る
よ
う
、学
内
で
が
っ
ち
り
ス
ク
ラ

ム
を
組
む
、そ
う
し
た
強
固
な
体
制
づ
く

り
が
当
面
の
課
題
で
す
。

　

同
窓
会
は
、私
自
身
、中
京
大
学
卒
業

生
で
あ
り
、大
学
院
生
の
頃
か
ら
理
事
長

就
任
ま
で
副
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、昨
年
、森
谷
敏
夫
教
授
が

会
長
に
ご
就
任
さ
れ
ま
し
た
。京
都
大
学

大
学
院
で
教
鞭
を
執
り
、第
一
線
で
活
躍

さ
れ
て
い
る
運
動
医
科
学
の
権
威
で
す
。

そ
う
し
た
偉
大
な
先
輩
に
卒
業
生
を
束

ね
て
い
た
だ
け
る
と
い
う
の
は
、非
常
に
有

難
い
こ
と
で
す
。

「NEXT10」の目指すところは
建学の精神の具現化です。
そこに一丸となって
取り組みたいですね

　

森
谷
会
長
は
学
生
時
代
、厳
し
い
環
境

に
挫
け
る
こ
と
な
く
勉
学
や
部
活
動
に
励

ま
れ
、そ
の
経
験
を
土
台
に
渡
米
し
、ご
自

身
の
力
で
道
を
切
り
拓
か
れ
ま
し
た
。ま

さ
に
建
学
の
精
神「
学
術
と
ス
ポ
ー
ツ
の
真

剣
味
の
殿
堂
た
れ
」を
実
践
さ
れ
た
わ
け

で
す
。恵
ま
れ
た
環
境
が
当
た
り
前
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
こ
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、

若
い
同
窓
生
に
そ
う
し
た
ご
経
験
を
お
伝

え
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。同
窓
生
の
皆

様
と
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
、

母
校
へ
の
想
い
を
お
伝
え
い
た
だ
け
る
と

期
待
し
て
い
ま
す
。

　

先
ほ
ど
の「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」の
基
礎
と

な
って
い
る
の
が
、校
訓「
真
剣
味
」で
あ
り
、

建
学
の
精
神「
学
術
と
ス
ポ
ー
ツ
の
真
剣
味

の
殿
堂
た
れ
」な
ん
で
す
ね
。反
省
す
べ
き
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昨年10月1日、小川英次前理事長からバトンを引き継ぎ、新理事長に梅村

清英氏が就任されました。学校法人梅村学園、母校・中京大学を今後、

どう導いていかれるのか。若きニューリーダーにお話しいただきました。

～ 今こそ、真 剣 味の心をひとつに② ～

K i y o h i d e  U m e m u r a

1969年、愛知県生まれ。本学経済学部第1期生となり、卒業後、中京大学大学院

経済学研究科修士・博士課程を修了。博士（経済学）。大学では経済学部教授、学

部長、大学院研究科長を務め、また梅村学園では評議員・理事を経て現在に至る。
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梅村理事長の魅力あふれる人物像をお伝えできるよう、さらにディープな質問を投げかけて
みました。一つひとつの答えから感じられる率直なお人柄に期待が高まります。

いま最も関心のあることは？

（仕事以外、ということであれば）先日、
新しい子犬が家族に加わり、これをど
う育てようか、ちょうど思案していると
ころです。

A

つねに挑み続けるパワーの
原動力は？

やはり“家族の支え”じゃないでしょうか。
日々感謝しています。A

幼い頃は、どんなお子さんでしたか？

ちょっと言葉は悪いですが、振り返る
と、自分でも“クソガキ”だったと思いま
す。わがままでケンカっ早くて（笑）。
あとは中日ドラゴンズをこよなく愛する
子どもでした。

A

Q1 意外な特技をお教えください

中学、高校と卓球部、大学入学後10
年間はアメリカンフットボールに夢中
になりました。…意外と知られていな
いとなると、メダカの世話かな（笑）。
いまは200匹くらいでしょうか、多くて
数えきれません。

A

モットー、または座右の銘を

（力強く）やはり「真剣味」ですね。そ
れからもう一つ、「継続は力なり」です。

新 理 事 長 を 知る！！ 問 答 インタビュー

Q2

A

経済学の面白さとは？

人によっていろいろな感じ方があるで
しょうが、物事を論理的に順序だてて
考えるよい訓練になると思います。

Q3 リーダーに求められるものとは？

人とのコミュニケーションですね。どん
な方とも同じ目線で、まずはこちらから
腹を割って話すこと。それがコツじゃな
いでしょうか。

A

Q4

Q6 Q7

いちばんリラックスできる場所は？

自宅でしょうね。昔からビートルズファン。
寝室にあるオーディオで、少しうるさい
ぐらいにボリュームを上げて聴くのが、
本当は好きなのですが…。

A

Q5

A

Q8

念
な
く
し
て
改
革
は
語
れ
ま
せ
ん
。

　

今
後
、数
々
の
施
策
を
打
ち
出
し
て
い

く
上
で
も
、ま
ず
は
校
訓
や
建
学
の
精
神

の
浸
透
あ
り
き
、で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

ま
す
。対
象
は
在
学
生
で
す
よ
ね
。そ
れ

に
は
教
職
員
に
徹
底
で
き
る
か
ど
う
か
で

す
。そ
の
上
で
こ
そ
在
学
生
に
も
浸
透
を

図
れ
る
気
が
し
て
い
ま
す
。

　

同
窓
生
の
方
々
に
は
、三
百
年
前
か
ら
受

け
継
が
れ
て
き
た
教
え
に
触
れ
、学
ん
だ
四

年
間
に
誇
り
を
持
って
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。そ
の
上
で
、さ
ま
ざ
ま
な
同
窓
会

活
動
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、何
ら
か
の
形
で

在
学
生
、そ
し
て
中
京
大
学
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
願
って
お
り
ま
す
。

下：1994年。アメリカンフットボールの仲間と。
　  前から2列目で拳を振り上げている。

上：1994年。恩師の沈先生（故人）と新千歳空港で。

こ
と
で
す
が
、本
学
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
発
展

し
て
き
た
一
方
で
、い
ち
ば
ん
根
幹
と
な
る

部
分
の
建
学
の
精
神
が
ど
こ
か
へ
置
き
ざ

り
に
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
現
状
が
あ

る
か
ら
で
す
。

　

教
育
も
研
究
も
、も
ち
ろ
ん
卒
業
生
の

皆
様
と
の
連
携
も
、揺
る
ぎ
よ
う
の
な
い

精
神
や
共
通
の
価
値
観
の
も
と
に
培
わ
れ

て
い
く
も
の
で
す
。そ
こ
を
森
谷
会
長
は

本
当
に
実
践
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。私
自

身
も
そ
の
流
れ
を
、今
後
し
っ
か
り
作
って

い
き
た
い
で
す
ね
。

　
一
九
八
六
年
に
社
会
学
部
が
豊
田

キ
ャ
ン
パ
ス
に
開
設
さ
れ
、翌
年
、経
済
学

部
が
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
に
誕
生
し
て
、私

は
そ
の
第
一
期
生
と
な
り
ま
し
た
。

　

じ
つ
は
中
学
、高
校
と
進
学
校
に
通
い
、

偏
差
値
教
育
を
受
け
た
影
響
か
ら
、他
大

学
への
進
学
を
考
え
た
時
期
が
あ
り
ま
し

た
。

　

し
か
し
、子
ど
も
の
頃
か
ら
祖
父
や
父

の
姿
を
近
く
で
見
て
き
ま
し
た
し
、高
校

野
球
と
も
な
れ
ば
、甲
子
園
の
ア
ル
プ
ス
ス

タ
ン
ド
で
熱
い
声
援
を
送
っ
て
き
ま
し
た
。

や
は
り
将
来
は
梅
村
学
園
に
骨
を
埋
め
る

と
い
う
気
持
ち
が
勝
り
、中
京
大
学
へ
の

進
学
を
決
意
し
た
の
で
す
。

憚
の
な
い
ご
意
見
、厳
し
い
ご
批
判
も
大
歓

迎
で
す
よ
。

　

こ
れ
は
あ
ま
り
ご
存
じ
な
い
こ
と
か
と

思
い
ま
す
が
、そ
も
そ
も
梅
村
学
園
の

ル
ー
ツ
は
江
戸
時
代
、四
代
目
梅
村
清
茂

に
始
ま
り
ま
す
。徳
川
光
圀
公
が
大
日
本

史
を
編
纂
す
る
際
、京
都
か
ら
呼
び
寄
せ

た
と
さ
れ
る
人
物
で
、一
七
一
六（
享
保

元
）年
に
水
戸
で
清
信
塾
を
開
き
、藩
士

の
子
弟
に
武
士
と
し
て
の
教
え
を
授
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、そ
の
教
え
を
梅
村
家
発
祥
の

地
で
あ
る
愛
知
県
に
持
ち
帰
っ
た
の
が
、十

　

自
分
の
置
か
れ
た
環
境
や
立
場
を
ど

う
考
え
る
の
か
。い
ま
と
な
って
は
懐
か
し

い
思
い
出
で
す
。

　

か
つ
て
は
人
前
で
話
す
こ
と
が
苦
手
な

タ
イ
プ
で
し
た
。教
員
と
な
っ
て
初
め
て
の

講
義
で
は
、最
前
列
に
は
卒
業
し
た
は
ず

の
先
輩
や
後
輩
と
い
う
や
じ
馬
が
ず
ら
り
、

定
員
四
百
六
十
名
の
教
室
が
満
席
と
い
う
、

逃
げ
帰
り
た
く
な
る
よ
う
な
大
洗
礼
を

受
け
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た（
笑
）。こ
の

経
験
が
バ
ネ
に
な
っ
た
と
思
って
い
ま
す
。

　

同
窓
会
で
は
、副
会
長
と
し
て
、今
井
宏

司
顧
問
、𡈽
方
清
顧
問
、川
岸
信
一
顧
問
ら

と
歴
代
会
長
に
お
供
さ
せ
て
い
た
だ
き
な

が
ら
、か
け
が
え
の
な
い
経
験
を
積
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

あ
る
時
、参
加
し
た
支
部
同
窓
会
の
席

で
、急
き
ょ
副
会
長
と
し
て
挨
拶
を
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。突
然
の
展
開
に
頭

の
中
は
真
っ
白
。何
の
準
備
も
し
て
い
な

か
っ
た
こ
と
を
後
悔
す
る
若
い
私
も
い
ま

し
た
ね（
笑
）。

　

同
窓
生
の
方
々
と
ふ
れ
あ
い
、有
難
い
言

葉
も
た
く
さ
ん
頂
戴
し
て
き
ま
し
た
。

「
祖
父
や
父
に
お
世
話
に
な
っ
た
」と
温
か

い
声
を
か
け
て
い
た
だ
け
る
こ
と
も
た
び

た
び
で
す
。お
酒
も
入
る
懇
親
会
で
の
忌

初講義の日、最前列には
卒業したはずのやじ馬がずらり。
無言のエールをもらいました

二
代
目
で
学
園
創
立
者
の
梅
村
清
光
先

生
で
す
。一
九
二
三（
大
正
十
二
）年
、中

京
商
業
学
校
を
開
校
し
ま
し
た
。

　

建
学
の
精
神
は
、水
戸
学
の
理
念「
文
武

不
岐（
文
武
わ
か
れ
ず
）」を
説
い
た
も
の

で
す
。こ
れ
を
学
園
の
初
代
理
事
長
で
中

京
大
学
の
開
学
者
、初
代
学
長
の
梅
村
清

明
先
生
は「
ル
ー
ル
を
守
る
、ベス
ト
を
尽
く

す
、チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
つ
く
る
、相
手
に
敬
意

を
持
つ
」こ
と
を
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
の
四

大
綱
と
し
て
提
唱
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
体
得
し
た
学
生
は
、「
個
人
、家

庭
人
、あ
る
い
は
社
会
人
や
国
民
、世
界
人

類
の
一
人
と
し
て
望
ま
し
い
人
間
で
あ

る
」と
い
う
教
え
で
す
ね
。私
は
、そ
の
ま

ま
現
代
に
通
じ
る
素
晴
ら
し
い
教
育
理
念

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
し
、こ
の
理

一 一

■  特集1 -2  ／  N ew  L e a d e r  I n t e r v i e w  ～今こそ、真剣味の心をひとつに～

「
中
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」か
ら「
母
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」へ

温
か
い
支
え
と
励
ま
し
の
言
葉
と

こ
の
時
代
こ
そ
生
き
る

文
武
不
岐
の
教
え
を
誇
り
に
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は
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訓
や
建
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の
精
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の
浸
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き
、で
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い

ま
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。対
象
は
在
学
生
で
す
よ
ね
。そ
れ

に
は
教
職
員
に
徹
底
で
き
る
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ど
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で

す
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在
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に
も
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透
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だ
四

年
間
に
誇
り
を
持
って
い
た
だ
き
た
い
と
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ま
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同
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会
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に
ご
参
加
い
た
だ
き
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形
で
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と
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進
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に
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に
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者
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、中
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商
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プ
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を
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得
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た
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は
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い
は
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や
国
民
、世
界
人

類
の
一
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と
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て
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「
中
京
愛
」か
ら「
母
校
愛
」へ

温
か
い
支
え
と
励
ま
し
の
言
葉
と

こ
の
時
代
こ
そ
生
き
る

文
武
不
岐
の
教
え
を
誇
り
に



母校の教え、良き師、良き友との出会いを前進する力に変えて
深い学びや教え、あるいは人生を大きく左右するような出会いやきっかけを得て、自分が進むべき道を見つける大学時代。社会、
文化、スポーツ界、今、それぞれの分野の第一線で活躍する彼らに共通するのは、そうした一つひとつに対する深い感謝の念と、
やはり建学の精神「学術とスポーツの真剣味の殿堂たれ」にあるようです。

部
経
済
産
業
局
の
仕
事
は
、中
部
五
県

を
管
轄
エ
リ
ア
に
、技
術
開
発
の
支
援

や
経
営
の
サ
ポ
ー
ト
、海
外
か
ら
の
資
本
導
入
や

海
外
への
輸
出
拡
大
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か

ら
地
域
や
産
業
の
振
興
を
図
り
、地
域
の
活
性

化
を
促
す
こ
と
で
す
。

　

そ
こ
で
現
在
の
私
自
身
の
役
ど
こ
ろ
と
し
て
は

県
境
を
越
え
た
中
小
企
業
と
大
企
業
、あ
る
い
は

大
学・研
究
機
関
と
いっ
た
産
学
官
が
広
域
的
な

連
携
を
図
り
な
が
ら
、同
時
に
全
員
が
利
益
を
得

ら
れ
る
よ
う
考
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
か
。や
り
が
い

の
あ
る
、し
か
し
非
常
に
難
し
い
ポ
ジ
シ
ョン
で
す

の
で
、苦
し
い
場
面
も
多
々
あ
り
ま
す
が
、そ
ん
な

時
ほ
ど「
真
剣
味
」の
言
葉
が
頭
を
よ
ぎ
り
ま
す
。

　

じ
つ
は
附
属
高
校
時
代
に
野
球
を
し
て
き
た

こ
と
も
あ
っ
て
、こ
こ
で
負
け
て
た
ま
る
か
、と
い

う「
中
京
魂
」も
自
分
の
中
で
培
わ
れ
た
精
神

の
一
つ
。根
っ
か
ら
の
負
け
ず
嫌
い
な
性
格
と
あ

わ
せ
て
、こ
こ
ぞ
、と
い
う
時
に
踏
ん
ば
る
た
め
の
、

て
い
ま
す
。

　

話
が
前
後
し
ま
す
が
、行
政
書
士
の
二
度
目

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
時
、自
分
に
さ
ら
に
大
き
な
負

荷
を
か
け
る
た
め
、宅
建
主
任
者
と
F
P（
フ
ァ

イ
ナ
ン
シ
ャ
ル・プ
ラ
ン
ナ
ー
）の
資
格
に
も
同
時
に

挑
戦
し
た
ん
で
す
。一
方
、行
政
書
士
講
座
の
先

生
の
方
針
で
、受
講
生
を
い
く
つ
か
の
チ
ー
ム
に
分

け
、チ
ー
ム
単
位
で
合
格
を
目
指
そ
う
と
い
う
こ

と
に
な
り
、そ
の
リ
ー
ダ
ー
に
抜
擢
さ
れ
ま
し
た
。

ど
う
に
も
頑
張
る
し
か
な
い
で
す
よ
ね（
笑
）。

　

あ
い
に
く
行
政
書
士
以
外
は
合
格
と
い
う
結

果
で
し
た
が
、チ
ー
ム
全
員
が
受
か
る
た
め
に
は

ど
う
す
れ
ば
いい
の
か
。私
自
身
、追
い
込
ま
れ
た

状
況
の
中
で
、周
り
の
こ
と
を
考
え
る
機
会
を
与

え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
、至
ら
な
い
点
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
く
れ
た
友
人
や
先
輩
が
、今
で
も
私
の
支
え

に
な
って
い
る
気
が
し
ま
す
。

　

現
在
、こ
の
地
域
への
対
日
投
資
の
活
性
化
と
、

地
域
企
業
の
海
外
展
開
支
援
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
が
、じ
つ
は
中
京
大
学
に
も
ご
協
力
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。自
分
が
頑
張
っ
て
い
る
姿
を
母
校

に
見
せ
ら
れ
る
の
は
、嬉
し
い
限
り
で
す
。

私
の
三
点
セ
ッ
ト
に
な
って
い
ま
す（
笑
）。

　

振
り
返
る
と
、大
学
生
の
頃
は
行
政
書
士
の

資
格
を
取
り
、将
来
的
に
法
律
事
務
所
で
働
き

た
い
と
考
え
て
い
た
ん
で
す
ね
。と
こ
ろ
が
二
度
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
も
失
敗
に
終
わ
り
、急
遽
、公
務
員

試
験
に
方
向
転
換
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。三
年
生

の
秋
の
こ
と
で
す
。行
政
書
士
の
勉
強
と
重
複

す
る
部
分
も
あ
り
ま
し
た
が
、公
務
員
試
験
は

中
身
が
幅
広
く
、朝
か
ら
晩
ま
で
、大
学
の
図

書
館
に
こ
も
り
対
策
に
追
わ
れ
た
こ
と
を
憶
え

附属高校、中京大学を卒業後、経済産業省中部経済産業
局に入局。マルチな人材育成のための2～3年毎の異動に
より、さまざまな部署でキャリアを積み重ねてきた。「部署を離
れても人脈がつながっていく面白さ」に惹かれ、情熱を燃やす。

飯野  智大さん
（2003年度卒 法学部法律学科）

武藤  健司さん
（2005年度卒 経営学部経営学科）

附属高校から中京大学へ進学し、公認会計士資格を取得。
卒業後は四大監査法人の一つ、有限責任監査法人トーマ
ツに入社。「自分で何かを頑張ろうというより、良き友人、良
き先生、良き環境とめぐりあえたおかげ」と母校に感謝する。

と
も
と
数
学
が
好
き
だ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、大
学
一
年
の
春
に
受
講
を
始
め
た

の
が
、日
商
簿
記
検
定
講
座
で
し
た
。そ
れ
ま
で
、

大
学
生
に
な
っ
た
ら
羽
を
伸
ば
し
て
遊
ぶ
つ
も
り

で
い
ま
し
た
が
、高
校
か
ら
一
緒
に
進
学
し
た
友

人
た
ち
は
そ
う
じ
ゃ
な
か
っ
た（
笑
）。

　
で
も
そ
の
お
か
げ
で
三
級
、二
級
と
順
調
に
合

格
。自
分
に
は
会
計
士
や
税
理
士
と
い
う
仕
事

が
向
い
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
し
、そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
公
認
会
計
士
の
入
門

講
座
も
始
ま
っ
て
、チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
に
な
っ

た
と
い
う
わ
け
で
す
。

　

今
で
は
絶
対
に
無
理
な
こ
と
で
す
が
、当
時
、

一
日
十
二
〜
十
四
時
間
は
机
に
か
じ
り
つい
て
猛

勉
強
し
ま
し
た
。た
だ
私
自
身
の
意
志
の
強
さ

と
い
う
よ
り
、頑
張
って
い
る
周
囲
の
ム
ー
ド
に
自

然
に
引
っ
張
ら
れ
た
感
じ
で
す
ね
。も
ち
ろ
ん
、

試
験
に
落
ち
て
し
ま
え
ば
翌
年
に
持
ち
越
さ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、同
級
生
が
社
会
人
と

な
って
働
い
て
い
る
の
に
、自
分
だ
け
出
遅
れ
る
わ

け
に
は
い
か
な
い
。そ
ん
な
気
持
ち
も
強
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。結
局
、切
磋
琢
磨
で
き
る
仲
間
の

存
在
が
大
き
か
っ
た
。あ
と
は
勉
強
に
専
念
で
き

る
よ
う
、後
ろ
か
ら
支
え
て
く
れ
た
両
親
の
お
か

げ
で
す
ね
。

　

ト
ー
マ
ツ
に
つ
い
て
は
、四
大
監
査
法
人
の

一
つ
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、チ
ャ
レ
ン
ジ
の
つ
も
り
で

入
社
試
験
に
臨
み
ま
し
た
が
、無
事
に
、九
月
に

は
内
定
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。あ
く

ま
で
も
公
認
会
計
士
試
験
の
合
格
が
大
前
提
で

け
れ
ど
、ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に
感
謝
さ
れ
る
と
や
り

が
い
を
感
じ
ま
す
。

　

会
社
の
同
期
に
は
東
大
や
慶
応
、名
古
屋
大

学
な
ど
有
名
校
の
出
身
者
が
ず
ら
り
。今
で
こ

そ
全
国
区
と
な
っ
た
母
校
で
す
が
、入
社
当
初
、

「
仕
事
で
は
負
け
る
も
の
か
」と
奮
起
で
き
た
気

が
し
ま
す
。改
め
て
中
京
大
学
の
卒
業
生
で
あ
る

こ
と
を
誇
ら
し
く
感
じ
ま
す
ね
。

中も

し
た
の
で
、十
一
月
の
合
格
発
表
ま
で
生
き
た
心

地
が
し
ま
せ
ん
で
し
た（
笑
）。

　

現
在
、大
手
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
を
い
く
つ
か
任

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。公
認
会
計
士
と
し
て

企
業
の
会
計
監
査
業
務
や
財
務
、経
理
を
チ
ェッ

ク
す
る
ほ
か
、助
言・指
導
も
求
め
ら
れ
ま
す
の

で
、新
し
い
基
準
や
金
融
情
報
な
ど
を
常
に
イ
ン

プ
ッ
ト
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。そ
う

し
た
大
変
さ
は
ど
ん
な
業
種
も
同
じ
で
し
ょ
う
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強
に
専
念
で
き

る
よ
う
、後
ろ
か
ら
支
え
て
く
れ
た
両
親
の
お
か

げ
で
す
ね
。

　

ト
ー
マ
ツ
に
つ
い
て
は
、四
大
監
査
法
人
の

一
つ
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、チ
ャ
レ
ン
ジ
の
つ
も
り
で

入
社
試
験
に
臨
み
ま
し
た
が
、無
事
に
、九
月
に

は
内
定
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。あ
く

ま
で
も
公
認
会
計
士
試
験
の
合
格
が
大
前
提
で

け
れ
ど
、ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に
感
謝
さ
れ
る
と
や
り

が
い
を
感
じ
ま
す
。

　

会
社
の
同
期
に
は
東
大
や
慶
応
、名
古
屋
大

学
な
ど
有
名
校
の
出
身
者
が
ず
ら
り
。今
で
こ

そ
全
国
区
と
な
っ
た
母
校
で
す
が
、入
社
当
初
、

「
仕
事
で
は
負
け
る
も
の
か
」と
奮
起
で
き
た
気

が
し
ま
す
。改
め
て
中
京
大
学
の
卒
業
生
で
あ
る

こ
と
を
誇
ら
し
く
感
じ
ま
す
ね
。

中も

し
た
の
で
、十
一
月
の
合
格
発
表
ま
で
生
き
た
心

地
が
し
ま
せ
ん
で
し
た（
笑
）。

　

現
在
、大
手
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
を
い
く
つ
か
任

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。公
認
会
計
士
と
し
て

企
業
の
会
計
監
査
業
務
や
財
務
、経
理
を
チ
ェッ

ク
す
る
ほ
か
、助
言・指
導
も
求
め
ら
れ
ま
す
の

で
、新
し
い
基
準
や
金
融
情
報
な
ど
を
常
に
イ
ン

プ
ッ
ト
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。そ
う

し
た
大
変
さ
は
ど
ん
な
業
種
も
同
じ
で
し
ょ
う



来
、身
体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き

な
性
分
な
の
で
し
ょ
う
。大
学
時

代
も
親
父
が
営
ん
で
い
た
中
国
料
理
店

「
か
っ
ぱ
園
菜
館
」を
手
伝
う
だ
け
で
な
く
、

ア
ル
バ
イ
ト
も
し
、卓
球
部
の
部
室
に
居
候

し
、勉
強
も
す
る
と
いっ
た
生
活
を
送
っ
て
い

ま
し
た
。

　

卒
業
後
、中
国
料
理
を
学
ぶ
た
め
東
京
へ

修
業
に
出
た
の
で
す
が
、当
時
は
見
習
い
に

対
し
て
丁
寧
に
教
え
て
は
く
れ
ま
せ
ん
。だ

か
ら
見
て
覚
え
て
い
く
の
で
す
が
、三
回
同

ま
し
た
。店
の
調
理
場
は
息
子
が
継
い
で
い

ま
す
が
、今
年
は
、私
が
中
国
料
理
に
携

わ
っ
て
五
十
年
の
節
目
。今
も
昔
も
お
客
様

の「
お
い
し
い
！
」と
い
う
一
言
が
何
よ
り
も

う
れ
し
い
た
め
、七
十
歳
を
超
え
た
今
も
接

客
に
、各
会
で
の
活
動
に
と
動
き
回
っ
て
い

ま
す
。

じ
失
敗
を
す
る
と
ビ
ン
タ
が
飛
ん
で
く
る

（
笑
）。三
百
種
類
ほ
ど
の
メ
ニュー
を
二
か
月

半
で
ノ
ー
ト
に
ま
と
め
、洗
い
場
で
鍋
肌
に

指
を
滑
ら
せ
て
味
を
把
握
し
た
も
の
で
す
。

持
ち
前
の
負
け
ん
気
と
行
動
力
、大
学
で
身

に
つ
け
た
真
剣
味
の
姿
勢
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
、厳
し
い
日
々
を
乗
り
越
え
ら
れ
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。

　

修
業
を
始
め
て
か
ら
約
三
年
半
後
に
親

父
が
他
界
し
た
た
め
、名
古
屋
に
戻
っ
て
店

を
継
ぎ
ま
し
た
。し
か
し
、料
理
人
仲
間
が

い
な
い
の
が
寂
し
く
て
ね（
笑
）。ま
ず
日
本

中
国
料
理
協
会
に
入
り
、愛
知
県
調
理
師

会
や
日
本
調
理
師
会
、全
国
調
理
師
養
成

施
設
協
会
な
ど
で
中
部
地
区
本
部
長
や
理

事
を
や
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。店
で
は

料
理
に
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
、各
会
で
も
東

奔
西
走
し
、さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
励
ん
だ
も

の
で
す
。

　

平
成
十
三（
二
〇
〇
一
）年
に
は
卓
越
し

た
技
能
者（
通
称・現
代
の
名
工
）と
し
て
表

彰
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。さ
ら
に
平
成
十
九

（
二
〇
〇
七
）年
春
に
は
黄
綬
褒
章
を
、昨
年

の
春
に
は
旭
日
双
光
章
と
い
う
叙
勲
も
頂

戴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。調
理
師
と
し

て
中
国
料
理
を
提
供
す
る
だ
け
で
な
く
、調

理
師
養
成
や
食
育
、健
康
保
健
衛
生
な
ど
、

食
に
関
わ
る
広
大
な
世
界
で
、そ
の
時
々
に

目
の
前
の
こ
と
に
真
剣
に
取
り
組
み
続
け
て

き
た
ご
褒
美
だ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

東
区
泉
の
現
在
地
へ
店
を
移
転
す
る
際

に
は
、大
学
の
後
輩
に
設
計
を
お
願
い
す
る

な
ど
、同
窓
生
に
も
大
い
に
助
け
ら
れ
て
き

元日

中学、高校、大学と中京一筋。現在、各書道団体の常任理事や展覧会の審査員を務め
る他、卒業後すぐに始めた教室で、週二回、子どもから大人まで指導する。日展入選者や
文部大臣賞受賞者なども輩出しており、後進育成にも余念がない。

梶山  実夫（夏舟）さん （1971年度卒　文学部国文学科）

かっぱ園菜館代表取締役。店では安心・安全な素材を用いた医食同源の中国料理を提供。一般社団法
人愛知県調理師会会長、公益社団法人日本中国料理調理師会理事として、調理師養成、アレルギーや
メタボ対策、食育等にも取り組む。

伊藤 理夫さん （1963年度卒　商学部商学科）

展
に
初
入
選
し
た
の
は
昭
和
五
十

六（
一
九
八
一
）年
、三
十
三
歳
の

時
で
す
。ま
だ
若
か
っ
た
で
す
ね（
笑
）。二

度
目
は
三
年
後
、さ
ら
に
七
、八
年
か
か
っ

て
三
度
目
と
、入
選
は
こ
れ
ま
で
に
十
六
回

で
す
ね
。初
め
て
特
選
を
い
た
だ
い
た
の
は
、

平
成
十
二（
二
〇
〇
〇
）年
、第
三
十
二
回

な
っ
た
ら
、こ
れ
も
パ
ワ
ー
全
開（
笑
）。陸
上

部
も
体
操
部
も
関
係
な
く
書
道
部
に
集

ま
って
、大
学
祭
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
熱
き

血
潮
を
た
ぎ
ら
せ
た
良
き
時
代
で
し
た
。

　

染
み
つい
た
中
京
魂
と
いい
ま
す
か
、「
いい

も
の
を
書
き
た
い
」と
い
う
一
心
で
、こ
れ
か

ら
も
攻
め
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
展
で
す
。師
匠
の
殿
村
藍
田
が
紙
で
は
な

く
麻
布
に
書
い
た
時
の
こ
と
を
思
い
出
し
、

試
し
て
み
る
と
、こ
れ
が
何
と
も
い
え
な
い
面

白
味
が
出
ま
し
て
ね
。墨
の
濃
淡
や
文
字
の

強
弱
、麻
の
風
合
い
と
の
調
和
を
追
い
求
め

て
いっ
た
作
品
で
特
選
で
す
。以
来
、麻
布
を

や
め
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た（
笑
）。

　

殿
村
藍
田
は
、戦
後
書
壇
の
鬼
才
と
も
呼

ば
れ
た
厳
し
い
師
匠
で
、お
手
本
通
り
に
書

こ
う
と
す
る
と
即
、こ
ぶ
し
が
飛
ん
で
き
た

（
笑
）。た
と
え
ば「
明
」の
時
代
の
書
家
、董

其
昌（
と
う
き
し
ょ
う
）、「
宋
」の
時
代
の
米

芾（
べい
ふ
つ
）な
ど
、ど
ん
な
偉
人
の
書
で
も

「
絶
対
に
、自
分
を
入
れ
て
書
け
」と
い
う
ん

で
す
。独
自
の
も
の
を
出
さ
な
い
と
、作
品
は

残
ら
な
い
。つ
ま
り
自
分
が
残
ら
な
い
、と
い

う
こ
と
な
ん
で
す
ね
。

　

殿
村
藍
田
の
、流
れ
る
よ
う
に
柔
ら
か
で

自
由
な
行
草
に
魅
せ
ら
れ
、門
を
叩
き
ま
し

た
が
、私
自
身
も
含
め
、弟
子
は
皆
、藍
田
の

意
志
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
己
の
書
を
確
立

し
て
い
ま
す
。お
か
げ
さ
ま
で
一
昨
年
、日
展

で
は
二
度
目
の
特
選
を
受
賞
し
、「
委
嘱
」と

い
う
肩
書
を
頂
戴
し
ま
し
た
。こ
れ
で
入
落

に
関
係
な
く
出
品
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
が
、「
書
」は
奥
深
い
世
界
。時
代
時
代

で
字
の
形
も
変
化
し
ま
す
し
、ま
だ
ま
だ
、こ

れ
か
ら
で
す
。

　

そ
も
そ
も
友
だ
ち
に
く
っ
つ
い
て
稽
古
に

通
う
う
ち
書
道
が
好
き
に
な
り
、中
京
中

学
時
代
、日
本
芸
術
院
賞
も
受
賞
さ
れ
た

樽
本
英
信（
樹
邨・本
学
名
誉
教
授
）先
生

と
出
逢
っ
て
、さ
ら
に
の
め
り
込
ん
で
いっ
た

感
じ
で
し
ょ
う
か
。と
く
に
大
学
時
代
、集

中
す
る
時
は
そ
れ
こ
そ「
真
剣
味
」の
精
神

で
、書
と
向
き
あ
う
一
瞬
に
神
経
を
注
ぎ

込
む
こ
と
を
教
わ
り
ま
し
た
が
、遊
び
と
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来
、身
体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き

な
性
分
な
の
で
し
ょ
う
。大
学
時

代
も
親
父
が
営
ん
で
い
た
中
国
料
理
店

「
か
っ
ぱ
園
菜
館
」を
手
伝
う
だ
け
で
な
く
、

ア
ル
バ
イ
ト
も
し
、卓
球
部
の
部
室
に
居
候

し
、勉
強
も
す
る
と
いっ
た
生
活
を
送
っ
て
い

ま
し
た
。

　

卒
業
後
、中
国
料
理
を
学
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た
め
東
京
へ

修
業
に
出
た
の
で
す
が
、当
時
は
見
習
い
に

対
し
て
丁
寧
に
教
え
て
は
く
れ
ま
せ
ん
。だ

か
ら
見
て
覚
え
て
い
く
の
で
す
が
、三
回
同

ま
し
た
。店
の
調
理
場
は
息
子
が
継
い
で
い

ま
す
が
、今
年
は
、私
が
中
国
料
理
に
携

わ
っ
て
五
十
年
の
節
目
。今
も
昔
も
お
客
様

の「
お
い
し
い
！
」と
い
う
一
言
が
何
よ
り
も

う
れ
し
い
た
め
、七
十
歳
を
超
え
た
今
も
接

客
に
、各
会
で
の
活
動
に
と
動
き
回
っ
て
い

ま
す
。

じ
失
敗
を
す
る
と
ビ
ン
タ
が
飛
ん
で
く
る

（
笑
）。三
百
種
類
ほ
ど
の
メ
ニュー
を
二
か
月

半
で
ノ
ー
ト
に
ま
と
め
、洗
い
場
で
鍋
肌
に

指
を
滑
ら
せ
て
味
を
把
握
し
た
も
の
で
す
。

持
ち
前
の
負
け
ん
気
と
行
動
力
、大
学
で
身

に
つ
け
た
真
剣
味
の
姿
勢
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
、厳
し
い
日
々
を
乗
り
越
え
ら
れ
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。

　

修
業
を
始
め
て
か
ら
約
三
年
半
後
に
親

父
が
他
界
し
た
た
め
、名
古
屋
に
戻
っ
て
店

を
継
ぎ
ま
し
た
。し
か
し
、料
理
人
仲
間
が

い
な
い
の
が
寂
し
く
て
ね（
笑
）。ま
ず
日
本

中
国
料
理
協
会
に
入
り
、愛
知
県
調
理
師

会
や
日
本
調
理
師
会
、全
国
調
理
師
養
成

施
設
協
会
な
ど
で
中
部
地
区
本
部
長
や
理

事
を
や
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。店
で
は

料
理
に
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
、各
会
で
も
東

奔
西
走
し
、さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
励
ん
だ
も

の
で
す
。

　

平
成
十
三（
二
〇
〇
一
）年
に
は
卓
越
し

た
技
能
者（
通
称・現
代
の
名
工
）と
し
て
表

彰
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。さ
ら
に
平
成
十
九

（
二
〇
〇
七
）年
春
に
は
黄
綬
褒
章
を
、昨
年

の
春
に
は
旭
日
双
光
章
と
い
う
叙
勲
も
頂

戴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。調
理
師
と
し

て
中
国
料
理
を
提
供
す
る
だ
け
で
な
く
、調

理
師
養
成
や
食
育
、健
康
保
健
衛
生
な
ど
、

食
に
関
わ
る
広
大
な
世
界
で
、そ
の
時
々
に

目
の
前
の
こ
と
に
真
剣
に
取
り
組
み
続
け
て

き
た
ご
褒
美
だ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

東
区
泉
の
現
在
地
へ
店
を
移
転
す
る
際

に
は
、大
学
の
後
輩
に
設
計
を
お
願
い
す
る

な
ど
、同
窓
生
に
も
大
い
に
助
け
ら
れ
て
き

元日

中学、高校、大学と中京一筋。現在、各書道団体の常任理事や展覧会の審査員を務め
る他、卒業後すぐに始めた教室で、週二回、子どもから大人まで指導する。日展入選者や
文部大臣賞受賞者なども輩出しており、後進育成にも余念がない。

梶山  実夫（夏舟）さん （1971年度卒　文学部国文学科）

かっぱ園菜館代表取締役。店では安心・安全な素材を用いた医食同源の中国料理を提供。一般社団法
人愛知県調理師会会長、公益社団法人日本中国料理調理師会理事として、調理師養成、アレルギーや
メタボ対策、食育等にも取り組む。

伊藤 理夫さん （1963年度卒　商学部商学科）

展
に
初
入
選
し
た
の
は
昭
和
五
十

六（
一
九
八
一
）年
、三
十
三
歳
の

時
で
す
。ま
だ
若
か
っ
た
で
す
ね（
笑
）。二

度
目
は
三
年
後
、さ
ら
に
七
、八
年
か
か
っ

て
三
度
目
と
、入
選
は
こ
れ
ま
で
に
十
六
回

で
す
ね
。初
め
て
特
選
を
い
た
だ
い
た
の
は
、

平
成
十
二（
二
〇
〇
〇
）年
、第
三
十
二
回

な
っ
た
ら
、こ
れ
も
パ
ワ
ー
全
開（
笑
）。陸
上

部
も
体
操
部
も
関
係
な
く
書
道
部
に
集

ま
って
、大
学
祭
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
熱
き

血
潮
を
た
ぎ
ら
せ
た
良
き
時
代
で
し
た
。

　

染
み
つい
た
中
京
魂
と
いい
ま
す
か
、「
いい

も
の
を
書
き
た
い
」と
い
う
一
心
で
、こ
れ
か

ら
も
攻
め
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
展
で
す
。師
匠
の
殿
村
藍
田
が
紙
で
は
な

く
麻
布
に
書
い
た
時
の
こ
と
を
思
い
出
し
、

試
し
て
み
る
と
、こ
れ
が
何
と
も
い
え
な
い
面

白
味
が
出
ま
し
て
ね
。墨
の
濃
淡
や
文
字
の

強
弱
、麻
の
風
合
い
と
の
調
和
を
追
い
求
め

て
いっ
た
作
品
で
特
選
で
す
。以
来
、麻
布
を

や
め
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た（
笑
）。

　

殿
村
藍
田
は
、戦
後
書
壇
の
鬼
才
と
も
呼

ば
れ
た
厳
し
い
師
匠
で
、お
手
本
通
り
に
書

こ
う
と
す
る
と
即
、こ
ぶ
し
が
飛
ん
で
き
た

（
笑
）。た
と
え
ば「
明
」の
時
代
の
書
家
、董

其
昌（
と
う
き
し
ょ
う
）、「
宋
」の
時
代
の
米

芾（
べい
ふ
つ
）な
ど
、ど
ん
な
偉
人
の
書
で
も

「
絶
対
に
、自
分
を
入
れ
て
書
け
」と
い
う
ん

で
す
。独
自
の
も
の
を
出
さ
な
い
と
、作
品
は

残
ら
な
い
。つ
ま
り
自
分
が
残
ら
な
い
、と
い

う
こ
と
な
ん
で
す
ね
。

　

殿
村
藍
田
の
、流
れ
る
よ
う
に
柔
ら
か
で

自
由
な
行
草
に
魅
せ
ら
れ
、門
を
叩
き
ま
し

た
が
、私
自
身
も
含
め
、弟
子
は
皆
、藍
田
の

意
志
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
己
の
書
を
確
立

し
て
い
ま
す
。お
か
げ
さ
ま
で
一
昨
年
、日
展

で
は
二
度
目
の
特
選
を
受
賞
し
、「
委
嘱
」と

い
う
肩
書
を
頂
戴
し
ま
し
た
。こ
れ
で
入
落

に
関
係
な
く
出
品
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
が
、「
書
」は
奥
深
い
世
界
。時
代
時
代

で
字
の
形
も
変
化
し
ま
す
し
、ま
だ
ま
だ
、こ

れ
か
ら
で
す
。

　

そ
も
そ
も
友
だ
ち
に
く
っ
つ
い
て
稽
古
に

通
う
う
ち
書
道
が
好
き
に
な
り
、中
京
中

学
時
代
、日
本
芸
術
院
賞
も
受
賞
さ
れ
た

樽
本
英
信（
樹
邨・本
学
名
誉
教
授
）先
生

と
出
逢
っ
て
、さ
ら
に
の
め
り
込
ん
で
いっ
た

感
じ
で
し
ょ
う
か
。と
く
に
大
学
時
代
、集

中
す
る
時
は
そ
れ
こ
そ「
真
剣
味
」の
精
神

で
、書
と
向
き
あ
う
一
瞬
に
神
経
を
注
ぎ

込
む
こ
と
を
教
わ
り
ま
し
た
が
、遊
び
と
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く「
二
年
連
続
日
本
一
」と
か「
六

冠
」で
あ
る
と
か
い
わ
れ
ま
す
が
、

そ
こ
を
目
指
し
て
指
導
し
て
き
た
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、今
、あ
り
得
な
い
出

来
事
が
続
い
て
い
る
よ
う
な
想
い
で
チ
ー
ム

の
現
状
を
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

　

昭
和
四
十
年
代
に
大
阪
商
業
大
学
附

属
高
校（
現
大
阪
商
業
大
学
高
等
学
校
）

が
高
校
総
体
、国
体
、全
日
本
高
校
選
手

権
で
優
勝
し（
三
冠
）、さ
ら
に
翌
年
度
の
国

体
ま
で
勝
ち
続
け
て
史
上
初
の「
五
冠
」を

成
し
遂
げ
た
よ
う
で
す
が
、大
商
大
高
校

何
人
か
い
ま
す
。大
切
な
の
は
今
後
、星
城

高
校
が
日
本
一
で
あ
り
続
け
る
こ
と
よ
り

も
、生
徒
そ
れ
ぞ
れ
の
将
来
で
す
。そ
の
た

め
に
も
個
々
の
想
い
を
受
け
止
め
つ
つ
、自

分
の
道
を
し
っ
か
り
歩
ん
で
い
け
る
よ
う
指

導
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

は
か
つ
て
僕
自
身
も
憧
れ
た
雲
の
上
の
存

在
。そ
こ
に
並
ん
だ
つ
も
り
は
毛
頭
あ
り
ま

せ
ん
し
、チ
ー
ム
の
ス
タ
イ
ル
は
ず
っ
と
同
じ
、

普
通
の
高
校
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
と
い
う
感

覚
で
す
。た
だ
目
の
前
の
相
手
を
倒
す
た
め

に
何
を
す
べ
き
か
、と
い
う
こ
と
を
ひ
た
す

ら
積
み
重
ね
て
き
た
結
果
で
し
ょ
う
か
。

　

実
は
大
学
時
代
、戦
術
面
で
監
督
と
ぶ
つ

か
り
、三
年
生
の
時
に
自
分
か
ら
コ
ー
ト
を

離
れ
て
し
ま
っ
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。当
時

は
大
人
の
つ
も
り
で「
監
督
と
は
考
え
方
が

違
う
。自
分
を
選
手
と
し
て
も
う
使
わ
な

い
で
く
れ
」と
食
って
か
か
って
し
ま
っ
た
。

　

結
局
、自
分
の
未
熟
さ
ゆ
え
に
、現
役
を

終
え
る
格
好
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

監
督
の
持
つ
力
の
大
き
さ
や
責
任
、チ
ー
ム

に
と
っ
て
大
切
に
す
べ
き
こ
と
な
ど
多
く
を

学
び
ま
し
た
し
、指
導
者
と
し
て
の
根
っ
こ

が
そ
こ
に
あ
る
気
が
し
て
い
ま
す
。

　

今
、時
代
の
流
れ
に
合
わ
せ
て
、と
い
う
べ

き
か
、生
徒
た
ち
を
怒
る
こ
と
は
滅
多
に
あ

り
ま
せ
ん
。練
習
メ
ニュ
ー
も
自
分
た
ち
で

考
え
さ
せ
ま
す
し
、指
示
も
あ
ま
り
出
さ

な
い
。彼
ら
に
は
、た
と
え
負
け
て
も
自
分

た
ち
が
納
得
の
い
く
戦
い
方
を
し
て
欲
し
い

で
す
し
、そ
う
し
て
掴
み
取
っ
た
こ
と
を
次

へつ
な
げ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
い
か
に
指
示
を
出
さ
ず
、勝
て
る

方
向
へ
チ
ー
ム
を
導
く
か
。そ
れ
が
僕
の
課

題
で
あ
り
、歯
痒
い
部
分
で
も
あ
り
ま
す

が
、生
徒
た
ち
に
は
日
常
的
な
と
こ
ろ
で
ど

ん
ど
ん
失
敗
し
て
欲
し
い
で
す
ね
。

　

メ
ン
バ
ー
の
中
に
は
、三
年
間
で
燃
え
尽

き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
身
体
能
力
の
子
も

い
れ
ば
、日
の
丸
を
背
負
っ
て
い
く
べ
き
子
も

窓
生
の
皆
様
の
中
に
は
、「
高
等
学

校
体
育
連
盟（
以
下
、高
体
連
）」

と
聞
い
て
も
ピ
ン
と
こ
な
い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。私
が
校
長
を
務
め
る
嶺

北
高
校
で
も
毎
年
、カ
ヌ
ー
部
が
イ
ン
タ
ー

ハ
イ（
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
）や

国
体
に
出
場
し
て
い
ま
す
が
、そ
の
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
の
開
催
を
は
じ
め
、高
校
生
の
健

全
育
成
、競
技
力
向
上
、生
涯
ス
ポ
ー
ツ
実

践
の
基
礎
づ
く
り
を
推
進
す
る
全
国
的
な

組
織
が
高
体
連
で
す
。

　

私
は
昨
年
度
よ
り
、そ
の
高
知
県
高
体

連
会
長
に
就
任
し
、さ
ま
ざ
ま
な
カ
タ
チ
で

に
、早
朝
か
ら
授
業
を
は
さ
ん
で
日
が
暮
れ

る
ま
で
猛
特
訓
で
す
。体
力
、精
神
面
共
に

き
つ
い
時
も
あ
り
ま
し
た
が
、チ
ー
ム
メ
イ

ト
と
励
ま
し
合
い
な
が
ら
ハ
ー
ド
な
練
習
を

乗
り
越
え
、三
年
次
の
イ
ン
カ
レ
団
体
戦
で

は
二
位
、翌
年
に
は
念
願
の
優
勝
を
果
た

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
い
わ
ゆ
る「
真
剣
味
」と
は
、ど
こ
ま
で
本

気
に
な
れ
る
か
、と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。こ
れ
は
私
に
と
っ
て
教
員
の
原
点
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、学
生
時
代
、一
つ
の
こ
と

に
徹
底
的
に
打
ち
込
む
経
験
は
非
常
に
貴

重
で
大
事
な
こ
と
で
あ
り
、中
京
時
代
に

培
わ
れ
た
こ
の
精
神
を
若
い
高
校
生
に
伝

え
る
こ
と
が
、私
の
役
割
で
は
な
い
か
と
も

考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
微
力
な
が
ら
母
校
の
卒
業
生
と

し
て
、多
く
の
同
窓
生
の
皆
様
と
共
に
大
学

発
展
の
た
め
に
努
力
し
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

と
く
に
高
知
県
に
は
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
や

相
撲
、卓
球
と
いっ
た「
お
家
芸
」と
呼
ば
れ

る
競
技
に
加
え
、最
近
で
は
弓
道
や
男
子
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
も
全
国
上
位
を
狙
え
る
レ

ベ
ル
に
達
し
、サ
ポ
ー
ト
す
る
側
と
し
て
も

力
が
入
り
ま
す
。

　

人
を
成
長
さ
せ
た
り
、多
く
の
人
に
感

動
や
勇
気
を
与
え
た
り
、ま
た
人
と
人
を

つ
な
い
だ
り
で
き
る
の
が
ス
ポ
ー
ツ
の
魅
力
。

そ
の
素
晴
ら
し
さ
を
一
人
で
も
多
く
の
高

校
生
に
経
験
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、人
材

育
成
に
力
を
注
ぐ
と
同
時
に
、単
に
競
技

力
向
上
だ
け
で
な
く
、生
涯
ス
ポ
ー
ツ
へ
と

つ
な
い
で
い
け
る
よ
う
に
頑
張
って
い
ま
す
。

　

私
自
身
、大
学
時
代
は
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

員
と
し
て
汗
を
流
し
ま
し
た
。そ
も
そ
も

高
校
の
先
輩
で
当
時
の
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
監

督・横
江
忠
志
先
生（
元
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
）に
憧
れ
て
入
部
し
た
の
で
す
が
、待
っ
て

い
た
の
は
想
像
を
遥
か
に
上
回
る
厳
し
い

練
習
の
日
々
。全
部
員「
日
本
一
に
な
る
に

は
、日
本
一
の
練
習
し
か
な
い
」を
合
言
葉

同

大学卒業後、83年より教諭として高知県立室戸高校へ赴任。以後、高知園芸高校、岡豊高校
などを経て、昨年4月、高知県立嶺北高校に校長として着任。と同時に、09年より理事長を務め
てきた高知県高等学校体育連盟の会長に就任した。

川島 祥嗣さん （1978年度卒 体育学部体育学科）

大学を卒業後、母校・名電高校（名古屋市）でバレーボール部のコーチを務め、当時、県大会にも出ら
れなかったチームを全国大会へと導いた。99年より星城高校（愛知県豊明市）に移り、監督に就任
して14年目。現在、全日本ユース（男子）のコーチも務める。

竹内 裕幸さん （1996年度卒 体育学部体育学科）

よ
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あ
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あ
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得
な
い
出
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て
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る
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な
想
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で
チ
ー
ム

の
現
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を
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和
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に
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現
大
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学
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、国
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、全
日
本
高
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選
手

権
で
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三
冠
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に
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度
の
国
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で
勝
ち
続
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上
初
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」を

成
し
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げ
た
よ
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で
す
が
、大
商
大
高
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何
人
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い
ま
す
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切
な
の
は
今
後
、星
城

高
校
が
日
本
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で
あ
り
続
け
る
こ
と
よ
り

も
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そ
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ぞ
れ
の
将
来
で
す
。そ
の
た
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に
も
個
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の
想
い
を
受
け
止
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、自
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の
道
を
し
っ
か
り
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で
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る
よ
う
指
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で
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の
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の
存
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に
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だ
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り
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ま
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ム
の
ス
タ
イ
ル
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っ
と
同
じ
、

普
通
の
高
校
の
バ
レ
ー
ボ
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ル
部
と
い
う
感

覚
で
す
。た
だ
目
の
前
の
相
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を
倒
す
た
め

に
何
を
す
べ
き
か
、と
い
う
こ
と
を
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た
す

ら
積
み
重
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た
結
果
で
し
ょ
う
か
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時
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面
で
監
督
と
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、三
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生
の
時
に
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を
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て
し
ま
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た
経
緯
が
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り
ま
す
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時

は
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の
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り
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監
督
と
は
考
え
方
が

違
う
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分
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選
手
と
し
て
も
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使
わ
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で
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れ
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か
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って
し
ま
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た
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結
局
、自
分
の
未
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さ
ゆ
え
に
、現
役
を

終
え
る
格
好
に
な
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て
し
ま
い
ま
し
た
が
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督
の
持
つ
力
の
大
き
さ
や
責
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、チ
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ム

に
と
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大
切
に
す
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き
こ
と
な
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く
を
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び
ま
し
た
し
、指
導
者
と
し
て
の
根
っ
こ

が
そ
こ
に
あ
る
気
が
し
て
い
ま
す
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今
、時
代
の
流
れ
に
合
わ
せ
て
、と
い
う
べ

き
か
、生
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た
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を
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る
こ
と
は
滅
多
に
あ
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ま
せ
ん
。練
習
メ
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ー
も
自
分
た
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で

考
え
さ
せ
ま
す
し
、指
示
も
あ
ま
り
出
さ

な
い
。彼
ら
に
は
、た
と
え
負
け
て
も
自
分

た
ち
が
納
得
の
い
く
戦
い
方
を
し
て
欲
し
い

で
す
し
、そ
う
し
て
掴
み
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っ
た
こ
と
を
次

へつ
な
げ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
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で
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か
に
指
示
を
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ず
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る
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向
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を
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く
か
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が
僕
の
課

題
で
あ
り
、歯
痒
い
部
分
で
も
あ
り
ま
す

が
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た
ち
に
は
日
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な
と
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ん
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て
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で
す
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の
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く
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も
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生
の
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の
中
に
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高
等
学
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体
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連
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以
下
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と
聞
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な
い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。私
が
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で
日
が
暮
れ

る
ま
で
猛
特
訓
で
す
。体
力
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面
共
に
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時
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り
ま
し
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と
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ま
し
合
い
な
が
ら
ハ
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ド
な
練
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乗
り
越
え
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年
次
の
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ン
カ
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体
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で
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年
に
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念
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優
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を
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と
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ま
し
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わ
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剣
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」と
は
、ど
こ
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で
本
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と
だ
と
思
い
ま

す
。こ
れ
は
私
に
と
っ
て
教
員
の
原
点
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、学
生
時
代
、一
つ
の
こ
と

に
徹
底
的
に
打
ち
込
む
経
験
は
非
常
に
貴

重
で
大
事
な
こ
と
で
あ
り
、中
京
時
代
に

培
わ
れ
た
こ
の
精
神
を
若
い
高
校
生
に
伝

え
る
こ
と
が
、私
の
役
割
で
は
な
い
か
と
も

考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
微
力
な
が
ら
母
校
の
卒
業
生
と

し
て
、多
く
の
同
窓
生
の
皆
様
と
共
に
大
学

発
展
の
た
め
に
努
力
し
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

と
く
に
高
知
県
に
は
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
や

相
撲
、卓
球
と
いっ
た「
お
家
芸
」と
呼
ば
れ

る
競
技
に
加
え
、最
近
で
は
弓
道
や
男
子
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
も
全
国
上
位
を
狙
え
る
レ

ベ
ル
に
達
し
、サ
ポ
ー
ト
す
る
側
と
し
て
も

力
が
入
り
ま
す
。

　

人
を
成
長
さ
せ
た
り
、多
く
の
人
に
感

動
や
勇
気
を
与
え
た
り
、ま
た
人
と
人
を

つ
な
い
だ
り
で
き
る
の
が
ス
ポ
ー
ツ
の
魅
力
。

そ
の
素
晴
ら
し
さ
を
一
人
で
も
多
く
の
高

校
生
に
経
験
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、人
材

育
成
に
力
を
注
ぐ
と
同
時
に
、単
に
競
技

力
向
上
だ
け
で
な
く
、生
涯
ス
ポ
ー
ツ
へ
と

つ
な
い
で
い
け
る
よ
う
に
頑
張
って
い
ま
す
。

　

私
自
身
、大
学
時
代
は
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

員
と
し
て
汗
を
流
し
ま
し
た
。そ
も
そ
も

高
校
の
先
輩
で
当
時
の
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
監

督・横
江
忠
志
先
生（
元
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
）に
憧
れ
て
入
部
し
た
の
で
す
が
、待
っ
て

い
た
の
は
想
像
を
遥
か
に
上
回
る
厳
し
い

練
習
の
日
々
。全
部
員「
日
本
一
に
な
る
に

は
、日
本
一
の
練
習
し
か
な
い
」を
合
言
葉

同

大学卒業後、83年より教諭として高知県立室戸高校へ赴任。以後、高知園芸高校、岡豊高校
などを経て、昨年4月、高知県立嶺北高校に校長として着任。と同時に、09年より理事長を務め
てきた高知県高等学校体育連盟の会長に就任した。

川島 祥嗣さん （1978年度卒 体育学部体育学科）

大学を卒業後、母校・名電高校（名古屋市）でバレーボール部のコーチを務め、当時、県大会にも出ら
れなかったチームを全国大会へと導いた。99年より星城高校（愛知県豊明市）に移り、監督に就任
して14年目。現在、全日本ユース（男子）のコーチも務める。

竹内 裕幸さん （1996年度卒 体育学部体育学科）

よ
特 集  2 ／ 真剣味を胸に活躍する母校の誇り 特 集  2 ／ 真剣味を胸に活躍する母校の誇り 
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千種文化小劇場

名古屋市千種区
兵庫県
神戸市

　

学
生
時
代
は
、気
心
の
知
れ
た
友
人

た
ち
と
和
気
あ
い
あ
い
と
過
ご
し
た
四

年
間
で
し
た
。店
の
看
板
も
そ
の
一
人

が
つ
く
っ
て
く
れ
た
も
の
。い
ま
も
仲
間

と
真
剣
味
が
私
の
支
え
で
す
ね
。

　

さ
て
訪
問
着
や
留
袖
、振
袖
と
着
物

を
新
調
さ
れ
る
方
ば
か
り
で
な
く
、最

近
は
し
み
抜
き
や
丸
洗
い
な
ど
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
の
ご
依
頼
が
増
え
ま
し
た
。

　

や
は
り
着
物
は
高
額
商
品
。き
ち
ん

と
お
手
入
れ
す
れ
ば
、新
品
に
近
い
状

態
で
気
持
ち
よ
く
着
て
い
た
だ
け
ま
す

し
、お
母
さ
ん
、お
祖
母
ち
ゃ
ん
が
つ
く
っ

て
く
れ
た
も
の
を
、今
度
は
娘
さ
ん
へ
受

け
継
ぐ
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

お
客
様
に
は
そ
う
し
た
お
手
入
れ
の

仕
方
を
お
伝
え
し
た
い
で
す
し
、メ
ン
テ

ナ
ン
ス
を
含
め
、ど
ん
な
ご
相
談
に
も
対

応
で
き
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。よ
み

が
え
っ
た
着
物
は
愛
着
も
ひ
と
し
お
。同

窓
生
の
皆
様
に
も
ぜ
ひ
お
気
軽
に
お
訪

ね
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

　
い
つ
も
カ
ウ
ン
タ
ー
に
は
十
種
類
ほ
ど

の
お
惣
菜
を
日
替
り
で
用
意
し
て
い
ま

す
。人
気
は
牛
す
じ
の
ど
て
煮
や
カ
レ
ー

ラ
イ
ス
、寒
い
季
節
に
は
鴨
な
べ
も
よ
く

出
ま
す
。一
品
一
品
、ど
れ
も
手
作
り
。

地
元
の
常
連
さ
ん
に
気
軽
に
来
て
い
た

だ
け
る
よ
う
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
に
、野
菜
は

自
家
栽
培
、市
場
に
も
足
し
げ
く
通
い

な
が
ら
新
鮮
な
素
材
を
仕
入
れ
る
よ
う

心
が
け
て
い
ま
す
。

　

お
店
を
始
め
て
三
十
六
年
。ス
ナ
ッ
ク

を
や
っ
て
い
た
頃
は
、松
田
岩
男
元
学
長

も
常
連
の
お
一
人
で
し
た
。家
庭
的
な

ム
ー
ド
を
気
に
入
っ
て
い
た
だ
い
て
い
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

高
校
時
代
は
弁
論
部
、高
校
野
球
の

応
援
団
に
も
加
わ
り
結
構
、熱
か
っ
た
で

す
よ（
笑
）。も
ち
ろ
ん
、真
剣
味
の
精
神

は
い
ま
も
染
み
つ
い
て
い
て
、僕
ら
の
よ
う

な
商
売
で
も
手
抜
き
は
し
な
い
と
い
う

こ
と
。同
窓
生
で
賑
わ
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。ぜ
ひ
ご
来
店
下
さ
い
。

故
松
田
元
学
長
も
愛
し
た

心
な
ご
む
店
、く
つ
ろ
ぎ
の
味

ご飯、味噌汁に8種類の惣
菜がついたランチは600円。
温かいおふくろの味を求めて
昼夜、常連客で賑わう。

着物はもちろん、メンテナン
スまで自信の呉服店。イン
ターネットでは種類豊富な作
務衣を販売中。

別名「美女製造工房」。1回
の施術で驚くほどの効果が
あり、遠方から治療に訪れる
お客様も多数。

昭
和
二
十
六
年
創
業

着
物
と
じ
っ
く
り
向
き
合
え
る
老
舗

全国約60店舗を展開する
本格パスタ・ピザの専門店。
手作りの美味しさとくつろぎ
の空間が大好評。

愛知県名古屋市千種区今池南
30-8 プリンスマンション1F
☎052-733-7092
【営業時間】11：30～14：00／
　　　　   17：30～22：00
【 定休日】  日曜・祝祭日
◎地下鉄桜通線
　「吹上」駅から徒歩7分

愛知県尾張旭市三郷町中井田45
☎0561-53-2391
【営業時間】10：00～19：00
【 定休日】  木曜・第3水曜
◎作務衣と和の専門店「職人の技ひめか」
　http://www.himeka.jp/
◎名鉄瀬戸線
　「三郷」駅から徒歩3分

きものの丸文
●愛知県尾張旭市

株式会社 丸文 オーナー

須崎 兼広 
（1975年度 商学部経営学科卒）

静岡県浜松市浜北区
貴布祢351-7
☎053（585）0620
【営業時間】11：00～22：00
【 定休日】月曜
（祝日の場合は営業）
◎遠州鉄道西鹿島線
　「浜北」駅から徒歩5分

キャナリィ・ロウ 浜北店
●静岡県浜松市

株式会社キャナリィ・ロウ FC店オーナー

木俣 和広
（1981年度 文学部国文学科卒）

兵庫県神戸市中央区旭通5丁目3-4
アクティブ88 4階
☎078（251）1781
【営業時間】10：00～20：00
【 定休日】無休
◎HP http://www.kibuntenkan.com/
◎JR「三ノ宮」駅から徒歩1分

気分転館
●兵庫県神戸市

気分転館院長

太田 勝美
（1975年度 商学部商学科卒）

お食事の店「ありす」
●愛知県名古屋市

ありす店主

䒾毛 正信
（1971年度 文学部国文学科卒）

　

お
恥
ず
か
し
い
話
、ア
ル
バ
イ
ト
や
友

人
と
の
遊
び
に
一
生
懸
命
で
し
た
が
、名

古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
で
過
ご
し
た
四
年
間
は
、

私
の
人
生
の
貴
重
な
財
産
で
す
。

　

卒
業
単
位
も
ギ
リ
ギ
リ
の
と
ん
で
も

な
い
学
生
な
が
ら
、ア
ル
バ
イ
ト
経
験
が

も
と
で
卒
業
後
は
調
理
の
道
へ
進
み
、平

成
十
四
年
か
ら
キ
ャ
ナ
リ
ィ・ロ
ウ
浜
北

店
の
営
業
を
始
め
て
い
ま
す
。

　

当
店
は
手
作
り
パ
ス
タ
、ピ
ザ
、ド
ル

チ
ェ
が
人
気
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
チ
ェ
ー
ン
。

お
客
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
地
域

一
番
店
を
目
指
し
て
、常
に
温
か
い
サ
ー

ビ
ス
と
心
の
こ
も
っ
た
調
理
に
こ
だ
わ
っ

て
い
ま
す
。

　

レ
ス
ト
ラ
ン
の
営
業
は
人
の
手
に
よ
る

部
分
が
と
て
も
多
く
、人
を
育
て
る
難

し
さ
に
直
面
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
。で

す
が
母
校
の
発
展
を
見
る
た
び
、誇
ら

し
さ
と
同
時
に
、卒
業
生
の
一
人
と
し

て
恥
ず
か
し
く
な
い
人
生
を
送
り
た
い

と
い
つ
も
感
じ
て
い
ま
す
。

地
域
一
番
店
を
目
指
す

人
気
の
イ
タ
リ
ア
ン
チ
ェ
ー
ン
店

　

母
校
で
は
フ
ラ
メ
ン
コ
ギ
タ
ー
ク
ラ
ブ

に
所
属
し
、素
晴
ら
し
い
友
人
も
得
ま

し
た
。そ
の
交
流
は
今
も
続
い
て
お
り
、

人
と
の
出
会
い
の
大
切
さ
を
痛
感
し
て

い
ま
す
。卒
業
後
、三
十
九
歳
で
失
明
し

て
か
ら
指
圧
、は
り
、き
ゅ
う
を
学
び
、国

家
免
許
を
取
得
し
て
当
院
を
開
業
し

ま
し
た
。お
か
げ
さ
ま
で
昨
年
、十
五
周

年
を
迎
え
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

当
院
で
は
、骨
格
の
歪
み
か
ら
く
る

肩
こ
り
や
腰
痛
の
治
療
は
も
ち
ろ
ん
、骨

盤
、小
顔
、脊
椎
、二
の
腕
な
ど
の
美
容

矯
正
も
好
評
で
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
お

客
様
か
ら
千
七
百
件
を
超
え
る
喜
び
の

声
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

治
療
師
は
皆
、国
家
免
許
保
持
者
で
、

東
洋
医
学
だ
け
で
な
く
西
洋
医
学
の
知

識
も
豊
富
で
す
の
で
、安
心
し
て
治
療
を

受
け
て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。身
体

の
不
調
で
お
困
り
の
方
は
ぜ
ひ
ご
一
報

下
さ
い
。美
と
健
康
の
幸
せ
を
実
感
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

〝
美
女
製
造
工
房
〞と
大
評
判

一
回
の
施
術
で
歪
み
も
す
っ
き
り

尾張旭市静岡県
浜松市

通称「ちくさ座」。蔦（つた）がびっしりと
生い茂る外観と円形舞台が特徴的な
ホール。演劇を中心に、コンサートや舞
踏、発表会など、年間を通して多彩なプロ
グラムが開催されています。

最寄りの目印スポット

愛知県森林公園
約468haの広大な敷地に、テニスコート
や乗馬場、ゴルフ場といった運動施設を
はじめ、植物園や児童遊園地などが整備
された森林公園。春は桜、秋は紅葉と
一年を通して多くの人々が訪れます。

最寄りの目印スポット

第二東名 浜松浜北インター
2012年4月に開通した第二東名「浜松
浜北IC」は、お店から車で10分ほど。
2014年度には「浜松いなさJCT～豊田
JCT」も開通予定で、豊田キャンパスへ
のアクセスも一層スムーズになります。

最寄りの目印スポット

神戸の観光名所めぐり
JR三ノ宮駅は神戸の玄関口であり、神
戸観光の拠点的スポット。周辺には北野
異人館、旧居留地、灘の酒蔵、有馬温
泉、布引ハーブ園、神戸港クルージングな
ど、多くの観光名所が点在しています。

真剣味の心を めぐる旅同窓生のお店探訪
母校を卒業して歩む道はそれぞれ。ですが、一国一城の主ならぬ、わが店のオーナーとして

日々奮闘している同窓生が全国にいらっしゃいます。懐かしい顔、初めての顔、

同窓という絆をたどり、旅すがら彼らのお店を訪ねてみませんか。

母校を卒業して歩む道はそれぞれ。ですが、一国一城の主ならぬ、わが店のオーナーとして

日々奮闘している同窓生が全国にいらっしゃいます。懐かしい顔、初めての顔、

母校を卒業して歩む道はそれぞれ。ですが、一国一城の主ならぬ、わが店のオーナーとして
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友
人

た
ち
と
和
気
あ
い
あ
い
と
過
ご
し
た
四

年
間
で
し
た
。店
の
看
板
も
そ
の
一
人

が
つ
く
っ
て
く
れ
た
も
の
。い
ま
も
仲
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。
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近
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ち
ろ
ん
、真
剣
味
の
精
神

は
い
ま
も
染
み
つ
い
て
い
て
、僕
ら
の
よ
う

な
商
売
で
も
手
抜
き
は
し
な
い
と
い
う

こ
と
。同
窓
生
で
賑
わ
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。ぜ
ひ
ご
来
店
下
さ
い
。

故
松
田
元
学
長
も
愛
し
た

心
な
ご
む
店
、く
つ
ろ
ぎ
の
味

ご飯、味噌汁に8種類の惣
菜がついたランチは600円。
温かいおふくろの味を求めて
昼夜、常連客で賑わう。

着物はもちろん、メンテナン
スまで自信の呉服店。イン
ターネットでは種類豊富な作
務衣を販売中。

別名「美女製造工房」。1回
の施術で驚くほどの効果が
あり、遠方から治療に訪れる
お客様も多数。

昭
和
二
十
六
年
創
業

着
物
と
じ
っ
く
り
向
き
合
え
る
老
舗

全国約60店舗を展開する
本格パスタ・ピザの専門店。
手作りの美味しさとくつろぎ
の空間が大好評。

愛知県名古屋市千種区今池南
30-8 プリンスマンション1F
☎052-733-7092
【営業時間】11：30～14：00／
　　　　   17：30～22：00
【 定休日】  日曜・祝祭日
◎地下鉄桜通線
　「吹上」駅から徒歩7分

愛知県尾張旭市三郷町中井田45
☎0561-53-2391
【営業時間】10：00～19：00
【 定休日】  木曜・第3水曜
◎作務衣と和の専門店「職人の技ひめか」
　http://www.himeka.jp/
◎名鉄瀬戸線
　「三郷」駅から徒歩3分

きものの丸文
●愛知県尾張旭市

株式会社 丸文 オーナー

須崎 兼広 
（1975年度 商学部経営学科卒）

静岡県浜松市浜北区
貴布祢351-7
☎053（585）0620
【営業時間】11：00～22：00
【 定休日】月曜
（祝日の場合は営業）
◎遠州鉄道西鹿島線
　「浜北」駅から徒歩5分

キャナリィ・ロウ 浜北店
●静岡県浜松市

株式会社キャナリィ・ロウ FC店オーナー

木俣 和広
（1981年度 文学部国文学科卒）

兵庫県神戸市中央区旭通5丁目3-4
アクティブ88 4階
☎078（251）1781
【営業時間】10：00～20：00
【 定休日】無休
◎HP http://www.kibuntenkan.com/
◎JR「三ノ宮」駅から徒歩1分

気分転館
●兵庫県神戸市

気分転館院長

太田 勝美
（1975年度 商学部商学科卒）

お食事の店「ありす」
●愛知県名古屋市

ありす店主

䒾毛 正信
（1971年度 文学部国文学科卒）

　

お
恥
ず
か
し
い
話
、ア
ル
バ
イ
ト
や
友

人
と
の
遊
び
に
一
生
懸
命
で
し
た
が
、名

古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
で
過
ご
し
た
四
年
間
は
、

私
の
人
生
の
貴
重
な
財
産
で
す
。

　

卒
業
単
位
も
ギ
リ
ギ
リ
の
と
ん
で
も

な
い
学
生
な
が
ら
、ア
ル
バ
イ
ト
経
験
が

も
と
で
卒
業
後
は
調
理
の
道
へ
進
み
、平

成
十
四
年
か
ら
キ
ャ
ナ
リ
ィ・ロ
ウ
浜
北

店
の
営
業
を
始
め
て
い
ま
す
。

　

当
店
は
手
作
り
パ
ス
タ
、ピ
ザ
、ド
ル

チ
ェ
が
人
気
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
チ
ェ
ー
ン
。

お
客
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
地
域

一
番
店
を
目
指
し
て
、常
に
温
か
い
サ
ー

ビ
ス
と
心
の
こ
も
っ
た
調
理
に
こ
だ
わ
っ

て
い
ま
す
。

　

レ
ス
ト
ラ
ン
の
営
業
は
人
の
手
に
よ
る

部
分
が
と
て
も
多
く
、人
を
育
て
る
難

し
さ
に
直
面
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
。で

す
が
母
校
の
発
展
を
見
る
た
び
、誇
ら

し
さ
と
同
時
に
、卒
業
生
の
一
人
と
し

て
恥
ず
か
し
く
な
い
人
生
を
送
り
た
い

と
い
つ
も
感
じ
て
い
ま
す
。

地
域
一
番
店
を
目
指
す

人
気
の
イ
タ
リ
ア
ン
チ
ェ
ー
ン
店

　

母
校
で
は
フ
ラ
メ
ン
コ
ギ
タ
ー
ク
ラ
ブ

に
所
属
し
、素
晴
ら
し
い
友
人
も
得
ま

し
た
。そ
の
交
流
は
今
も
続
い
て
お
り
、

人
と
の
出
会
い
の
大
切
さ
を
痛
感
し
て

い
ま
す
。卒
業
後
、三
十
九
歳
で
失
明
し

て
か
ら
指
圧
、は
り
、き
ゅ
う
を
学
び
、国

家
免
許
を
取
得
し
て
当
院
を
開
業
し

ま
し
た
。お
か
げ
さ
ま
で
昨
年
、十
五
周

年
を
迎
え
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

当
院
で
は
、骨
格
の
歪
み
か
ら
く
る

肩
こ
り
や
腰
痛
の
治
療
は
も
ち
ろ
ん
、骨

盤
、小
顔
、脊
椎
、二
の
腕
な
ど
の
美
容

矯
正
も
好
評
で
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
お

客
様
か
ら
千
七
百
件
を
超
え
る
喜
び
の

声
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

治
療
師
は
皆
、国
家
免
許
保
持
者
で
、

東
洋
医
学
だ
け
で
な
く
西
洋
医
学
の
知

識
も
豊
富
で
す
の
で
、安
心
し
て
治
療
を

受
け
て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。身
体

の
不
調
で
お
困
り
の
方
は
ぜ
ひ
ご
一
報

下
さ
い
。美
と
健
康
の
幸
せ
を
実
感
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

〝
美
女
製
造
工
房
〞と
大
評
判

一
回
の
施
術
で
歪
み
も
す
っ
き
り

尾張旭市静岡県
浜松市

通称「ちくさ座」。蔦（つた）がびっしりと
生い茂る外観と円形舞台が特徴的な
ホール。演劇を中心に、コンサートや舞
踏、発表会など、年間を通して多彩なプロ
グラムが開催されています。

最寄りの目印スポット

愛知県森林公園
約468haの広大な敷地に、テニスコート
や乗馬場、ゴルフ場といった運動施設を
はじめ、植物園や児童遊園地などが整備
された森林公園。春は桜、秋は紅葉と
一年を通して多くの人々が訪れます。

最寄りの目印スポット

第二東名 浜松浜北インター
2012年4月に開通した第二東名「浜松
浜北IC」は、お店から車で10分ほど。
2014年度には「浜松いなさJCT～豊田
JCT」も開通予定で、豊田キャンパスへ
のアクセスも一層スムーズになります。

最寄りの目印スポット

神戸の観光名所めぐり
JR三ノ宮駅は神戸の玄関口であり、神
戸観光の拠点的スポット。周辺には北野
異人館、旧居留地、灘の酒蔵、有馬温
泉、布引ハーブ園、神戸港クルージングな
ど、多くの観光名所が点在しています。

真剣味の心を めぐる旅同窓生のお店探訪
母校を卒業して歩む道はそれぞれ。ですが、一国一城の主ならぬ、わが店のオーナーとして

日々奮闘している同窓生が全国にいらっしゃいます。懐かしい顔、初めての顔、

同窓という絆をたどり、旅すがら彼らのお店を訪ねてみませんか。

母校を卒業して歩む道はそれぞれ。ですが、一国一城の主ならぬ、わが店のオーナーとして

日々奮闘している同窓生が全国にいらっしゃいます。懐かしい顔、初めての顔、

母校を卒業して歩む道はそれぞれ。ですが、一国一城の主ならぬ、わが店のオーナーとして



　

大
学
祭
の
パ
レ
ー
ド
で
街
を
練
り
歩

い
た
こ
と
が
懐
か
し
い
で
す
ね
。そ
の
時

の「
組
織
の
中
の
人
間
よ
、誇
り
あ
る
理

想
の
我
を
持
と
う
」と
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、

社
会
人
に
な
り
身
に
染
み
る
想
い
で
し

た
。ま
た
寮
生
活
で
培
っ
た
友
情
や
礼

儀
作
法
等
の
教
え
は
代
え
難
い
も
の
で

あ
り
、今
、お
も
て
な
し
や
社
員
教
育
に

結
び
つ
い
て
い
ま
す
。

　

学
生
時
代
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
き
っ
か
け

に
サ
ー
ビ
ス
業
を
学
び
、下
関
に
新
し
い

ホ
テ
ル
が
開
業
す
る
と
い
う
こ
と
で
帰

郷
し
ま
し
た
。そ
れ
か
ら
当
ホ
テ
ル
は
今

年
で
四
十
四
周
年
を
迎
え
ま
す
。下
関

の
歴
史
と
と
も
に
市
民
が
育
て
て
く
れ

た
、地
域
密
着
型
の
ホ
テ
ル
で
す
。顔
馴

染
み
の
お
客
様
が
多
い
か
ら
こ
そ
、ピ

リ
ッ
と
し
た
緊
張
感
を
忘
れ
ず
、お
客

様
に
ご
満
足
い
た
だ
く
こ
と
が
使
命
。真

剣
味
の
精
神
と
も
通
ず
る
で
し
ょ
う
か
。

ぜ
ひ
当
ホ
テ
ル
自
慢
の
ふ
く
料
理
と
お

も
て
な
し
の
心
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

下
関
の「
ふ
く（
フ
グ
）」を
味
わ
い

上
質
な
寛
ぎ
を
堪
能
す
る

　

学
生
時
代
は
水
泳
部
に
在
籍
し
て
い

ま
し
た
。鶴
峯
元
監
督
の「
私
の
夢
は
、日

本
国
民
す
べ
て
に
ス
ポ
ー
ツ（
水
泳
）の
楽

し
さ
を
伝
え
る
こ
と
で
す
」と
い
う
言
葉

が
私
の
原
点
で
あ
り
、い
つ
も
指
標
と
な

り
支
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

当
施
設
は
温
泉
プ
ー
ル
も
充
実
し
た

健
康
づ
く
り
の
拠
点
。泉
質
は
ア
ル
カ
リ

性
単
純
温
泉
で
、運
動
障
害
や
冷
え
性
で

お
悩
み
の
方
に
良
く
効
く
と
評
判
で
す
。

ま
た
運
動
や
生
活
指
導
も
行
って
い
ま
す

が
、「
腰
痛
が
治
っ
た
」「
肩
凝
り
が
ラ
ク
に

な
っ
た
」な
ど
、お
客
様
か
ら
感
謝
の
言
葉

を
耳
に
す
る
た
び
心
身
の
疲
れ
が
吹
き

飛
び
ま
す
ね
。

　

下
呂
は
雪
深
い
地
域
で
す
が
、年
間
を

通
し
て
誰
も
が
健
康
づ
く
り
に
励
め
る
よ

う
プ
ー
ル
の
水
温
に
気
を
配
る
な
ど
、環

境
づ
く
り
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。

　
「
中
京
大
学
割
」も
ご
用
意
し
て
い
ま

す
。こ
の
癒
し
の
空
間
に
ぜ
ひ
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

下
呂
の
い
で
湯
に
つ
か
り

心
身
を
と
き
ほ
ぐ
す
ひ
と
と
き

　

大
学
を
出
た
ら
商
売
を
や
れ
、と
い

う
父
親
の
方
針
も
あ
っ
て
こ
の
世
界
に

飛
び
込
み
ま
し
た
。し
か
し
そ
の
父
が

余
命
幾
ば
く
も
な
い
状
態
と
な
っ
た
こ

と
も
あ
っ
て
、修
業
半
ば
で
店
を
出
し
た

の
が
十
四
年
前
。未
熟
で
し
た
し
、開
店

半
年
足
ら
ず
で
客
足
が
途
絶
え
て
し
ま

い
ま
し
た
。し
か
し
そ
ん
な
折
、同
窓
生

や
先
輩
が
よ
く
食
べ
に
来
て
く
れ
ま
し

た
ね
。食
い
た
く
も
な
い
だ
ろ
う
に
、有

難
か
っ
た
で
す
。

　

ま
だ
苦
労
も
多
い
で
す
が
、店
主
と

し
て
の
こ
だ
わ
り
を
貫
か
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。蕎
麦
は
何
と
いっ
て
も
喉
ご

し
、香
り
、甘
み
。そ
こ
は
譲
れ
な
い
部

分
で
す
。最
高
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
求
め

て
産
地
も
変
え
ま
す
し
、生
産
者
も
指

定
し
て
い
ま
す
。ま
た
天
ぷ
ら
な
ど
の
旬

の
素
材
も
直
接
仕
入
れ
る
こ
と
が
多
い

で
す
ね
。や
は
り
足
を
運
ん
で
く
だ
さ

る
お
客
様
に
全
力
を
尽
く
し
た
い
。中

京
魂
な
ん
で
し
ょ
う
ね
、き
っ
と
。

　

雄
大
な
阿
蘇
の
自
然
に
魅
せ
ら
れ
ゲ

ス
ト
ハ
ウ
ス
を
始
め
ま
し
た
。千
二
百
坪
の

敷
地
の
大
半
を
芝
生
広
場
が
占
め
る
の

び
や
か
な
場
所
で
、身
体
を
動
か
し
た
り
、

木
陰
で
読
書
し
た
り
。思
い
思
い
に
お
過

ご
し
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

本
館
は
築
二
十
六
年
の
欧
風
建
築
。

南
側
が
芝
生
広
場
に
面
し
、朝
日
か
ら
夕

陽
ま
で
差
し
込
む
談
話
室
の
居
心
地
よ

さ
は
、ち
ょっ
と
自
慢
し
た
い
ぐ
ら
い
で
す

ね
。庭
の
片
隅
に
建
て
た
小
屋
は
絵
本
の

ギ
ャ
ラ
リ
ー
。大
人
も
つい
時
間
を
忘
れ
て

し
ま
う
場
所
で
す
。

　

ま
た
地
鶏
を
は
じ
め
、南
阿
蘇
の
赤
牛

や
新
鮮
な
地
産
野
菜
を
お
い
し
く
召
し

上
が
って
い
た
だ
け
る
よ
う
、敷
地
内
に
炭

火
料
理
の
食
事
処
も
ご
用
意
し
て
い
ま

す
。こ
ち
ら
は
古
民
家
を
改
装
し
て
空
間

に
も
こ
だ
わ
り
ま
し
た
。

　

当
館
を
拠
点
に
南
阿
蘇
の
自
然
、食
、温

泉
、文
化
の
お
も
て
な
し
を
体
験
し
て
い
た
だ

け
た
ら
こ
れ
ほ
ど
嬉
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

蕎
麦
好
き
を
う
な
ら
せ
る

味
、素
材
へ
の
こ
だ
わ
り
を
身
上
に

手
つ
か
ず
の
自
然
の
中
で
味
わ
う

絶
品
の
地
鶏
と
贅
沢
な
時
間

山口県下関市

水温35℃の温泉プールを
完備した日帰り温泉施設。
美肌自慢の泉質は、日本の
名湯下呂温泉ならでは。

自家製粉する香り高い二八そ
ば、十割そばが評判。蕎麦、汁、
天ぷら、全てに妥協のない美味さ
を追求する。天せいろ1650円。

阿蘇の大自然に寛ぎ、炭火で
焼いた地鶏を堪能できる。古民
家を生かした食処は和の情緒
たっぷり。1泊2食6900円～。

熊本県阿蘇郡高森町
上色見2889
☎0967（62）2035
◎南阿蘇鉄道高森駅より
　車で8分

旅宿 コットン倶楽部
食処 兎野六歩（うさぎのろっぽ）

●熊本県阿蘇郡

コットン倶楽部＆兎野六歩オーナー

早野 正人
（1973年度 文学部心理学科卒）

愛知県名古屋市千種区千種通7丁目21-2
☎052（735）7755
【営業時間】11：30～14：30／
　　　　　17：30～20：00
　　　　　※いずれも売切れ次第終了
【 定休日】火曜・月曜（夜）
◎地下鉄桜通線「吹上」駅から徒歩約1分

蕎麦つづら
●愛知県名古屋市

蕎麦つづら主人

小佐野　覚 
（1995年度 法学部法律学科卒）

岐阜県下呂市萩原町四美1426-1
☎0576（56）4326
【営業時間】10：30～21：30
【 定休日】火曜（祝日の場合は翌日）
【 利用料】
・温泉のみ
 大人600円（土日祝650円）／小人300円
・温泉プール 大人700円／小人400円
◎国道41号／名古屋より約3時間・
　高山より約1時間

飛騨川温泉しみずの湯
●岐阜県下呂市

飛騨川温泉しみずの湯支配人

和田　剛
（1992年度 体育学部体育学科卒）

山口県下関市南部町31-2
☎083（231）5000
◎山陽本線「下関」駅から車で5分
　新幹線「新下関」駅から車で20分下関グランドホテル

●山口県下関市

下関グランドホテル取締役総支配人

徳島 孝彦 
（1969年度 商学部経営学科卒）

岐阜県
下呂市

熊本県
阿蘇郡

最寄りの目印スポット

高森温泉館
九州屈指の観光エリア、阿蘇。とりわけ
風光明媚な南阿蘇に位置する高森町は
雄大な自然の宝庫であり、高森温泉館は
森の中のスパリゾート。阿蘇五岳の一つ、
根子岳を一望するパノラマ風呂は最高。

最寄りの目印スポット

浩養園
サッポロビール名古屋工場の接待所とし
て、昭和6年に開業した日本最古のビヤ
ガーデン。醸造所を併設し、豊富な名水
から生み出される本格地ビールを、名古
屋の名物料理とともに味わえます。

最寄りの目印スポット

南ひだ健康道場
250haの広大な敷地に「しみずの湯」を
はじめ、「食の工房」「香りの館」「薬草の
森」などさまざまな施設が点在。健康に関
する多彩な講座も用意され、大自然の中
で健康体験を楽しめます。

最寄りの目印スポット

海響館・唐戸市場など
ホテルに隣接した水族館「海響館」や海
の幸豊富な「唐戸市場」まで徒歩2分。
また、エキゾチックな観光スポット「門司港
レトロ」や「巌流島」もすぐ。史跡も数多く
点在する便利な観光拠点です。

関門海峡の眺望と、下関の五大
食材（ふく、うに、鯨、あんこう、
イカ）を堪能できるシティホテル。

名古屋市千種区

真剣味の心をめぐる旅同窓生のお店探訪



　

大
学
祭
の
パ
レ
ー
ド
で
街
を
練
り
歩

い
た
こ
と
が
懐
か
し
い
で
す
ね
。そ
の
時

の「
組
織
の
中
の
人
間
よ
、誇
り
あ
る
理

想
の
我
を
持
と
う
」と
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、

社
会
人
に
な
り
身
に
染
み
る
想
い
で
し

た
。ま
た
寮
生
活
で
培
っ
た
友
情
や
礼

儀
作
法
等
の
教
え
は
代
え
難
い
も
の
で

あ
り
、今
、お
も
て
な
し
や
社
員
教
育
に

結
び
つ
い
て
い
ま
す
。

　

学
生
時
代
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
き
っ
か
け

に
サ
ー
ビ
ス
業
を
学
び
、下
関
に
新
し
い

ホ
テ
ル
が
開
業
す
る
と
い
う
こ
と
で
帰

郷
し
ま
し
た
。そ
れ
か
ら
当
ホ
テ
ル
は
今

年
で
四
十
四
周
年
を
迎
え
ま
す
。下
関

の
歴
史
と
と
も
に
市
民
が
育
て
て
く
れ

た
、地
域
密
着
型
の
ホ
テ
ル
で
す
。顔
馴

染
み
の
お
客
様
が
多
い
か
ら
こ
そ
、ピ

リ
ッ
と
し
た
緊
張
感
を
忘
れ
ず
、お
客

様
に
ご
満
足
い
た
だ
く
こ
と
が
使
命
。真

剣
味
の
精
神
と
も
通
ず
る
で
し
ょ
う
か
。

ぜ
ひ
当
ホ
テ
ル
自
慢
の
ふ
く
料
理
と
お

も
て
な
し
の
心
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

下
関
の「
ふ
く（
フ
グ
）」を
味
わ
い

上
質
な
寛
ぎ
を
堪
能
す
る

　

学
生
時
代
は
水
泳
部
に
在
籍
し
て
い

ま
し
た
。鶴
峯
元
監
督
の「
私
の
夢
は
、日

本
国
民
す
べ
て
に
ス
ポ
ー
ツ（
水
泳
）の
楽

し
さ
を
伝
え
る
こ
と
で
す
」と
い
う
言
葉

が
私
の
原
点
で
あ
り
、い
つ
も
指
標
と
な

り
支
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

当
施
設
は
温
泉
プ
ー
ル
も
充
実
し
た

健
康
づ
く
り
の
拠
点
。泉
質
は
ア
ル
カ
リ

性
単
純
温
泉
で
、運
動
障
害
や
冷
え
性
で

お
悩
み
の
方
に
良
く
効
く
と
評
判
で
す
。

ま
た
運
動
や
生
活
指
導
も
行
って
い
ま
す

が
、「
腰
痛
が
治
っ
た
」「
肩
凝
り
が
ラ
ク
に

な
っ
た
」な
ど
、お
客
様
か
ら
感
謝
の
言
葉

を
耳
に
す
る
た
び
心
身
の
疲
れ
が
吹
き

飛
び
ま
す
ね
。

　

下
呂
は
雪
深
い
地
域
で
す
が
、年
間
を

通
し
て
誰
も
が
健
康
づ
く
り
に
励
め
る
よ

う
プ
ー
ル
の
水
温
に
気
を
配
る
な
ど
、環

境
づ
く
り
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。

　
「
中
京
大
学
割
」も
ご
用
意
し
て
い
ま

す
。こ
の
癒
し
の
空
間
に
ぜ
ひ
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

下
呂
の
い
で
湯
に
つ
か
り

心
身
を
と
き
ほ
ぐ
す
ひ
と
と
き

　

大
学
を
出
た
ら
商
売
を
や
れ
、と
い

う
父
親
の
方
針
も
あ
っ
て
こ
の
世
界
に

飛
び
込
み
ま
し
た
。し
か
し
そ
の
父
が

余
命
幾
ば
く
も
な
い
状
態
と
な
っ
た
こ

と
も
あ
っ
て
、修
業
半
ば
で
店
を
出
し
た

の
が
十
四
年
前
。未
熟
で
し
た
し
、開
店

半
年
足
ら
ず
で
客
足
が
途
絶
え
て
し
ま

い
ま
し
た
。し
か
し
そ
ん
な
折
、同
窓
生

や
先
輩
が
よ
く
食
べ
に
来
て
く
れ
ま
し

た
ね
。食
い
た
く
も
な
い
だ
ろ
う
に
、有

難
か
っ
た
で
す
。

　

ま
だ
苦
労
も
多
い
で
す
が
、店
主
と

し
て
の
こ
だ
わ
り
を
貫
か
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。蕎
麦
は
何
と
いっ
て
も
喉
ご

し
、香
り
、甘
み
。そ
こ
は
譲
れ
な
い
部

分
で
す
。最
高
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
求
め

て
産
地
も
変
え
ま
す
し
、生
産
者
も
指

定
し
て
い
ま
す
。ま
た
天
ぷ
ら
な
ど
の
旬

の
素
材
も
直
接
仕
入
れ
る
こ
と
が
多
い

で
す
ね
。や
は
り
足
を
運
ん
で
く
だ
さ

る
お
客
様
に
全
力
を
尽
く
し
た
い
。中

京
魂
な
ん
で
し
ょ
う
ね
、き
っ
と
。

　

雄
大
な
阿
蘇
の
自
然
に
魅
せ
ら
れ
ゲ

ス
ト
ハ
ウ
ス
を
始
め
ま
し
た
。千
二
百
坪
の

敷
地
の
大
半
を
芝
生
広
場
が
占
め
る
の

び
や
か
な
場
所
で
、身
体
を
動
か
し
た
り
、

木
陰
で
読
書
し
た
り
。思
い
思
い
に
お
過

ご
し
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

本
館
は
築
二
十
六
年
の
欧
風
建
築
。

南
側
が
芝
生
広
場
に
面
し
、朝
日
か
ら
夕

陽
ま
で
差
し
込
む
談
話
室
の
居
心
地
よ

さ
は
、ち
ょっ
と
自
慢
し
た
い
ぐ
ら
い
で
す

ね
。庭
の
片
隅
に
建
て
た
小
屋
は
絵
本
の

ギ
ャ
ラ
リ
ー
。大
人
も
つい
時
間
を
忘
れ
て

し
ま
う
場
所
で
す
。

　

ま
た
地
鶏
を
は
じ
め
、南
阿
蘇
の
赤
牛

や
新
鮮
な
地
産
野
菜
を
お
い
し
く
召
し

上
が
って
い
た
だ
け
る
よ
う
、敷
地
内
に
炭

火
料
理
の
食
事
処
も
ご
用
意
し
て
い
ま

す
。こ
ち
ら
は
古
民
家
を
改
装
し
て
空
間

に
も
こ
だ
わ
り
ま
し
た
。

　

当
館
を
拠
点
に
南
阿
蘇
の
自
然
、食
、温

泉
、文
化
の
お
も
て
な
し
を
体
験
し
て
い
た
だ

け
た
ら
こ
れ
ほ
ど
嬉
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

蕎
麦
好
き
を
う
な
ら
せ
る

味
、素
材
へ
の
こ
だ
わ
り
を
身
上
に

手
つ
か
ず
の
自
然
の
中
で
味
わ
う

絶
品
の
地
鶏
と
贅
沢
な
時
間

山口県下関市

水温35℃の温泉プールを
完備した日帰り温泉施設。
美肌自慢の泉質は、日本の
名湯下呂温泉ならでは。

自家製粉する香り高い二八そ
ば、十割そばが評判。蕎麦、汁、
天ぷら、全てに妥協のない美味さ
を追求する。天せいろ1650円。

阿蘇の大自然に寛ぎ、炭火で
焼いた地鶏を堪能できる。古民
家を生かした食処は和の情緒
たっぷり。1泊2食6900円～。

熊本県阿蘇郡高森町
上色見2889
☎0967（62）2035
◎南阿蘇鉄道高森駅より
　車で8分

旅宿 コットン倶楽部
食処 兎野六歩（うさぎのろっぽ）

●熊本県阿蘇郡

コットン倶楽部＆兎野六歩オーナー

早野 正人
（1973年度 文学部心理学科卒）

愛知県名古屋市千種区千種通7丁目21-2
☎052（735）7755
【営業時間】11：30～14：30／
　　　　　17：30～20：00
　　　　　※いずれも売切れ次第終了
【 定休日】火曜・月曜（夜）
◎地下鉄桜通線「吹上」駅から徒歩約1分

蕎麦つづら
●愛知県名古屋市

蕎麦つづら主人

小佐野　覚 
（1995年度 法学部法律学科卒）

岐阜県下呂市萩原町四美1426-1
☎0576（56）4326
【営業時間】10：30～21：30
【 定休日】火曜（祝日の場合は翌日）
【 利用料】
・温泉のみ
 大人600円（土日祝650円）／小人300円
・温泉プール 大人700円／小人400円
◎国道41号／名古屋より約3時間・
　高山より約1時間

飛騨川温泉しみずの湯
●岐阜県下呂市

飛騨川温泉しみずの湯支配人

和田　剛
（1992年度 体育学部体育学科卒）

山口県下関市南部町31-2
☎083（231）5000
◎山陽本線「下関」駅から車で5分
　新幹線「新下関」駅から車で20分下関グランドホテル

●山口県下関市

下関グランドホテル取締役総支配人

徳島 孝彦 
（1969年度 商学部経営学科卒）

岐阜県
下呂市

熊本県
阿蘇郡

最寄りの目印スポット

高森温泉館
九州屈指の観光エリア、阿蘇。とりわけ
風光明媚な南阿蘇に位置する高森町は
雄大な自然の宝庫であり、高森温泉館は
森の中のスパリゾート。阿蘇五岳の一つ、
根子岳を一望するパノラマ風呂は最高。

最寄りの目印スポット

浩養園
サッポロビール名古屋工場の接待所とし
て、昭和6年に開業した日本最古のビヤ
ガーデン。醸造所を併設し、豊富な名水
から生み出される本格地ビールを、名古
屋の名物料理とともに味わえます。

最寄りの目印スポット

南ひだ健康道場
250haの広大な敷地に「しみずの湯」を
はじめ、「食の工房」「香りの館」「薬草の
森」などさまざまな施設が点在。健康に関
する多彩な講座も用意され、大自然の中
で健康体験を楽しめます。

最寄りの目印スポット

海響館・唐戸市場など
ホテルに隣接した水族館「海響館」や海
の幸豊富な「唐戸市場」まで徒歩2分。
また、エキゾチックな観光スポット「門司港
レトロ」や「巌流島」もすぐ。史跡も数多く
点在する便利な観光拠点です。

関門海峡の眺望と、下関の五大
食材（ふく、うに、鯨、あんこう、
イカ）を堪能できるシティホテル。

名古屋市千種区

真剣味の心をめぐる旅同窓生のお店探訪



2013年、中京大学水泳部男子がふたたび大学頂点となる「天皇杯」を獲得しました。優勝へと導いたのは、
チームスポーツとしての水泳を目指してきた鶴峯治元監督（元水泳部顧問）の教えであり、やがて指導者となり、
その教えを競泳界それぞれの分野で実践し、選手育成に努めてきた同窓生たちの存在に他なりません。

全員のチームプレーで掴み取った勝利といえるのではないでしょうか。

2013年、中京大学水泳部男子がふたたび大学頂点となる「天皇杯」を獲得しました。優勝へと導いたのは、
チームスポーツとしての水泳を目指してきた鶴峯治元監督（元水泳部顧問）の教えであり、やがて指導者となり、

日本の競泳界に今、大きく開花する
CHUKYOアイデンティティ

日本の競泳界に今、大きく開花するCHUKYOアイデンティティ

日
本
学
生

選
手
権
大
会
制
覇！

日本実業団大会優勝チームの指導者

全日本中学校水泳競技大会
優勝チームの指導者

　

お
か
げ
さ
ま
で
三
年
ぶ
り
、二
度
目
の

天
皇
杯
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

じ
つ
は
前
回
の
八
十
六
回
大
会
で
我
々

が
優
勝
す
る
ま
で
、日
大
や
早
稲
田
、中
央

大
学
と
関
東
勢
が
圧
倒
的
な
強
さ
を
誇
り
、

天
皇
杯
が
箱
根
の
山
を
越
え
た
こ
と
が
一

度
も
な
か
っ
た
ん
で
す
ね
。強
豪
選
手
が
皆
、

関
東
に
集
ま
って
し
ま
う
構
図
の
中
で
、地

方
の
大
学
が
初
め
て
掴
ん
だ
勝
利
で
し
た
。

　

あ
れ
か
ら
三
年
。昨
年
も
一
昨
年
も
僅

差
で
二
位
と
、伝
統
の
重
み
が
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
と
な
り
、関
東
勢
と
の
チ
ー
ム
力
の

差
を
見
せ
つ
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、今

回
、天
皇
杯
を
奪
還
で
き
た
の
は
、選
手
や

ス
タ
ッ
フ
、水
泳
部
一
丸
と
な
っ
た
総
合
力

の
勝
利
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

　

選
手
一
人
ひ
と
り
が
全
力
を
出
し
切

り
、そ
し
て
レ
ギ
ュラ
ー
に
な
れ
な
か
っ
た
部

員
た
ち
も
彼
ら
を
本
気
で
応
援
し
た
。そ

の
ス
ク
ラ
ム
の
強
さ
は
、試
合
の
時
だ
け
発

揮
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。日
頃
の

チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
成
果
で
あ
り
、全

員
で
成
し
遂
げ
た
総
合
優
勝
に
連
覇
への

気
持
ち
も
一
層
、強
ま
って
い
ま
す
。

　

水
泳
部
は
大
学
創
立
と
ほ
ぼ
同
じ
頃
に

創
部
さ
れ
、不
十
分
な
練
習
環
境
に
苦
労

し
な
が
ら
も
十
年
先
、二
十
年
先
を
見
据

え
て
多
く
の
選
手
を
育
て
て
き
ま
し
た
。そ

の
彼
ら
が
今
、指
導
者
と
な
り
次
世
代
の
育

成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。す
で
に
そ
こ
か
ら

我
々
の
後
輩
も
誕
生
し
、C
H
U
K
Y
O
の

名
を
背
負
って
頑
張
って
く
れ
て
い
ま
す
。そ

う
し
た
時
代
を
超
え
た
つ
な
が
り
、同
窓
と

い
う
大
き
な
チ
ー
ム
力
こ
そ
私
た
ち
の
支
え

で
す
。今
後
も
ぜ
ひ
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

仕
事
と
両
立
し
、実
業
団
ナ
ン
バ
ー
１
に！

十
九
年
ぶ
り！
男
女
と
も
総
合
優
勝

文
武
両
道
で
古
豪
復
活
！

　

昨
年
夏
の
実
業
団
大
会
で
は
、連
覇
の

続
く
自
衛
隊
体
育
学
校
に
圧
勝
し
、十
三

年
ぶ
り
に
優
勝
旗
を
奪
還
で
き
ま
し
た
。

　

現
在
、中
京
大
О
Ｂ
は
指
導
者
を

含
め
て
十
八
名
中
七
名
所
属
し
て
い
ま

す
が
、と
り
わ
け
箕
成
貫
之（
二
〇
〇

九
年
度
体
育
卒
）主
将
が
東
ア
ジ
ア
大

会
代
表
と
な
る
な
ど
、他
の
選
手
に
刺

激
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。ま
た
社
内

後
援
会
も
発
足
し
、選
手
の
金
銭
面

他
の
負
担
が
軽
減
し
た
こ
と
も
優
勝

の
背
景
に
あ
る
で
し
ょ
う
。

　
Ｊ
Ｆ
Ｅ
水
泳
部
は
、「
仕
事
と
水
泳
の

両
立
」を
目
指
す
実
業
団
チ
ー
ム
で
す
。

練
習
は
就
業
後
、し
か
も
製
鉄
の
余
熱

を
利
用
し
た
プ
ー
ル
は
室
外
に
あ
り
、

選
手
の
悩
み
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
苦
労
し
つつ
も「
実
業
団
で
や
っ

て
良
か
っ
た
」と
思
え
る
よ
う
、真
剣
味

の
心
で
選
手
一
人
ひ
と
り
と
真
摯
に

向
き
合
い
、彼
ら
を
ひ
っ
ぱ
っ
て
い
き
た

い
で
す
ね
。

　

全
国
高
校
総
体（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）に
は

創
部
三
年
目
よ
り
三
十
一
年
連
続
出
場

し
て
い
ま
す
。そ
の
上
位
で
戦
え
る
こ
と

を
目
標
に
指
導
し
て
き
ま
し
た
が
、二
〇
一

二
年
の
大
会
で
男
子
が
初
優
勝
。続
く
昨

年
は
二
連
覇
を
果
た
し
、さ
ら
に
女
子
も

優
勝
を
勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

男
女
と
も
に
総
合
優
勝
す
る
の
は
十

九
年
ぶ
り
の
こ
と
で
、指
導
し
始
め
て
三
十

年
、「
よ
く
こ
こ
ま
で
た
ど
り
着
い
た
な
」

と
い
う
の
が
率
直
な
感
想
で
す
。

保
コ
ー
チ（
小
池
部
長
の
奥
様
）と
、中
京

フ
ァ
ミ
リ
ー
で
ス
ク
ラ
ム
を
組
み
、東
京
五

輪
に
ぜ
ひ
選
手
を
送
り
込
み
た
い
で
す
ね
。

横久　浩二さん
1984年度卒
体育学部体育学科

　

こ
こ
二
年
、全
国
中
学
で
総
合

優
勝
し
て
き
ま
し
た
が
、と
く
に

昨
年
、目
標
に
掲
げ
た「
連
覇
」を

達
成
で
き
た
の
は
大
き
な
収
穫
で

し
た
。

　

ま
た
、世
代
は
違
っ
て
も
О
Ｂ
や

後
輩
の
活
躍
に
は
触
発
さ
れ
ま
す

ね
。と
く
に
天
皇
杯
獲
得
の
時
は
、

実
業
団
で
Ｊ
Ｆ
Ｅ
が
優
勝
し
、そ
の

バ
ト
ン
を
豊
川
高
校
が
受
け
継
い
で

男
女
と
も
総
合
優
勝
で
す
。指
導

者
は
全
員
、同
窓
生
と
知
っ
て
い
ま

し
た
の
で
、僕
も
勝
利
の
バ
ト
ン
を

母
校
に
パス
で
き
て
嬉
し
か
っ
た
で
す
ね
。

　

次
の
目
標
は
三
連
覇
！
チ
ー
ム
と
し

て
の
団
結
力
と
日
々
の
積
み
重
ね
が
重

要
で
す
が
、学
業
も
大
切
で
す
。い
つ
か

水
泳
部
で
頑
張
っ
た
こ
と
が
生
徒
た
ち
の

財
産
と
な
る
よ
う
に
。僕
自
身
、教
育
者
、

指
導
者
と
し
て
成
長
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

今井　規彦さん
2008年度卒
体育学部体育科学科

高橋　繁浩さん
1983年度卒
体育学部体育学科

中京大学水泳部部長兼監督

愛知淑徳中学・高等学校
水泳部顧問

小池美保コーチ（1983年度卒 体育学部体育学科）、
豊川高校水泳部 小池隆治部長
（1983年度卒 体育学部健康教育学科）、
深田大貴監督（1992年度卒 体育学部体育学科）
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部
員
に
は「
優
勝
し
た
ら
す
ご
い
よ
ね
」

と
い
う
意
識
づ
け
か
ら
始
め
、自
信
を
持

た
せ
る
よ
う
努
め
て
き
ま
し
た
が
、も
う
一

つ
、本
校
の
場
合
、約
四
十
人
の
部
員
の
内

二
十
五
名
が
寮
生
活
で
す
。今
や
ス
イ

ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
で
個
々
の
ス
キ
ル
を
磨
く

の
が
主
流
で
す
が
、同
じ
釡
の
飯
を
食
う

仲
間
と
チ
ー
ム
で
戦
え
る
の
は
強
い
で
す

よ
ね
。結
束
力
が
違
い
ま
す
。

　
ロ
ン
ド
ン
五
輪
で
松
田
丈
志
選
手（
二
〇

〇
七
年
度
体
育
卒
）が「（
北
島
）康
介
さ

ん
を
手
ぶ
ら
で
帰
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
」

と
コ
メ
ン
ト
し
て
話
題
に
な
り
ま
し
た
が
、

ま
さ
し
く「
水
泳
は
チ
ー
ム
ス
ポ
ー
ツ
」で

す
。そ
れ
が
最
近
、オ
リ
ン
ピッ
ク
選
手
た

ち
に
も
浸
透
し
て
き
た
。じ
つ
は
こ
れ
を
日

本
で
初
め
て
提
唱
さ
れ
た
の
が
、中
京
大

水
泳
部
の
鶴
峯
治
元
監
督
な
ん
で
す
ね
。

　

た
だ
、結
果
さ
え
出
せ
ば
い
い
の
で
は
な

い
。人
と
人
が
つ
な
が
り
、思
い
や
る
精
神

こ
そ
中
京
大
水
泳
部
が
培
って
き
た
も
の

で
あ
り
、そ
の
チ
ー
ム
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
水

泳
を
今
、同
窓
生
た
ち
の
手
で
実
現
で
き

て
い
る
の
か
な
あ
と
も
感
じ
て
い
ま
す
。

　

小
池
、深
田
、そ
し
て
寮
に
寝
泊
り
し
て

部
員
の
生
活
面
ま
で
気
遣
って
く
れ
る
美

中
京
大
学 

水
泳
部
男
子

インターハイ優勝チームの
指導者
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日
本
学
生

選
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権
大
会
制
覇！
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ま
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三
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ぶ
り
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度
目
の

天
皇
杯
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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我
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央
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圧
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皇
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越
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こ
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一
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な
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っ
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皆
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関
東
に
集
ま
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し
ま
う
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図
の
中
で
、地

方
の
大
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初
め
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掴
ん
だ
勝
利
で
し
た
。

　

あ
れ
か
ら
三
年
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年
も
一
昨
年
も
僅

差
で
二
位
と
、伝
統
の
重
み
が
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
と
な
り
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東
勢
と
の
チ
ー
ム
力
の

差
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見
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つ
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ら
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ま
し
た
が
、今

回
、天
皇
杯
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奪
還
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た
の
は
、選
手
や

ス
タ
ッ
フ
、水
泳
部
一
丸
と
な
っ
た
総
合
力

の
勝
利
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

　

選
手
一
人
ひ
と
り
が
全
力
を
出
し
切

り
、そ
し
て
レ
ギ
ュラ
ー
に
な
れ
な
か
っ
た
部

員
た
ち
も
彼
ら
を
本
気
で
応
援
し
た
。そ

の
ス
ク
ラ
ム
の
強
さ
は
、試
合
の
時
だ
け
発

揮
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。日
頃
の

チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
成
果
で
あ
り
、全

員
で
成
し
遂
げ
た
総
合
優
勝
に
連
覇
への

気
持
ち
も
一
層
、強
ま
って
い
ま
す
。

　

水
泳
部
は
大
学
創
立
と
ほ
ぼ
同
じ
頃
に

創
部
さ
れ
、不
十
分
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練
習
環
境
に
苦
労

し
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十
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え
て
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選
手
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育
て
て
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ま
し
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彼
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導
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な
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取
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我
々
の
後
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誕
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し
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H
U
K
Y
O
の
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負
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頑
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ま
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窓
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ー
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の
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。

仕
事
と
両
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ぶ
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男
女
と
も
総
合
優
勝
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武
両
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で
古
豪
復
活
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ぶ
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　ソチオリンピック2014に中京大学関係者はフィギュアスケートの浅田真央（体育学部4年）、村上佳菜子（スポーツ科学部1年）、

木原龍一（スポーツ科学部3年）、カーリングの小野寺佳歩（体育学部4年）、スケートショートトラックの清水小百合（2011経営学部卒）、

スキーモーグルの伊藤みき（2010体育学部卒）、スキーアルペンの湯浅直樹（体育学研究科修士1年）の7選手が出場した。 ソチオリンピック2014観戦記
　

初
め
て
行
わ
れ
た
フ
ィ
ギ
ュア
団
体
戦
に
は
ペ

ア
で
木
原
龍
一
選
手
と
女
子
シ
ョ
ー
ト
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
浅
田
真
央
選
手
が
出
場
し
た
。木
原
選

手
は
、ペ
ア
結
成
か
ら
一
年
余
に
も
か
か
わ
ら

ず
自
己
ベ
ス
ト
を
更
新
し
て
健
闘
し
た
。浅
田

選
手
は
得
意
の
シ
ョ
ー
ト
と
い
う
こ
と
で
期
待

さ
れ
た
が
、少
し
ミ
ス
が
出
て
三
位
に
留
ま
っ
た

が
得
点
を
稼
ぐ
こ
と
は
で
き
た
。残
念
な
が
ら

総
合
力
で
及
ば
ず
第
五
位
に
甘
ん
じ
た
。

　

木
原
選
手
は
個
人
戦
に
も
出
場
し
、健
闘

空
し
く
フ
リ
ー
に
は
進
め
な
か
っ
た
が
、こ
の
一

年
間
の
成
長
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
。

今
後
は
日
本
の
ペ
ア
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
世

次
代
の
エ
ー
ス
で
あ
る
。そ
れ
を
自
覚
し
て
精

進
し
て
欲
し
い
。

　

シ
ョ
ー
ト
で
苦
し
ん
だ
浅
田
選
手
、フ
リ
ー
の

演
技
は
圧
巻
で
あ
っ
た
。最
初
の
ト
リ
プ
ル
ア
ク

セ
ル
を
成
功
さ
せ
る
と
、六
種
類
八
回
の
ト
リ

プ
ル
ジ
ャ
ン
プ
を
鮮
や
か
に
決
め
た
。自
己
ベ
ス

ト
を
更
新
し
感
動
の
演
技
で
あ
っ
た
。終
わ
っ
た

後
の
彼
女
の
涙
に
日
本
国
中
が
も
ら
い
泣
き
し

た
の
で
は
な
い
か
。「
こ
れ
が
浅
田
真
央
だ
！
」

十
人
を
飛
び
越
え
見
事
六
位
入
賞
を
果
た
し

た
。バ
ン
ク
ー
バ
ー
か
ら
の
四
年
間
、ジ
ャ
ン
プ
の

ス
ラ
ン
プ
や
辛
い
別
れ
を
乗
り
越
え
、フ
ィ
ギ
ュア

ス
ケ
ー
ト
に
真
摯
に
向
き
合
っ
た
日
々
は
金
メ
ダ

ル
に
負
け
な
い
清
々
し
い
輝
き
を
放
っ
て
い
る
。

感
動
を
有
難
う
。

界
と
戦
っ
て
欲
し
い
。

　

い
よ
い
よ
浅
田
真
央
選
手
と
村
上
佳
菜
子

選
手
が
出
場
す
る
女
子
シ
ン
グ
ル
が
始
ま
っ
た
。

最
初
の
シ
ョ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
、し
か
し
思
わ
ぬ

結
果
と
な
っ
た
。満
を
持
し
て
登
場
し
た
村
上

選
手
で
あ
っ
た
が
何
時
も
の
は
つ
ら
つ
さ
が
な

く
、ミ
ス
も
出
て
十
五
位
と
出
遅
れ
た
。最
後

に
登
場
し
た
浅
田
選
手
は
こ
れ
が
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
重
圧
な
の
か
、三
回
の
ジ
ャ
ン
プ
を
総
て
失

敗
し
十
六
位
と
自
己
ワ
ー
ス
ト
記
録
と
な
り
、

目
の
前
の
信
じ
ら
れ
な
い
光
景
に
誰
も
が
我
が

目
を
疑
い
凍
り
付
い
て
し
ま
っ
た
。

　

そ
し
て
フ
リ
ー
。村
上
選
手
は
持
ち
前
の
は

つ
ら
つ
と
し
た
演
技
で
締
め
く
く
り
、最
後
ま

で
気
持
ち
を
切
ら
さ
ず
滑
り
き
っ
た
。演
技
終

了
後
の
笑
み
が
そ
れ
を
証
明
し
て
い
る
。結
果

は
十
二
位
で
あ
っ
た
が
、彼
女
は
間
違
い
な
く
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聖なる火よりも熱く、母校ゆかりの7選手が大健闘！！ ソチオリンピック2014 観戦記聖なる火よりも熱く、母校ゆかりの7選手が大健闘！！

聖なる火よりも熱く、母校ゆかりの 7 選 手が大 健 闘！！

銀
盤
に
咲
い
た
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
、

感
動
の
余
韻
は
今
も
な
お
。

　

小
野
寺
佳
歩
選
手
は
残
念
な
こ
と
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
か
か
り
序
盤
の
二
試
合
に
は
出
場
で
き
ず
、復
帰

後
も
体
調
は
万
全
で
は
な
く
チ
ー
ム
も
苦
戦
が
続
い
た
。

　

し
か
し
四
試
合
を
残
す
頃
か
ら
調
子
を
取
り
戻
し

ラ
ン
キ
ン
グ
上
位
国
の
中
国
と
ス
イ
ス
に
連
勝
し
て
、メ

ダ
ルへの
期
待
も
膨
ら
ん
だ
が
、最
終
戦
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

と
の
試
合
で
力
尽
き
た
。そ
れ
で
も
見
事
五
位
入
賞

を
果
し
過
去
最
高
の
成
績
を
収
め
た
。小
野
寺
選
手

が
最
初
か
ら
万
全
の
体
調
で
出
場
し
て
い
た
ら
と
思

う
と
残
念
な
気
持
ち
が
込
み
上
げ
て
来
る
。

　

彼
女
は
陸
上
競
技
と
の
二
足
の
草
鞋
で
培
っ
た
心
の

強
さ
を
発
揮
し
、悪
い
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
後
半
戦

に
な
っ
て
そ
の
実
力
を
見
せ
て
く
れ
た
。そ
し
て
悔
し

さ
を
滲
ま
せ
な
が
ら
も
四
年
後
を
見
据
え
て
い
た
。頼

も
し
い
限
り
で
あ
る
。

不
屈
の
精
神
で
底
力
を
発
揮
、

冴
え
わ
た
る
プ
レ
ー
で
世
界
を
魅
了
。

夢にむかって闘志を燃やした中京アスリートたち。

清水小百合選手は3,000mリレーに第
三走者として出場した。メダルを期待さ
れていたが健闘空しく予選敗退となっ
たが、順位決定戦で第2位となり第5位
入賞を果たした。オリンピックで勝つこと
の難しさを経験したことは次に繋がる。
今後に期待したい。

伊藤みき選手は直前練習で着地に失
敗して、以前痛めたところが更に悪化し
た為に棄権することになった。本人が
一番悔しい思いをしているはずだ。この
際治療に専念してその勇姿を再び見せ
て欲しい。4年後に期待したい。

湯浅直樹選手はW杯転戦中に骨折し
て、出場が危ぶまれたが、奇跡の回復
で果敢に滑った。しかし骨折したリスク
は大きく２本目で途中棄権となったが、
逆境からはい上がる姿には敬意を表し
たい。

小野寺 佳歩（体育学部4年）

木原 龍一（スポーツ科学部3年）
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第16回 ホームカミングデー1998年、同窓会設立40周年を迎えたこの年に、

懐かしい母校の大学祭を卒業生にも開放しようと「第1回 ホームカミングデー」が始まりました。

学生やOB・OG、そしてそのご家族と今では大きな交流に発展しています。

　

第
六
十
回
目
を
迎
え

た
中
京
大
学
祭
の
テ
ー

マ
は
、『
昇（
の
ぼ
る
）』。

伝
統
を
重
ん
じ
な
が
ら

も
、質
、規
模
共
こ
れ
ま

で
以
上
に
盛
大
な
大
学

祭
に
し
よ
う
と
、地
域

住
民
も
一
緒
に
参
加
で

き
る
イ
ベ
ン
ト
が
多
く

企
画
さ
れ
ま
し
た
。そ

の
せ
い
か
高
校
生
や
フ
ァ

ミ
リ
ー
層
に
加
え
、今

回
は
お
孫
さ
ん
連
れ
の

シ
ニ
ア
も
ち
ら
ほ
ら
。幅

広
い
年
齢
層
の
方
々
と
、

笑
顔
で
ふ
れ
あ
う
学
生

た
ち
の
姿
が
印
象
的
な

大
学
祭
で
し
た
。

　

徐
々
に
木
々
が
色
づ

き
始
め
、秋
の
深
ま
り

を
感
じ
さ
せ
る
キ
ャ
ン
パ

ス
内
で
開
催
さ
れ
た
第

二
十
回
中
京
大
学
と
よ

た
祭
。『
繋（
つ
な
ぐ
）』

を
テ
ー
マ
に
、今
年
も
ラ

イ
ブ
や
ゲ
ー
ム
大
会
な

ど
が
行
わ
れ
、大
い
に
盛

り
上
が
り
を
見
せ
ま
し

た
。
恒
例
の
ア
イ
ス
ア

リ
ー
ナ
見
学
で
は
、ス

タ
ン
ド
に
詰
め
か
け
た

大
勢
の
参
加
者
が
、華

麗
に
滑
る
選
手
た
ち
を

追
い
な
が
ら
、興
味
津
々

に
リ
ン
ク
を
見
つ
め
て
い

ま
し
た
。

節目の年を飾るにふさわしい、
地域住民参加の盛大な行事に。

20回目の節目となる今年も会場は
笑顔でいっぱいに。

学祭を歩いて学祭を歩いて

近藤倫子さん・亀野真実子さん・小嶋美紀さん（1997年度 体育学部）

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
で
再
会
す
る
の
が

友
人
と
親
交
を
深
め
る
毎
年
の
恒
例
行
事
で
す
。

小川陽子さん、馬場佐和子さん、鈴木若奈さん、岩佐知由紀さん、加藤千恵さん
長谷川真里さん、宮本千暁さん（1993年度 法学部）

懐
か
し
さ
と
驚
き
と
、母
校
へ
の
誇
ら
し
い
想
い
。

う
れ
し
い
同
窓
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に
は
、私
た
ち
三
人
で

い
つ
も
参
加
し
て
い
ま
す
。普
段
は
な
か
な
か

会
う
時
間
が
取
れ
な
い
の
で
、そ
の
分
、同
窓

会
気
分
で
毎
年
集
ま
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
恩
師
と
再
会
し
た
り
、懐
か

し
い
顔
に
ば
っ
た
り
出
く
わ
す
こ
と
も
多
い
で

す
。今
年
は
午
前
中
に
早
速
ア
イ
ス
ア
リ
ー

ナ
見
学
に
参
加
し
、選
手
が
滑
走
す
る
姿
を

見
て
き
ま
し
た
。卒
業
生
が
最
新
の
施
設
を

見
学
で
き
る
な
ん
て
本
当
に
い
い
で
す
ね
。

　
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
つ
な
が
っ
た
同
級
生
に
は
、

い
つ
も
来
る
よ
う
に
誘
っ
て
い
る
の
で
す
が
、男

性
は
奥
さ
ん
に
主
導
権
を
握
ら
れ
て
い
る
の

か
、反
応
が
鈍
く
て（
笑
）。で
も
、家
族
で
楽

し
め
ま
す
か
ら
、も
っ
と
い
ろ
ん
な
人
に
来
て

ほ
し
い
で
す
ね
。ぜ
ひ
み
ん
な
で
集
ま
り
ま

し
ょ
う
。

　

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
の
機
会
を
利
用
し
て

同
級
生
で
集
ま
ろ
う
と
メ
ー
ル
で
呼
び
か
け
、

今
回
、揃
っ
た
の
が
こ
の
七
名
で
す
。福
井
や
三

重
と
遠
方
の
メ
ン
バ
ー
も
い
ま
す
の
で
、全
員
で

顔
を
あ
わ
せ
る
の
は
六
年
ぶ
り
。

　

ひ
さ
び
さ
に
訪
れ
た
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、

学
内
見
学
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
大
規
模
な
工
事
が
始
ま
る
、と
い
う

時
に
皆
、卒
業
し
ま
し
た
の
で
、こ
こ
ま
で
変

わ
って
い
た
と
は
驚
き
で
す
。清
明
ホ
ー
ル
も
立

派
で
し
た
し
、最
新
式
の
黒
板
は
、後
ろ
か
ら

も
よ
く
見
え
て
羨
ま
し
い
ぐ
ら
い（
笑
）。

　

ま
た
後
輩
た
ち
が
資
格
取
得
や
公
務
員
試

験
も
頑
張
っ
て
く
れ
て
い
る
よ
う
で
す
し
、全

国
規
模
の
大
学
と
し
て
今
で
は
ブ
ラ
ン
ド
力
も

違
う
み
た
い
で
す
ね
。母
校
への
愛
着
と
誇
ら

し
さ
を
実
感
で
き
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

名古屋キャンパス豊田キャンパス



第16回 ホームカミングデー1998年、同窓会設立40周年を迎えたこの年に、

懐かしい母校の大学祭を卒業生にも開放しようと「第1回 ホームカミングデー」が始まりました。

学生やOB・OG、そしてそのご家族と今では大きな交流に発展しています。

　

第
六
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迎
え

た
中
京
大
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テ
ー

マ
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の
ぼ
る
）』。

伝
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を
重
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な
が
ら

も
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模
共
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れ
ま

で
以
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盛
大
な
大
学

祭
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と
、地
域

住
民
も
一
緒
に
参
加
で

き
る
イ
ベ
ン
ト
が
多
く

企
画
さ
れ
ま
し
た
。そ

の
せ
い
か
高
校
生
や
フ
ァ

ミ
リ
ー
層
に
加
え
、今

回
は
お
孫
さ
ん
連
れ
の

シ
ニ
ア
も
ち
ら
ほ
ら
。幅

広
い
年
齢
層
の
方
々
と
、

笑
顔
で
ふ
れ
あ
う
学
生

た
ち
の
姿
が
印
象
的
な

大
学
祭
で
し
た
。

　

徐
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々
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色
づ

き
始
め
、秋
の
深
ま
り

を
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さ
せ
る
キ
ャ
ン
パ

ス
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催
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れ
た
第

二
十
回
中
京
大
学
と
よ

た
祭
。『
繋（
つ
な
ぐ
）』
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テ
ー
マ
に
、今
年
も
ラ

イ
ブ
や
ゲ
ー
ム
大
会
な

ど
が
行
わ
れ
、大
い
に
盛

り
上
が
り
を
見
せ
ま
し

た
。
恒
例
の
ア
イ
ス
ア

リ
ー
ナ
見
学
で
は
、ス

タ
ン
ド
に
詰
め
か
け
た

大
勢
の
参
加
者
が
、華

麗
に
滑
る
選
手
た
ち
を

追
い
な
が
ら
、興
味
津
々

に
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ン
ク
を
見
つ
め
て
い

ま
し
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。
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取
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滑
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。
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な
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に
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ほ
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で
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ね
。ぜ
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み
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な
で
集
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り
ま
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ょ
う
。
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ム
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グ
デ
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の
機
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を
利
用
し
て

同
級
生
で
集
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ろ
う
と
メ
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ル
で
呼
び
か
け
、

今
回
、揃
っ
た
の
が
こ
の
七
名
で
す
。福
井
や
三

重
と
遠
方
の
メ
ン
バ
ー
も
い
ま
す
の
で
、全
員
で

顔
を
あ
わ
せ
る
の
は
六
年
ぶ
り
。

　

ひ
さ
び
さ
に
訪
れ
た
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、

学
内
見
学
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
大
規
模
な
工
事
が
始
ま
る
、と
い
う

時
に
皆
、卒
業
し
ま
し
た
の
で
、こ
こ
ま
で
変

わ
って
い
た
と
は
驚
き
で
す
。清
明
ホ
ー
ル
も
立

派
で
し
た
し
、最
新
式
の
黒
板
は
、後
ろ
か
ら

も
よ
く
見
え
て
羨
ま
し
い
ぐ
ら
い（
笑
）。

　

ま
た
後
輩
た
ち
が
資
格
取
得
や
公
務
員
試

験
も
頑
張
っ
て
く
れ
て
い
る
よ
う
で
す
し
、全

国
規
模
の
大
学
と
し
て
今
で
は
ブ
ラ
ン
ド
力
も

違
う
み
た
い
で
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。母
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と
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を
実
感
で
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た
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。
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名
刺
交
換
会

　
〝
異
業
種
間
交
流
会
〞と
謳
わ
れ
た
今

回
の
名
刺
交
換
会
で
す
が
、昨
年
の
倍
近

い
参
加
人
数
に
加
え
、ビ
ジ
ネ
ス
ス
ー
ツ
に

身
を
包
ん
だ
若
い
世
代
の
姿
が
目
立
つ
、熱

気
に
溢
れ
た
催
し
と
な
り
ま
し
た
。

　

第
一
部・講
演
会
で
は
、「
いつ
や
る
か
？

今
で
し
ょ
！
」の
決
め
ゼ
リ
フ
が
一
大
ブ
ー

ム
と
な
っ
た
林　

修
先
生（
東
進
ハ
イ
ス

ク
ー
ル・東
進
衛
星
予
備
校　

現
代
文
講

師
）が
登
場
。『
モ
チ
ベ
ー
シ
ョン
ア
ッ
プ
』を

テ
ー
マ
に
一
時
間
、率
直
な
物
言
い
と
軽
妙

仕
事
に
も
育
児
に
も
プ
ラ
ス
に
な
れ
ば
」

と
、思
い
切
って
初
参
加
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　

ま
た
建
設
業
を
営
む
桑
原
な
ほ
み
さ

ん（
六
十
三
年
度
体
育
卒
）は
、ほ
ぼ
毎
年

参
加
。「
ビ
ジ
ネ
ス
と
い
う
よ
り
、こ
う
し
た

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
の
場
に
参
加
で
き
る
こ

と
が
嬉
し
い
で
す
ね
。若
い
方
に
は
吸
収
で

き
る
こ
と
も
多
い
の
で
、ど
ん
ど
ん
活
用
な

さ
る
と
いい
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」

　

税
理
士
の
近
藤
良
夫
さ
ん（
七
十
七
年

度
商
学
研
究
科
卒
）は「
母
校
は
青
春
の

す
べ
て
。懐
か
し
い
思
い
出
が
よ
み
が
え
る
、

有
難
い
機
会
で
す
ね
」と
の
こ
と
。

　

あ
ち
こ
ち
で
業
種
や
世
代
を
超
え
た
交

流
の
輪
が
広
が
る
中
、いつ
し
か
終
了
時
刻

を
迎
え
、大
西
博
視
校
友
会
本
部
長
に
よ

る
中
締
め
の
ご
挨
拶
に
続
い
て
学
歌
を
斉

唱
。最
後
は
片
岡
武
司
参
与
の
気
合
い
の

入
っ
た
エ
ー
ル
に
、場
内
か
ら
怒
涛
の
拍
手
が

沸
き
、宴
は
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

二
〇
一
四
年
一
月
二
十
五
日（
土
）、「
中
京
大
学
名
刺
交
換
会
」が
名
古
屋
観
光
ホ
テ
ル・

那
古
の
間
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。第
十
回
目
と
な
っ
た
今
回
は
昨
年
の
四
百
五
十
名
を

遥
か
に
上
回
り
、総
勢
七
六
〇
名
の
同
窓
生
が
集
う
一
大
イ
ベン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

連
帯
感
と
個
の
成
長
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に

第10回

第10回 名 刺 交 換 会

な
ト
ー
ク
で
会
場
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

予
備
校
の
講
師
と
な
っ
て
二
十
三
年
。

意
外
に
も
、「
こ
の
仕
事
を
好
き
で
続
け
て

き
た
わ
け
で
は
な
い
」と
冒
頭
か
ら
断
言
。

し
か
し
結
果
が
す
べ
て
の
厳
し
い
世
界
で

生
き
抜
く
こ
と
を
面
白
が
り
、む
し
ろ
楽

し
ん
で
い
た
の
だ
と
か
。「
そ
の
上
で
、報
酬

を
得
る
立
場
の
責
任
を
果
た
そ
う
と
思

え
ば
、努
力
し
て
当
た
り
前
だ
し
、モ
チ

ベ
ー
シ
ョン
を
上
げ
て
い
く
し
か
な
い
。そ
れ

が
仕
事
と
い
う
も
の
で
は
？
」と
問
い
か
け

ま
す
。

　

大
切
な
の
は
、自
分
に
と
っ
て
い
か
に
結

果
を
出
し
や
す
い
場
所
を
見
つ
け
る
か
で

あ
り
、「
必
要
性
を
感
じ
な
け
れ
ば
、無
理

に
勉
強
し
な
く
て
い
い
」と
持
論
を
展
開
。

さ
ら
に「〝
ほ
ど
ほ
ど
〞は
す
べ
て
を
澱
ま
せ

る
根
源
」で
あ
り
、仕
事
の
ク
オ
リ
テ
ィ
を

高
め
る
た
め
に
は
な
れ
あ
い
を
避
け
、「
一

人
力
」を
磨
く
こ
と
。ま
た
高
い
目
標
を

持
つ
こ
と
も
モ
チ
ベ
ー
シ
ョン
ア
ッ
プ
に
有
効

で
、「
個
人
で
勝
負
で
き
る
一
員
で
あ
れ
」

と
の
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。〝
常
在
戦
場
〞と
い
う
言
葉
が
好
き
だ

と
い
う
林
先
生
の
真
剣
味
に
触
れ
、心
揺

さ
ぶ
ら
れ
た
方
も
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

そ
の
後
、宴
会
場
に
移
動
し
、第
二
部・

名
刺
交
換
会
が
ス
タ
ー
ト
。早
速
、森
谷

敏
夫
同
窓
会
長
か
ら「
若
い
同
窓
生
の
参

加
を
頼
も
し
く
感
じ
る
と
同
時
に
、今
後

の
活
躍
に
期
待
し
て
い
る
。ま
た
今
一
度
、

真
剣
味
の
精
神
を
思
い
起
こ
し
、林
先
生

の
お
っ
し
ゃ
る〝
一
人
力
〞を
個
々
が
高
め
、

同
窓
会
と
い
う
総
合
力
へ
と
活
か
し
て
、母

校
を
支
え
る
大
き
な
力
と
し
た
い
」と
ご

挨
拶
。

　

続
い
て
梅
村
清
英
学
園
理
事
長
が
登

壇
さ
れ
、「
今
日
は
同
窓
生
の
一
員
と
し
て
、

皆
様
と
の
出
会
い
を
糧
と
し
た
い
。ま
た

本
年
度
は
長
期
計
画「
N
E
X
T
10
」の

施
策
を
着
実
に
実
行
に
移
し
、大
学
の
さ

ら
な
る
飛
躍
を
め
ざ
す
」と
決
意
を
示
さ

れ
ま
し
た
。

　

北
川
薫
学
長
か
ら
は
若
い
新
理
事
長
へ

の
エ
ー
ル
、ソ
チ
五
輪
出
場
者
の
紹
介
、ビ

ジ
ネ
ス
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
科
の
Ｐ
Ｒ
な

ど
あ
り
、「
母
校
の
今
後
に
ご
期
待
く
だ

さ
い
」と
熱
い
口
調
で
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
今
回
、参
加
し
た
同
窓
生
の
代
表

と
し
て
衆
議
院
議
員
神
田
憲
次
氏
、下
呂

市
長
野
村
誠
氏
、前
関
市
長
尾
藤
義
昭

氏
、名
古
屋
市
議
橋
本
浩
幹
氏
、元
競
輪

選
手
井
狩
吉
雄
氏
、大
河
ド
ラ
マ
に
出
演

中
の
小
西
博
之
氏
ら
六
名
が
紹
介
さ
れ
る

と
、場
内
に
ひ
と
き
わ
大
き
な
歓
声
が
沸

き
上
が
り
ま
す
。

　
「
同
窓
生
、教
職
員
、ソ
チ
五
輪
に
出
場

す
る
選
手
た
ち
、そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
頑

張
り
ま
し
ょ
う
。で
は
ソ
チ
の
言
葉
で
ウ

ダ
ッ
チ（
乾
杯
）！
」と
安
村
仁
志
副
学
長

の
音
頭
で
乾
杯
が
行
わ
れ
、会
場
の
あ
ち

こ
ち
で
名
刺
交
換
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

す
ぐ
に
目
に
留
ま
っ
た
の
は
、同
じ
経
営

学
科
の
先
輩
後
輩
と
い
う
石
川
ま
り
子

さ
ん（
〇
八
年
度
）、中
村
ゆ
り
か
さ
ん（
〇

九
年
度
）。「
名
刺
を
交
換
し
て
み
る
と
偶

然
、取
引
先
だ
っ
た
り
、関
連
の
な
い
企
業

の
方
と
思
い
、話
し
て
み
る
と
意
外
な
つ
な

が
り
が
あ
っ
た
り
。初
め
て
の
参
加
で
し
た

が
、視
野
が
広
が
っ
た
気
が
し
ま
す
」

　

石
川
宗
幸
さ
ん（
〇
九
年
度
情
報
メ

デ
ィ
ア
工
学
卒
）も
初
参
加
。「
旅
行
会
社

に
勤
め
て
い
ま
す
の
で
、気
に
な
る
業
界
の

動
向
を
リ
サ
ー
チ
し
て
お
き
た
く
て
…
」

と
開
始
二
十
分
ほ
ど
で
早
く
も
七
、八
名

の
方
と
名
刺
交
換
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

保
育
士
の
森
島
祐
佳
さ
ん（
〇
一
年
度

英
文
卒
）は
三
重
県
か
ら
。育
児
休
暇
中

な
が
ら
、「
異
業
種
の
方
々
と
話
す
こ
と
で
、

開
学
六
十
周
年
の
節
目
に
ふ
さ
わ
し
く
、華
々
し
く
。



名
刺
交
換
会

　
〝
異
業
種
間
交
流
会
〞と
謳
わ
れ
た
今

回
の
名
刺
交
換
会
で
す
が
、昨
年
の
倍
近

い
参
加
人
数
に
加
え
、ビ
ジ
ネ
ス
ス
ー
ツ
に

身
を
包
ん
だ
若
い
世
代
の
姿
が
目
立
つ
、熱

気
に
溢
れ
た
催
し
と
な
り
ま
し
た
。

　

第
一
部・講
演
会
で
は
、「
いつ
や
る
か
？

今
で
し
ょ
！
」の
決
め
ゼ
リ
フ
が
一
大
ブ
ー

ム
と
な
っ
た
林　

修
先
生（
東
進
ハ
イ
ス

ク
ー
ル・東
進
衛
星
予
備
校　

現
代
文
講

師
）が
登
場
。『
モ
チ
ベ
ー
シ
ョン
ア
ッ
プ
』を

テ
ー
マ
に
一
時
間
、率
直
な
物
言
い
と
軽
妙

仕
事
に
も
育
児
に
も
プ
ラ
ス
に
な
れ
ば
」

と
、思
い
切
って
初
参
加
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　

ま
た
建
設
業
を
営
む
桑
原
な
ほ
み
さ

ん（
六
十
三
年
度
体
育
卒
）は
、ほ
ぼ
毎
年

参
加
。「
ビ
ジ
ネ
ス
と
い
う
よ
り
、こ
う
し
た

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
の
場
に
参
加
で
き
る
こ

と
が
嬉
し
い
で
す
ね
。若
い
方
に
は
吸
収
で

き
る
こ
と
も
多
い
の
で
、ど
ん
ど
ん
活
用
な

さ
る
と
いい
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」

　

税
理
士
の
近
藤
良
夫
さ
ん（
七
十
七
年

度
商
学
研
究
科
卒
）は「
母
校
は
青
春
の

す
べ
て
。懐
か
し
い
思
い
出
が
よ
み
が
え
る
、

有
難
い
機
会
で
す
ね
」と
の
こ
と
。

　

あ
ち
こ
ち
で
業
種
や
世
代
を
超
え
た
交

流
の
輪
が
広
が
る
中
、いつ
し
か
終
了
時
刻

を
迎
え
、大
西
博
視
校
友
会
本
部
長
に
よ

る
中
締
め
の
ご
挨
拶
に
続
い
て
学
歌
を
斉

唱
。最
後
は
片
岡
武
司
参
与
の
気
合
い
の

入
っ
た
エ
ー
ル
に
、場
内
か
ら
怒
涛
の
拍
手
が

沸
き
、宴
は
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

二
〇
一
四
年
一
月
二
十
五
日（
土
）、「
中
京
大
学
名
刺
交
換
会
」が
名
古
屋
観
光
ホ
テ
ル・

那
古
の
間
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。第
十
回
目
と
な
っ
た
今
回
は
昨
年
の
四
百
五
十
名
を

遥
か
に
上
回
り
、総
勢
七
六
〇
名
の
同
窓
生
が
集
う
一
大
イ
ベン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

連
帯
感
と
個
の
成
長
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に

第10回

第10回 名 刺 交 換 会

な
ト
ー
ク
で
会
場
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

予
備
校
の
講
師
と
な
っ
て
二
十
三
年
。

意
外
に
も
、「
こ
の
仕
事
を
好
き
で
続
け
て

き
た
わ
け
で
は
な
い
」と
冒
頭
か
ら
断
言
。

し
か
し
結
果
が
す
べ
て
の
厳
し
い
世
界
で

生
き
抜
く
こ
と
を
面
白
が
り
、む
し
ろ
楽

し
ん
で
い
た
の
だ
と
か
。「
そ
の
上
で
、報
酬

を
得
る
立
場
の
責
任
を
果
た
そ
う
と
思

え
ば
、努
力
し
て
当
た
り
前
だ
し
、モ
チ

ベ
ー
シ
ョン
を
上
げ
て
い
く
し
か
な
い
。そ
れ

が
仕
事
と
い
う
も
の
で
は
？
」と
問
い
か
け

ま
す
。

　

大
切
な
の
は
、自
分
に
と
っ
て
い
か
に
結

果
を
出
し
や
す
い
場
所
を
見
つ
け
る
か
で

あ
り
、「
必
要
性
を
感
じ
な
け
れ
ば
、無
理

に
勉
強
し
な
く
て
い
い
」と
持
論
を
展
開
。

さ
ら
に「〝
ほ
ど
ほ
ど
〞は
す
べ
て
を
澱
ま
せ

る
根
源
」で
あ
り
、仕
事
の
ク
オ
リ
テ
ィ
を

高
め
る
た
め
に
は
な
れ
あ
い
を
避
け
、「
一

人
力
」を
磨
く
こ
と
。ま
た
高
い
目
標
を

持
つ
こ
と
も
モ
チ
ベ
ー
シ
ョン
ア
ッ
プ
に
有
効

で
、「
個
人
で
勝
負
で
き
る
一
員
で
あ
れ
」

と
の
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。〝
常
在
戦
場
〞と
い
う
言
葉
が
好
き
だ

と
い
う
林
先
生
の
真
剣
味
に
触
れ
、心
揺

さ
ぶ
ら
れ
た
方
も
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

そ
の
後
、宴
会
場
に
移
動
し
、第
二
部・

名
刺
交
換
会
が
ス
タ
ー
ト
。早
速
、森
谷

敏
夫
同
窓
会
長
か
ら「
若
い
同
窓
生
の
参

加
を
頼
も
し
く
感
じ
る
と
同
時
に
、今
後

の
活
躍
に
期
待
し
て
い
る
。ま
た
今
一
度
、

真
剣
味
の
精
神
を
思
い
起
こ
し
、林
先
生

の
お
っ
し
ゃ
る〝
一
人
力
〞を
個
々
が
高
め
、

同
窓
会
と
い
う
総
合
力
へ
と
活
か
し
て
、母

校
を
支
え
る
大
き
な
力
と
し
た
い
」と
ご

挨
拶
。

　

続
い
て
梅
村
清
英
学
園
理
事
長
が
登

壇
さ
れ
、「
今
日
は
同
窓
生
の
一
員
と
し
て
、

皆
様
と
の
出
会
い
を
糧
と
し
た
い
。ま
た

本
年
度
は
長
期
計
画「
N
E
X
T
10
」の

施
策
を
着
実
に
実
行
に
移
し
、大
学
の
さ

ら
な
る
飛
躍
を
め
ざ
す
」と
決
意
を
示
さ

れ
ま
し
た
。

　

北
川
薫
学
長
か
ら
は
若
い
新
理
事
長
へ

の
エ
ー
ル
、ソ
チ
五
輪
出
場
者
の
紹
介
、ビ

ジ
ネ
ス
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
科
の
Ｐ
Ｒ
な

ど
あ
り
、「
母
校
の
今
後
に
ご
期
待
く
だ

さ
い
」と
熱
い
口
調
で
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
今
回
、参
加
し
た
同
窓
生
の
代
表

と
し
て
衆
議
院
議
員
神
田
憲
次
氏
、下
呂

市
長
野
村
誠
氏
、前
関
市
長
尾
藤
義
昭

氏
、名
古
屋
市
議
橋
本
浩
幹
氏
、元
競
輪

選
手
井
狩
吉
雄
氏
、大
河
ド
ラ
マ
に
出
演

中
の
小
西
博
之
氏
ら
六
名
が
紹
介
さ
れ
る

と
、場
内
に
ひ
と
き
わ
大
き
な
歓
声
が
沸

き
上
が
り
ま
す
。

　
「
同
窓
生
、教
職
員
、ソ
チ
五
輪
に
出
場

す
る
選
手
た
ち
、そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
頑

張
り
ま
し
ょ
う
。で
は
ソ
チ
の
言
葉
で
ウ

ダ
ッ
チ（
乾
杯
）！
」と
安
村
仁
志
副
学
長

の
音
頭
で
乾
杯
が
行
わ
れ
、会
場
の
あ
ち

こ
ち
で
名
刺
交
換
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

す
ぐ
に
目
に
留
ま
っ
た
の
は
、同
じ
経
営

学
科
の
先
輩
後
輩
と
い
う
石
川
ま
り
子

さ
ん（
〇
八
年
度
）、中
村
ゆ
り
か
さ
ん（
〇

九
年
度
）。「
名
刺
を
交
換
し
て
み
る
と
偶

然
、取
引
先
だ
っ
た
り
、関
連
の
な
い
企
業

の
方
と
思
い
、話
し
て
み
る
と
意
外
な
つ
な

が
り
が
あ
っ
た
り
。初
め
て
の
参
加
で
し
た

が
、視
野
が
広
が
っ
た
気
が
し
ま
す
」

　

石
川
宗
幸
さ
ん（
〇
九
年
度
情
報
メ

デ
ィ
ア
工
学
卒
）も
初
参
加
。「
旅
行
会
社

に
勤
め
て
い
ま
す
の
で
、気
に
な
る
業
界
の

動
向
を
リ
サ
ー
チ
し
て
お
き
た
く
て
…
」

と
開
始
二
十
分
ほ
ど
で
早
く
も
七
、八
名

の
方
と
名
刺
交
換
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

保
育
士
の
森
島
祐
佳
さ
ん（
〇
一
年
度

英
文
卒
）は
三
重
県
か
ら
。育
児
休
暇
中

な
が
ら
、「
異
業
種
の
方
々
と
話
す
こ
と
で
、

開
学
六
十
周
年
の
節
目
に
ふ
さ
わ
し
く
、華
々
し
く
。



1972年度 体育学部 京都市
森谷 敏夫

住所・連絡先：
校友会本部へご連絡ください

桑名市

𡈽方　清
1968年度
商学部

岡崎市

今井 宏司
1961年度
体育学部

尾張旭市

川岸 信一
1965年度
体育学部

春日井市
0568-85-2584

安江 明康
1978年度 体育学部

東海市
052-603-0306

三輪 りな子
1973年度 体育学部

名古屋市
052-684-0774

伊澤 裕司
1977年度 文学部

江南市
0587-56-1884

石黒 可妻
1983年度 体育学部

豊橋市
0532-47-9064

小栗 俊朗
1979年度 体育学部

みよし市

高橋 繁浩
1983年度 体育学部
1986年度 体育学研究科

小牧市

竹尾　悟
1969年度
文学部

みよし市

瀧　剛志
1993年度 情報科学科部
1998年度 情報科学研究科

松阪市

和田 政彦
1969年度
法学部

愛知郡

相羽 由光
1972年度 商学部
1974年度 商学研究科

豊田市

寺尾　悟
1997年度
社会学部

豊田市

鈴木 揚一
1977年度 体育学部
1982年度 体育学研究科

名古屋市

森田 大延
1997年度
経営学部

　青森県内同窓生は総勢125名になりました。
2015年は県支部同窓会開催の年となってい
ます。これを成功させるためには、各地区の繋が
りが大事だと思います。三八地区は山本雅教、
弘前地区は西谷勲、上十三地区は井上柾光、
西北五は井上義則、皆で呼びかけ合いながら
成功裏に終えることができたらと願っています。

　山形県支部も発足以来、はや20数年を経過
致しましたが、画期的な発展という訳にもいか
ず、私の力不足を痛感しています。
　北海道・東北支部との関係や、支部会員の相
互交流にも力を入れなければなりませんが、各
方面から期待もいただきながら、遅 と々して進展
していないことを心苦しく思っております。

　行政関係等では、様似町長・坂下一幸（体育
S45卒）、平取町長・川上満（経営S48卒）、当別
町教育長・本庄幸賢（体育S50卒）、今金町教
育長・中島光弘（体育S55卒）、北海道議会議
員・赤根広介（体育H14卒）が手腕を発揮。また
学校関係の管理職、会社の役員等重要なポス
トで多数が活躍し、各分野で頑張っています。

田村 雄孝 1969年度 体育学部  盛岡市 019-659-2445

　昨年10月5日（土）、15名と少ない参加でした
が、1年ぶりに岩手県支部同窓会が開催されま
した。大学からも梅村清英理事長はじめ諸先生
方、そして同窓会・校友会本部とたくさんの方々
を迎え、盛大に開催されました。
　2年後の全国同窓会をたくさんの県内同窓
生で迎えたいと思います。よろしくご協力を！！

岩手県支部、頑張ろう！

　福島県支部同窓会を平成26年9月に開催す
ることとなりました。日頃連絡を取り合うこともでき
ませんが、この機会に県内各地の同窓生と再会
し、親交を深めたいと思います。同窓生の皆様に
は多数ご参加くださるようお願いします。また、会
員の宛先不明者が100名近くいますので、同窓
生をご存じの方はお知らせください。

　あの震災から3月で3年が経ちました。まだまだ
復興が進んでいるとはいえません。そんな中、全
日本大学女子駅伝競走大会が仙台で開催さ
れています。今年も我が「中京大学陸上競技部
女子」が出場したので、宮城県支部会員も大学
ののぼりを立て沿道で応援しました。これからも
活躍を期待しています。

　平成3年度体育学部卒の金井信彦氏が館
長を務める剣道場「俊水舘道場」が、文部科学
大臣より、平成25年度生涯スポーツ優良団体を
受賞しました。俊水舘道場は昨年10周年を迎
え、幼少年を中心に幅広い年齢層との交流を通
じ「礼儀正しく逞しい人材の育成」をモットーに、
活発な活動を展開しています。

　支部同窓会を開催してから、早くも数年が過
ぎようとしています。
　支部会員数も約140名と、秋田県支部は全国
的に見ても卒業生が少ない支部ではあります。
しかしながら他の支部には負けない支部として
大いに盛り上げていく所存でございますので、是
非ご声援をお願い致します。

　栃木県支部会員数は、現在187名です。職
業、年齢、地域も異なりますが、同窓生の皆さん
はそれぞれ頑張っておられます。2012年度に支
部同窓会を開催して以来、なかなか同窓会を実
施できませんが、今後は定期的に開催したいと
思っていますので、支部会員の皆様には、ご協
力のほど、よろしくお願いします。

井上 義則 1964年度 体育学部  五所川原市 0173-34-4976

各地区の懇親から青森県
支部長

矢藤 良雄 1969年度 体育学部  石狩市 0133-62-3165

同窓生が各職場で活躍

渡辺 成美 1984年度 体育学部  小山市 0285-38-0705

同窓会開催を定期的なものに栃木県
支部長

塚本 浩一 1983年度 体育学部  守谷市 0297-45-9796

生涯スポーツ優良団体 受賞茨城県
支部長

山内 光樹 1975年度 体育学部  田村郡 0247-72-5670

支部同窓会開催に向けて福島県
支部長

岩手県
支部長

石川 宏 1976年度 体育学部  米沢市 0238-23-1982

相互交流に力を山形県
支部長

北海道
支部長

千葉 道博 1972年度 体育学部  石巻市 0225-76-2047

道半ば、しかし母校の女子駅伝にエール宮城県
支部長

佐々 木 信吉 1969年度 体育学部  秋田市 018-834-4722

さらに魅力ある支部同窓会に秋田県
支部長

Spec i a l  Repor t

各支部からのたより

副会長

東三河
支部長

尾張
支部長

西三河
支部長

知多
支部長

名古屋
支部長

顧 問

顧 問

顧 問

会 長

副会長

副会長

副会長

副会長

副会長

副会長 副会長

愛知県

支部長

役員紹介／会長・顧問・副会長
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ます。これを成功させるためには、各地区の繋が
りが大事だと思います。三八地区は山本雅教、
弘前地区は西谷勲、上十三地区は井上柾光、
西北五は井上義則、皆で呼びかけ合いながら
成功裏に終えることができたらと願っています。

　山形県支部も発足以来、はや20数年を経過
致しましたが、画期的な発展という訳にもいか
ず、私の力不足を痛感しています。
　北海道・東北支部との関係や、支部会員の相
互交流にも力を入れなければなりませんが、各
方面から期待もいただきながら、遅 と々して進展
していないことを心苦しく思っております。

　行政関係等では、様似町長・坂下一幸（体育
S45卒）、平取町長・川上満（経営S48卒）、当別
町教育長・本庄幸賢（体育S50卒）、今金町教
育長・中島光弘（体育S55卒）、北海道議会議
員・赤根広介（体育H14卒）が手腕を発揮。また
学校関係の管理職、会社の役員等重要なポス
トで多数が活躍し、各分野で頑張っています。

田村 雄孝 1969年度 体育学部  盛岡市 019-659-2445

　昨年10月5日（土）、15名と少ない参加でした
が、1年ぶりに岩手県支部同窓会が開催されま
した。大学からも梅村清英理事長はじめ諸先生
方、そして同窓会・校友会本部とたくさんの方々
を迎え、盛大に開催されました。
　2年後の全国同窓会をたくさんの県内同窓
生で迎えたいと思います。よろしくご協力を！！

岩手県支部、頑張ろう！

　福島県支部同窓会を平成26年9月に開催す
ることとなりました。日頃連絡を取り合うこともでき
ませんが、この機会に県内各地の同窓生と再会
し、親交を深めたいと思います。同窓生の皆様に
は多数ご参加くださるようお願いします。また、会
員の宛先不明者が100名近くいますので、同窓
生をご存じの方はお知らせください。

　あの震災から3月で3年が経ちました。まだまだ
復興が進んでいるとはいえません。そんな中、全
日本大学女子駅伝競走大会が仙台で開催さ
れています。今年も我が「中京大学陸上競技部
女子」が出場したので、宮城県支部会員も大学
ののぼりを立て沿道で応援しました。これからも
活躍を期待しています。

　平成3年度体育学部卒の金井信彦氏が館
長を務める剣道場「俊水舘道場」が、文部科学
大臣より、平成25年度生涯スポーツ優良団体を
受賞しました。俊水舘道場は昨年10周年を迎
え、幼少年を中心に幅広い年齢層との交流を通
じ「礼儀正しく逞しい人材の育成」をモットーに、
活発な活動を展開しています。

　支部同窓会を開催してから、早くも数年が過
ぎようとしています。
　支部会員数も約140名と、秋田県支部は全国
的に見ても卒業生が少ない支部ではあります。
しかしながら他の支部には負けない支部として
大いに盛り上げていく所存でございますので、是
非ご声援をお願い致します。

　栃木県支部会員数は、現在187名です。職
業、年齢、地域も異なりますが、同窓生の皆さん
はそれぞれ頑張っておられます。2012年度に支
部同窓会を開催して以来、なかなか同窓会を実
施できませんが、今後は定期的に開催したいと
思っていますので、支部会員の皆様には、ご協
力のほど、よろしくお願いします。

井上 義則 1964年度 体育学部  五所川原市 0173-34-4976

各地区の懇親から青森県
支部長

矢藤 良雄 1969年度 体育学部  石狩市 0133-62-3165

同窓生が各職場で活躍

渡辺 成美 1984年度 体育学部  小山市 0285-38-0705

同窓会開催を定期的なものに栃木県
支部長

塚本 浩一 1983年度 体育学部  守谷市 0297-45-9796

生涯スポーツ優良団体 受賞茨城県
支部長

山内 光樹 1975年度 体育学部  田村郡 0247-72-5670

支部同窓会開催に向けて福島県
支部長

岩手県
支部長

石川 宏 1976年度 体育学部  米沢市 0238-23-1982

相互交流に力を山形県
支部長

北海道
支部長

千葉 道博 1972年度 体育学部  石巻市 0225-76-2047

道半ば、しかし母校の女子駅伝にエール宮城県
支部長

佐々 木 信吉 1969年度 体育学部  秋田市 018-834-4722

さらに魅力ある支部同窓会に秋田県
支部長
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　企業や教育界等、幅広い分野で多くの会員
が活躍されています。武田淳氏（83年度体育
卒、蕨高校）は平成23年度に県優秀教員「はつ
らつ先生」、平成24年度には「中途退学者の減
少への取り組み」で文部科学大臣賞を受賞さ
れました。皆様も近況・情報等を是非お知らせ下
さい。平成26年6月に同窓会を開催予定です。

　県支部長を引き継いだ昭和61年当時は、中
京大学にお世話になっている学生が少ないこと
に加え、卒業された先輩方もほんの数人という
状況でした。それから27年経過した今、245人が
母校を巣立ち、母校の学びを活かして教員、警
察、行政機関等で活躍しており、学校部会や警
察部会を立ち上げるまで充実したところです。

　この度、新潟県支部同窓会支部長を仰せつ
かりました。前支部長の瀬野正英先生の後任と
いうことで大変身の引き締まる思いです。11万人
を超える同窓会のご支援が出来ることと、中京
大学の益々の発展に地元より寄与したいと考え
ております。母校への熱い思いをさらに強くして
いけるよう頑張っていく所存です。

猿田 明 1972年度 体育学部  四街道市 043-422-0620

　千葉県内には300余名の同窓生がおります。
平成26年10月には、4年前の千葉国体時の全
国同窓会以来の千葉県同窓会を開催します。
大学卒業後はなつかしい友人の方 と々お会い
することが少ないと思います。この機会に是非ご
都合をつけていただき、多くの同窓生の皆様に
ご出席していただきたいと思います。

なつかしい皆さんとお会いしましょう

　平成13年に支部長となり、今年で13年目を迎
えます。毎年部会の拡充を、といいながら、なか
なか前進できていないのが現状です。今後、警
察、自治体さらには前回の支部同窓会でも話題
に上った女性部会等情報を集めながら拡充に
力を入れていきたいと考えています。同窓生の
皆様の情報提供をぜひ宜しくお願い致します。

　昨年度、東京国体の開催に合わせ、全国同
窓会を開催させていただきました。関東近県の
支部にもお力添えをいただき、盛会のうちに終え
ることができました。また大学、そして全国より多く
のご参加をいただけましたこと、心よりお礼申し
上げます。今後も同窓生の連絡を図りながら、組
織力を高めていきたいと思います。

　今年1月13日、第92回高校サッカー選手権大
会で富山第一高校が初優勝しました。同校サッ
カー部の長峰俊之部長（75年度体育卒）は本
学卒業後、母校富山第一高校の教員となり、30
年間サッカー部を指導されました。この3月で定
年を迎えられますが、教員生活の最後を「優勝」
で飾りました。先輩おめでとうございます。

　神奈川県では毎年、中学生の有力選手が集
うジュニアオリンピック陸上競技大会が行われ、
指導者として同窓生が来県します。昨年もモス
クワ世界陸上に出場した安部孝駿選手の父親
をはじめ数人の同窓生が集まり、思い出話に花
を咲かせました。活躍する仲間の姿に元気を貰
ったひとときとなりました。

　今年度（26年）は、本県支部同窓会の核であ
る学校部会が発足から10年目を迎えます。そこ
でこの記念すべき10年目を、支部同窓会のさら
なる発展の一つの節目の年と捉え、記念事業等
を計画中です。一般会員にも参加を呼びかけ、
実りある同窓会を開催できるよう準備を進めてい
きたいと思っています。

高木 英朗 1969年度 体育学部  北本市 048-542-8303

各界で活躍する会員をご紹介します埼玉県
支部長

千葉県
支部長

竹内 知宏 1979年度 体育学部  新潟市 025-281-8455

母校への熱い思いを胸に

岩下 良  1969年度 体育学部  金沢市 076-298-3122

学校部会発足10年の節目に石川県
支部長

野田 智 1978年度 法学部  射水市 0766-56-2215

最後の国立競技場に舞う 中京OB富山県
支部長

　支部の懇親会は例年のように酒を酌み交わ
しながら大いに盛り上がりました。今回、大学の
先生方との懇親ゴルフを初めて企画しましたが、
寒さと参加者が少なかったため中止となりまし
た。福井県支部の同窓会は毎年12月の第1土
曜としてきましたが、今後、懇親ゴルフ等の日程
を考え、開催日を変更する方向で検討中です。

　本県出身者の、現役学生たちが文化・スポー
ツで活躍している姿を見て、同窓生として大変
嬉しく思っています。また県支部長となり10年が
経過し、会員諸兄（諸姉）のご協力を得て組織
づくりを推進してきました。今後も一般・学校・女子
部会が一体となり、さらに輪を広げていきたいと
考えています。

橋本 美智夫 1967年度 体育学部  静岡市 054-262-9031

さらに大きな輪の広がりを静岡県
支部長

坂下 貞雄 1967年度 体育学部  吉田郡 0776-61-0860

同窓会の開催日を変更します！福井県
支部長

　岐阜県同窓会は5地区に分けて開催してい
ます。県全体の同窓会は年1回行うことになりま
した。会員数も6500名になりました。それぞれ新
しい役員で多くの参加を求めて組織の若返り
を図り、同窓会の士気を一層高めて参りたいと
思っております。最後に母校中京大学の益々
の発展を願っております。

　今年は支部同窓会が三重県で開催されま
す。その準備として教員、警察、公務員名簿が
出来上がり次第、会合を持ち、現在、活躍されて
いる市長、町会議員、市会議員を中心に三重支
部を発展させていきたいと思います。12月の支
部同窓会には、多数の方々のご出席をお待ち
しております。

加古 昭次 1965年度 体育学部  松阪市 0598-29-1719

支部同窓会の盛大な開催に取り組む三重県
支部長

　一昨年、11月に「大津プリンスホテル」におい
て滋賀県支部同窓会を開催。大変多くの同窓
生がつどい盛大な会となりました。
　また本県の同窓生も急増し、1400名を超えま
した。今後、一層連携を密に同窓の絆を強めて
いきたいと思います。7年毎の中間年にも積極的
に支部同窓会を計画できればと考えています。

奥村 源太郎 1964年度 体育学部  甲賀市 0748-88-4911

同窓の絆を大切にしていこう滋賀県
支部長

山脇 義宏 1962年度 体育学部  安八郡 0584-27-4678

組織の活性化を図りながら岐阜県
支部長

　「広げよう！京都の絆」をテーマに、京都の同
窓生が集まる26年度総会を予定しています。ま
た、2015年には近畿ブロック支部同窓会を京都
で開催予定です。盛大な同窓会となりますよう皆
様のご出席、ご協力を宜しくお願い申し上げま
す。今年度も京都の絆を大切に、それぞれの分
野でご活躍ください。

　一昨年に続き、昨年11月、新大阪ワシントンホ
テルプラザで総会、懇親会を行いました。大学
関係者8名を迎えて54名の参加者で新役員の
承認と懇親を深め合いました。次回は11月9日
（日）、同じ場所で開催予定です。活動が長く停
滞していたこともあり、参加者が思うように集まりま
せん。どうぞご協力下さい。

岡本 博 1968年度 体育学部  大阪市 06-6340-3031

本格始動に向けてご協力を大阪府
支部長

木村 義二 1972年度 体育学部  南丹市 0771-62-3370

広げよう！京都の絆京都府
支部長

　以前は、支部同窓会を年に1回は開催してい
ましたが、平成22年に開催して以来は実施して
いません。今後は定期的に実施できるように計
画する予定です。現在は、会員数も455名に上り
ました。平成29年は久しぶりの支部同窓会も開
催予定です。会員の皆様には、ご協力のほど、よ
ろしくお願いします。

　当支部は、同窓会員相互のつながりと絆をさ
らに深めて親睦と交流を図り、会員の地位向上
と大学発展に寄与する目的で組織運営に資す
る会則を制定しました。また役員構成も支部長、
副支部長、事務局長、代表幹事を中心に各地
域、各職域、各体育クラブの幹事を設け、鋭意、
同窓会進展の為に尽くしていきたいと思います。

四至本 晴夫 1964年度 体育学部  泉南郡 072-494-0232

新生和歌山支部、上昇発進！和歌山県
支部長

　昨年、大学選手権に出場していた女子ソフト
ボール部が雨天の練習に困り、市立尼崎高校
の施設を借りるお手伝いをしました。活気ある練
習風景を眺め、翌日、観戦した試合では城西大
に快勝！優勝を決めた夜、二瓶監督より感謝の
電話を頂戴しました。日本一を少しでもサポート
できたこと、支部として嬉しく思っています。

藤田 英明 1964年度 体育学部  西宮市 0798-53-3383

少しのお手伝い兵庫県
支部長

高見 喬宏 1967年度 体育学部   宇陀市 0745-82-3426

同窓会開催を定期的なものに奈良県
支部長 長谷川 浩一 1979年度 体育学部  飯田市 0265-22-1515

部会の拡充に向けて長野県
支部長

山下 正人 1971年度 体育学部  中巨摩郡 055-275-3705

更なる充実を山梨県
支部長

加藤 隆司 1982年度 体育学部  江戸川区 090-1735-5703

東京の組織力を高めたいと思っています東京都
支部長

諸石 晃 1982年度 体育学部  座間市 046-251-8887

神奈川に集う仲間と神奈川県
支部長

　10月12日（土）、支部同窓会を開催し総勢50
名、県内32名にご参加いただきました。また3年
後に総会を予定しており、住所等の確認を行っ
ていますので、同窓生（先輩・後輩）等をご存じ
の方は下記までお知らせください。
TEL・FAX ： 027-221-3865
メール ： taka43mikawa@yahoo.co.jp

三川 高 1970年度 体育学部  前橋市 027-221-3865

3年後の総会にむけて名簿を更新中群馬県
支部長

新潟県
支部長
（新）
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指導者として同窓生が来県します。昨年もモス
クワ世界陸上に出場した安部孝駿選手の父親
をはじめ数人の同窓生が集まり、思い出話に花
を咲かせました。活躍する仲間の姿に元気を貰
ったひとときとなりました。

　今年度（26年）は、本県支部同窓会の核であ
る学校部会が発足から10年目を迎えます。そこ
でこの記念すべき10年目を、支部同窓会のさら
なる発展の一つの節目の年と捉え、記念事業等
を計画中です。一般会員にも参加を呼びかけ、
実りある同窓会を開催できるよう準備を進めてい
きたいと思っています。

高木 英朗 1969年度 体育学部  北本市 048-542-8303

各界で活躍する会員をご紹介します埼玉県
支部長

千葉県
支部長

竹内 知宏 1979年度 体育学部  新潟市 025-281-8455

母校への熱い思いを胸に

岩下 良  1969年度 体育学部  金沢市 076-298-3122

学校部会発足10年の節目に石川県
支部長

野田 智 1978年度 法学部  射水市 0766-56-2215

最後の国立競技場に舞う 中京OB富山県
支部長

　支部の懇親会は例年のように酒を酌み交わ
しながら大いに盛り上がりました。今回、大学の
先生方との懇親ゴルフを初めて企画しましたが、
寒さと参加者が少なかったため中止となりまし
た。福井県支部の同窓会は毎年12月の第1土
曜としてきましたが、今後、懇親ゴルフ等の日程
を考え、開催日を変更する方向で検討中です。

　本県出身者の、現役学生たちが文化・スポー
ツで活躍している姿を見て、同窓生として大変
嬉しく思っています。また県支部長となり10年が
経過し、会員諸兄（諸姉）のご協力を得て組織
づくりを推進してきました。今後も一般・学校・女子
部会が一体となり、さらに輪を広げていきたいと
考えています。

橋本 美智夫 1967年度 体育学部  静岡市 054-262-9031

さらに大きな輪の広がりを静岡県
支部長

坂下 貞雄 1967年度 体育学部  吉田郡 0776-61-0860

同窓会の開催日を変更します！福井県
支部長

　岐阜県同窓会は5地区に分けて開催してい
ます。県全体の同窓会は年1回行うことになりま
した。会員数も6500名になりました。それぞれ新
しい役員で多くの参加を求めて組織の若返り
を図り、同窓会の士気を一層高めて参りたいと
思っております。最後に母校中京大学の益々
の発展を願っております。

　今年は支部同窓会が三重県で開催されま
す。その準備として教員、警察、公務員名簿が
出来上がり次第、会合を持ち、現在、活躍されて
いる市長、町会議員、市会議員を中心に三重支
部を発展させていきたいと思います。12月の支
部同窓会には、多数の方々のご出席をお待ち
しております。

加古 昭次 1965年度 体育学部  松阪市 0598-29-1719

支部同窓会の盛大な開催に取り組む三重県
支部長

　一昨年、11月に「大津プリンスホテル」におい
て滋賀県支部同窓会を開催。大変多くの同窓
生がつどい盛大な会となりました。
　また本県の同窓生も急増し、1400名を超えま
した。今後、一層連携を密に同窓の絆を強めて
いきたいと思います。7年毎の中間年にも積極的
に支部同窓会を計画できればと考えています。

奥村 源太郎 1964年度 体育学部  甲賀市 0748-88-4911

同窓の絆を大切にしていこう滋賀県
支部長

山脇 義宏 1962年度 体育学部  安八郡 0584-27-4678

組織の活性化を図りながら岐阜県
支部長

　「広げよう！京都の絆」をテーマに、京都の同
窓生が集まる26年度総会を予定しています。ま
た、2015年には近畿ブロック支部同窓会を京都
で開催予定です。盛大な同窓会となりますよう皆
様のご出席、ご協力を宜しくお願い申し上げま
す。今年度も京都の絆を大切に、それぞれの分
野でご活躍ください。

　一昨年に続き、昨年11月、新大阪ワシントンホ
テルプラザで総会、懇親会を行いました。大学
関係者8名を迎えて54名の参加者で新役員の
承認と懇親を深め合いました。次回は11月9日
（日）、同じ場所で開催予定です。活動が長く停
滞していたこともあり、参加者が思うように集まりま
せん。どうぞご協力下さい。

岡本 博 1968年度 体育学部  大阪市 06-6340-3031

本格始動に向けてご協力を大阪府
支部長

木村 義二 1972年度 体育学部  南丹市 0771-62-3370

広げよう！京都の絆京都府
支部長

　以前は、支部同窓会を年に1回は開催してい
ましたが、平成22年に開催して以来は実施して
いません。今後は定期的に実施できるように計
画する予定です。現在は、会員数も455名に上り
ました。平成29年は久しぶりの支部同窓会も開
催予定です。会員の皆様には、ご協力のほど、よ
ろしくお願いします。

　当支部は、同窓会員相互のつながりと絆をさ
らに深めて親睦と交流を図り、会員の地位向上
と大学発展に寄与する目的で組織運営に資す
る会則を制定しました。また役員構成も支部長、
副支部長、事務局長、代表幹事を中心に各地
域、各職域、各体育クラブの幹事を設け、鋭意、
同窓会進展の為に尽くしていきたいと思います。

四至本 晴夫 1964年度 体育学部  泉南郡 072-494-0232

新生和歌山支部、上昇発進！和歌山県
支部長

　昨年、大学選手権に出場していた女子ソフト
ボール部が雨天の練習に困り、市立尼崎高校
の施設を借りるお手伝いをしました。活気ある練
習風景を眺め、翌日、観戦した試合では城西大
に快勝！優勝を決めた夜、二瓶監督より感謝の
電話を頂戴しました。日本一を少しでもサポート
できたこと、支部として嬉しく思っています。

藤田 英明 1964年度 体育学部  西宮市 0798-53-3383

少しのお手伝い兵庫県
支部長

高見 喬宏 1967年度 体育学部   宇陀市 0745-82-3426

同窓会開催を定期的なものに奈良県
支部長 長谷川 浩一 1979年度 体育学部  飯田市 0265-22-1515

部会の拡充に向けて長野県
支部長

山下 正人 1971年度 体育学部  中巨摩郡 055-275-3705

更なる充実を山梨県
支部長

加藤 隆司 1982年度 体育学部  江戸川区 090-1735-5703

東京の組織力を高めたいと思っています東京都
支部長

諸石 晃 1982年度 体育学部  座間市 046-251-8887

神奈川に集う仲間と神奈川県
支部長

　10月12日（土）、支部同窓会を開催し総勢50
名、県内32名にご参加いただきました。また3年
後に総会を予定しており、住所等の確認を行っ
ていますので、同窓生（先輩・後輩）等をご存じ
の方は下記までお知らせください。
TEL・FAX ： 027-221-3865
メール ： taka43mikawa@yahoo.co.jp

三川 高 1970年度 体育学部  前橋市 027-221-3865

3年後の総会にむけて名簿を更新中群馬県
支部長

新潟県
支部長
（新）



　平成26年度「中京大学全国同窓会」が10月
11日（土）長崎市にて開催されます。長崎は西
洋と融合して栄えた異国情緒豊かな街並みや
食文化、教会群や近代産業遺産、世界三大夜
景などを楽しむことが出来ます。皆様のお越しを
心よりお待ちしています。歴史と文化の香り漂う長
崎の地で、中京大学同窓生の絆を深めましょう。

　古代ローマのキケロは、「人生から友情を取り
去るのは、この世界から太陽を取り去るようなも
の」といいました。まさしく友情のない世界は暗黒
です。友情こそ人生の宝です。2014年9月に支
部同窓会を開催予定です。同窓生の皆様、母
校の絆を確かめながら熱い友情を結び、楽しく
語り合いましょう。参加をお待ちしています。

　都城市在住の大学卒業教職員たちは、先月、
副市長野村秀雄氏（1972年法学部卒）を囲んで
大学の思い出や市政・教育について、それぞれ
の思いを語り合い有意義な時間を過ごしました。
初の企画でしたが、今後は他の卒業生にも呼び
かけ、2016年の県支部同窓会成功に向けて、
会員の絆を一層深めていきたいと思います。

陶山 三千也 1978年度 体育学部  玉名郡 0968-34-3254

　熊本県支部同窓会員数（住所判明者）208
名と九州・沖縄支部でいちばん少ない会員数で
あり、宛先不明者の数が127名と1／3以上の同
窓と連絡がつかない状況です。県下各ブロック
（市内・城北・城南・球磨人吉・芦北水俣）での同
窓会活動を何とか実現するためにも、ぜひ皆様
にご協力をお願いしたいと思います。

熊本県下同窓会組織力の強化を

　母校は2014年に60周年の創立記念年を迎
えます。母校で学び、いろいろな見識を修得し
て1972年3月に卒業しましたが、早いもので42
年の歳月が流れました。その間、我が母校は11
学部の総合大学に生まれ変わり大発展を遂
げ、国公立も含めて全国有数の大学になりまし
た。60周年オメデトウございます。

　11月16日、大学本部より竹尾同窓会副会長
他4名の出席を頂き、大分市内のホテルで開催
しました。2～3年前より本誌等を通じ、幾度も出
席を呼び掛けましたが、残念ながら10人弱の参
加でした。仕事の都合をつけ、途中に駆けつけ
てくれた会員もいましたが、県外在住の支部長
では難しさもあり、交代を切に願います。

妻鹿 実 1974年度 体育学部  西彼杵郡 095-882-8730

歓迎！全国同窓会in長崎！！

野中 芳郎 1969年度 体育学部  宮崎市 0985-28-4343

都城地区教職員懇談会の開催

宮城 鐵夫 1971年度 体育学部  名護市 0980-52-0008

中京大学バンザイ！！沖縄県
支部長

肥後 六男 1970年度 商学部  鹿児島市 099-295-3738

出会いと語らいの中へ鹿児島県
支部長

宮崎県
支部長

石井 厚 1963年度 体育学部  築上郡 0979-25-0525

5年ぶりの支部同窓会を開催して大分県
支部長

アメリカ合衆国東部支部長（新）

　「吹きわたれ　若人の風　北九州へ」の
スローガンのもと、全国高校総体「2013未来をつ
なぐ北部九州総体」が8月、佐賀県でも開催され
ました。8月4日には剣道競技に出場される全国
の高等学校指導者・関係者の方 を々迎え、佐賀
県の中京大学剣道部卒業生の皆様が歓迎会
を開催。佐賀支部からも4名参加しました。

佐保 文明 1970年度 体育学部  佐賀市 0952-62-4737

高校総体開催に合わせて

　25年度の本県支部同窓会を7年ぶりに開催。
前回より11名少ない35名の出席者でしたが、久
しぶりの再会に盛り上がりました。
　石見地区の皆さんには、宿泊を伴い参加しに
くいため、26年度に石見地区同窓会を開催予
定です。発起人を田中利徳理事（71年度卒）に
お願いしています。ふるってご参加ください。

　本年、中国・四国地区支部長会と併せて支部
同窓会が7年ぶりに開催（11月）されます。
　本会は大学からも本部役員・先生方が多数
来県され母校の近況報告などが行われます。本
会が有意義な会となりますよう、多数の参加を願
って各地区や年代で中心となる方への依頼を
致します。ご協力のほどよろしくお願いします。

　西日本学生陸上競技選手権大会が鳴門陸
上競技場で7月に開催されました。選手の激励
を兼ねた懇親会では、陸上競技部安藤好郎部
長はじめスタッフ、選手を含め50数名の皆さん
が集まりました。大会では男女とも総合優勝とい
う輝かしい成績で、本県に中京大学の名をさら
に広める絶好の機会となりました。

石川 浩朗 1969年度 体育学部  岡山市 090-1181-8014

　支部同窓生の繋がりを強めるために4地区
での開催を計画し、岡山・倉敷と開催できまし
た。各会ともそれなりの成果を上げることがで
きたと思っています。2月15日（土）には、津山
市での開催が実現しました。新しい地区での
開催でしたが、多数の方々に参加していただ
きました。

各地区での同窓会も賑やかに！

　今治市で日本拳法の道場を立ち上げて丸6
年。昨年、ついに2名の全国チャンピオンが誕生
し、努力は実ることを子どもたちに教えられました。
2017年のえひめ国体では、「デモスポとしての
日本拳法」の今治市開催が決まっています。青
少年の健全育成や地域社会の発展に寄与でき
るよう、準備に取り組んで参りたいと思います。

　昨秋、役員を中心とした懇親会を開催し、そこ
で支部活動に再び活力を持たせる手段などが
話題に上りました。手始めとして教育関係者の
会を催すべく、準備に入っております。漸次、地
区別会合などへと幅を広げ、総会へと進みたい
と考えます。会員の皆様から各種情報のご提供
と、会合へのご参加を宜しくお願い致します。

　昨年10月に本県で開催されました、ねんりん
ピックでは大学関係者の方や多くの皆様にご
来県いただき成功裏のうちに終了できました。
ありがとうございました。平成26年度の支部総
会は5月31日（土）、翌日の6月1日（日）には恒例の
梅村杯親睦ゴルフコンペを予定していますの
で、多くの皆様のご参加をお願いします。

　昨年、初めての先輩から連絡をいただきまし
た。「ボンディ・パートナー・システム」という欧風カ
レーとコーヒーの会社を運営されているとのこと
で、わざわざ訪ねていただきアドバイスを頂戴し
ました。また2年後に県支部同窓会を開催予定
です。支部活動のさらなる活性化につながるよう
多数の参加をお待ちしています。

　福岡県は、県内を四地区に分け、毎年巡回
で同窓会を開催しています。2014年は9月13日に
九州支部同窓会を福岡県で開催します。会員
数（559名）は九州でいちばん多い県です。“一
人でも多く参加者を”をモットーに、世話人（ミニ
懇親会を開いて）一同頑張っております。近県
からの参加も宜しくお願い致します。

大森 栄二 1972年度 体育学部  松江市 0852-24-4225

石見地区同窓会にご参加ください島根県
支部長

岡山県
支部長

堀北 茂生 1969年度 体育学部  阿波市 088-696-3225

祝！陸上競技部、西日本学生ナンバー1

武尾 一三 1969年度 体育学部  遠賀郡 093-202-1706

九州支部同窓会の開催決定福岡県
支部長

川島 祥嗣 1978年度 体育学部  高知市 090-3989-3060

支部総会へ多数のご参加を高知県
支部長

村上 泰史 1984年度 商学部  今治市 090-3187-3045

夢の舞台で日本一に愛媛県
支部長

高橋 卓巳 1979年度 体育学部  観音寺市 0875-54-3736

支部同窓会が開催されます香川県
支部長

徳島県
支部長

徳永 安春 1969年度 体育学部  広島市 082-289-7631

支部活動の活性化に向けて広島県
支部長

浜岡 藤生 1974年度 体育学部  下関市 083-259-8732

新たな出会いを糧に山口県
支部長

　平成26年度の支部総会を10月に倉吉市
の倉吉シティホテルで開催します。開催日の
1ヶ月前に案内ハガキを郵送します。多数の参
加をお待ちしています。
　また県支部のために尽力いただいた竹中浩
紀さん（77年健康教育学科卒）がご逝去されま
した。謹んでお悔やみ申し上げます。

清水 寛 1972年度 体育学部  鳥取市 090-7777-3212

鳥取県支部総会開催鳥取県
支部長

佐賀県
支部長

長崎県
支部長

熊本県
支部長

趙 榮瑞
1985年度 体育学部
台中市
0932-646-415

大場 邦明
1965年度 商学部
ニューヨーク
845-753-5648

立川 正孝
1966年度 商学部
ロサンゼルス
310-516-0366

アメリカ
合衆国
支部長

平原 照仁
1989年度 社会学部
シドニー 

中華民国
（台湾）
支部長

林 大輔
1990年度 体育学部
ビクトリア
250-721-9978

カナダ
支部長
（新）

オースト
ラリア
支部長



　平成26年度「中京大学全国同窓会」が10月
11日（土）長崎市にて開催されます。長崎は西
洋と融合して栄えた異国情緒豊かな街並みや
食文化、教会群や近代産業遺産、世界三大夜
景などを楽しむことが出来ます。皆様のお越しを
心よりお待ちしています。歴史と文化の香り漂う長
崎の地で、中京大学同窓生の絆を深めましょう。

　古代ローマのキケロは、「人生から友情を取り
去るのは、この世界から太陽を取り去るようなも
の」といいました。まさしく友情のない世界は暗黒
です。友情こそ人生の宝です。2014年9月に支
部同窓会を開催予定です。同窓生の皆様、母
校の絆を確かめながら熱い友情を結び、楽しく
語り合いましょう。参加をお待ちしています。

　都城市在住の大学卒業教職員たちは、先月、
副市長野村秀雄氏（1972年法学部卒）を囲んで
大学の思い出や市政・教育について、それぞれ
の思いを語り合い有意義な時間を過ごしました。
初の企画でしたが、今後は他の卒業生にも呼び
かけ、2016年の県支部同窓会成功に向けて、
会員の絆を一層深めていきたいと思います。

陶山 三千也 1978年度 体育学部  玉名郡 0968-34-3254

　熊本県支部同窓会員数（住所判明者）208
名と九州・沖縄支部でいちばん少ない会員数で
あり、宛先不明者の数が127名と1／3以上の同
窓と連絡がつかない状況です。県下各ブロック
（市内・城北・城南・球磨人吉・芦北水俣）での同
窓会活動を何とか実現するためにも、ぜひ皆様
にご協力をお願いしたいと思います。

熊本県下同窓会組織力の強化を

　母校は2014年に60周年の創立記念年を迎
えます。母校で学び、いろいろな見識を修得し
て1972年3月に卒業しましたが、早いもので42
年の歳月が流れました。その間、我が母校は11
学部の総合大学に生まれ変わり大発展を遂
げ、国公立も含めて全国有数の大学になりまし
た。60周年オメデトウございます。

　11月16日、大学本部より竹尾同窓会副会長
他4名の出席を頂き、大分市内のホテルで開催
しました。2～3年前より本誌等を通じ、幾度も出
席を呼び掛けましたが、残念ながら10人弱の参
加でした。仕事の都合をつけ、途中に駆けつけ
てくれた会員もいましたが、県外在住の支部長
では難しさもあり、交代を切に願います。

妻鹿 実 1974年度 体育学部  西彼杵郡 095-882-8730

歓迎！全国同窓会in長崎！！

野中 芳郎 1969年度 体育学部  宮崎市 0985-28-4343

都城地区教職員懇談会の開催

宮城 鐵夫 1971年度 体育学部  名護市 0980-52-0008

中京大学バンザイ！！沖縄県
支部長

肥後 六男 1970年度 商学部  鹿児島市 099-295-3738

出会いと語らいの中へ鹿児島県
支部長

宮崎県
支部長

石井 厚 1963年度 体育学部  築上郡 0979-25-0525

5年ぶりの支部同窓会を開催して大分県
支部長

アメリカ合衆国東部支部長（新）

　「吹きわたれ　若人の風　北九州へ」の
スローガンのもと、全国高校総体「2013未来をつ
なぐ北部九州総体」が8月、佐賀県でも開催され
ました。8月4日には剣道競技に出場される全国
の高等学校指導者・関係者の方 を々迎え、佐賀
県の中京大学剣道部卒業生の皆様が歓迎会
を開催。佐賀支部からも4名参加しました。

佐保 文明 1970年度 体育学部  佐賀市 0952-62-4737

高校総体開催に合わせて

　25年度の本県支部同窓会を7年ぶりに開催。
前回より11名少ない35名の出席者でしたが、久
しぶりの再会に盛り上がりました。
　石見地区の皆さんには、宿泊を伴い参加しに
くいため、26年度に石見地区同窓会を開催予
定です。発起人を田中利徳理事（71年度卒）に
お願いしています。ふるってご参加ください。

　本年、中国・四国地区支部長会と併せて支部
同窓会が7年ぶりに開催（11月）されます。
　本会は大学からも本部役員・先生方が多数
来県され母校の近況報告などが行われます。本
会が有意義な会となりますよう、多数の参加を願
って各地区や年代で中心となる方への依頼を
致します。ご協力のほどよろしくお願いします。

　西日本学生陸上競技選手権大会が鳴門陸
上競技場で7月に開催されました。選手の激励
を兼ねた懇親会では、陸上競技部安藤好郎部
長はじめスタッフ、選手を含め50数名の皆さん
が集まりました。大会では男女とも総合優勝とい
う輝かしい成績で、本県に中京大学の名をさら
に広める絶好の機会となりました。

石川 浩朗 1969年度 体育学部  岡山市 090-1181-8014

　支部同窓生の繋がりを強めるために4地区
での開催を計画し、岡山・倉敷と開催できまし
た。各会ともそれなりの成果を上げることがで
きたと思っています。2月15日（土）には、津山
市での開催が実現しました。新しい地区での
開催でしたが、多数の方々に参加していただ
きました。

各地区での同窓会も賑やかに！

　今治市で日本拳法の道場を立ち上げて丸6
年。昨年、ついに2名の全国チャンピオンが誕生
し、努力は実ることを子どもたちに教えられました。
2017年のえひめ国体では、「デモスポとしての
日本拳法」の今治市開催が決まっています。青
少年の健全育成や地域社会の発展に寄与でき
るよう、準備に取り組んで参りたいと思います。

　昨秋、役員を中心とした懇親会を開催し、そこ
で支部活動に再び活力を持たせる手段などが
話題に上りました。手始めとして教育関係者の
会を催すべく、準備に入っております。漸次、地
区別会合などへと幅を広げ、総会へと進みたい
と考えます。会員の皆様から各種情報のご提供
と、会合へのご参加を宜しくお願い致します。

　昨年10月に本県で開催されました、ねんりん
ピックでは大学関係者の方や多くの皆様にご
来県いただき成功裏のうちに終了できました。
ありがとうございました。平成26年度の支部総
会は5月31日（土）、翌日の6月1日（日）には恒例の
梅村杯親睦ゴルフコンペを予定していますの
で、多くの皆様のご参加をお願いします。

　昨年、初めての先輩から連絡をいただきまし
た。「ボンディ・パートナー・システム」という欧風カ
レーとコーヒーの会社を運営されているとのこと
で、わざわざ訪ねていただきアドバイスを頂戴し
ました。また2年後に県支部同窓会を開催予定
です。支部活動のさらなる活性化につながるよう
多数の参加をお待ちしています。

　福岡県は、県内を四地区に分け、毎年巡回
で同窓会を開催しています。2014年は9月13日に
九州支部同窓会を福岡県で開催します。会員
数（559名）は九州でいちばん多い県です。“一
人でも多く参加者を”をモットーに、世話人（ミニ
懇親会を開いて）一同頑張っております。近県
からの参加も宜しくお願い致します。

大森 栄二 1972年度 体育学部  松江市 0852-24-4225

石見地区同窓会にご参加ください島根県
支部長

岡山県
支部長

堀北 茂生 1969年度 体育学部  阿波市 088-696-3225

祝！陸上競技部、西日本学生ナンバー1

武尾 一三 1969年度 体育学部  遠賀郡 093-202-1706

九州支部同窓会の開催決定福岡県
支部長

川島 祥嗣 1978年度 体育学部  高知市 090-3989-3060

支部総会へ多数のご参加を高知県
支部長

村上 泰史 1984年度 商学部  今治市 090-3187-3045

夢の舞台で日本一に愛媛県
支部長

高橋 卓巳 1979年度 体育学部  観音寺市 0875-54-3736

支部同窓会が開催されます香川県
支部長

徳島県
支部長

徳永 安春 1969年度 体育学部  広島市 082-289-7631

支部活動の活性化に向けて広島県
支部長

浜岡 藤生 1974年度 体育学部  下関市 083-259-8732

新たな出会いを糧に山口県
支部長

　平成26年度の支部総会を10月に倉吉市
の倉吉シティホテルで開催します。開催日の
1ヶ月前に案内ハガキを郵送します。多数の参
加をお待ちしています。
　また県支部のために尽力いただいた竹中浩
紀さん（77年健康教育学科卒）がご逝去されま
した。謹んでお悔やみ申し上げます。

清水 寛 1972年度 体育学部  鳥取市 090-7777-3212

鳥取県支部総会開催鳥取県
支部長

佐賀県
支部長

長崎県
支部長

熊本県
支部長

趙 榮瑞
1985年度 体育学部
台中市
0932-646-415

大場 邦明
1965年度 商学部
ニューヨーク
845-753-5648

立川 正孝
1966年度 商学部
ロサンゼルス
310-516-0366

アメリカ
合衆国
支部長

平原 照仁
1989年度 社会学部
シドニー 

中華民国
（台湾）
支部長

林 大輔
1990年度 体育学部
ビクトリア
250-721-9978

カナダ
支部長
（新）

オースト
ラリア
支部長
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昨
年
九
月
二
十
八
日（
土
）、新

宿
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に
て「
第
二

十
九
回
全
国
同
窓
会
」を
開
催
し

ま
し
た
。

　

中
京
大
学
か
ら
は
梅
村
清
英
学

園
理
事
長
、北
川
薫
学
長
を
は
じ

め
多
数
の
ご
来
賓
の
皆
様
、ま
た
全

国
か
ら
多
く
の
同
窓
生
の
皆
様
に

ご
参
加
い
た
だ
き
開
催
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
旧
交
を
温
め
た

り
、新
し
い
出
会
い
が
あ
っ
た
り
と

実
り
あ
る
会
と
な
り
ま
し
た
。ア
ト

ラ
ク
シ
ョン
で
は
西
新
井
江
戸
囃
子

保
存
会
の
寿
獅
子
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
、お
帰
り
の
際
、

多
く
の
ね
ぎ
ら
い
や
感
謝
の
言
葉

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
開
催
に
あ
た
って
校
友
会
本

部
よ
り
大
き
な
ご
支
援
を
賜
り
ま

し
た
こ
と
、心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。次
回
、長
崎
の
地
で
お
会
い
で

き
ま
す
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り

ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
東
京
都
支
部
長 

加
藤　

隆
司
）

　

海
外
支
部
五
番
目
と
な
る「
中

京
大
学
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
東
部
支

部
」の
設
立
総
会
が
、昨
年
三
月
七

日（
木
）、ニュー
ヨ
ー
ク
市
内
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
に
は
、会
員
四
名
と
大
学

か
ら
梅
村
清
英
学
園
理
事
長
を
は

じ
め
寺
尾
国
際
セ
ン
タ
ー
職
員
、赤

羽
校
友
会
本
部
係
長
が
出
席
。

　

大
場
邦
明（
六
十
五
年
商
学
部

卒
）が
支
部
長
、石
塚
由
紀（
七
十

二
年
商
学
部
卒
）が
副
支
部
長
、原

田
は
る
枝（
七
十
八
年
文
学
部
卒
）

が
そ
れ
ぞ
れ
事
務
局
長
に
選
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
懇
親
会
で
は
、ち
ょ
う

ど
語
学
研
修
に
来
て
い
た
母
校
の

学
生
十
二
名
と
引
率
の
若
尾
国
際

セ
ン
タ
ー
室
長
も
合
流
し
て
賑
や
か

な
会
と
な
り
、瞬
く
間
に
三
時
間
が

過
ぎ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
先
、ア
メ
リ
カ
東
部
支

部
は
母
校
・
中
京
大
学
の
海
外
発

展
に
強
力
な
支
援
組
織
に
な
る
と

確
信
し
て
い
ま
す
。

　

二
十
五
年
度
よ
り
全
道
を
五
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
け
、輪
番
制
で
公
開
講

演
会
、総
会
、懇
親
会
等
を
実
施
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
会
場
を
旭
川
市
に
、湯

浅
教
授
に
よ
る
市
民
講
演
会
を
開

催
。そ
の
後
の
懇
親
会
で
は
同
窓
生

四
十
三
名
、母
校
か
ら
北
川
学
長

は
じ
め
八
名
の
ご
来
賓
を
お
迎
え

し
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

広
大
な
面
積
を
有
す
る
北
海
道

は
、開
催
地
を
毎
年
移
し
な
が
ら

支
部
活
動
の
活
性
化
に
努
め
た
い

と
思
い
ま
す
。　

（
矢
藤　

良
雄
）

　

十
月
五
日（
土
）、「
北
海
道
・

東
北
地
区
支
部
総
会
」を
行
い
ま

し
た
。

　

そ
の
後
は
、一
年
ぶ
り
と
な
る

「
岩
手
県
支
部
同
窓
会
」を
開
催
。

十
五
名
と
少
人
数
な
が
ら
、大
学・

同
窓
会
関
係
の
方
々
を
加
え
て
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

ほ
と
ん
ど
は
顔
馴
染
み
の
メ
ン

バ
ー
で
し
た
が
、平
成
二
十
八
年
に

開
催
予
定
の
全
国
同
窓
会
に
向
け

て
、同
窓
生
ら
の
意
識
の
高
揚
を
確

認
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

沢
山
の
参
加
者
を
集
め
て
全
国

の
方
々
を
お
迎
え
し
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。何
卒
ご
協
力
下
さ
い
。

（
田
村　

雄
孝
）

　

十
月
十
二
日（
土
）、Ｊ
Ｒ
高
崎

駅
前
の
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
に
て
、森

谷
同
窓
会
長
、林
邦
夫
教
授
を
含

め
て
大
学
関
係
者
十
名
の
出
席
を

い
た
だ
き
、総
勢
五
十
名
で「
支
部

同
窓
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

七
年
ぶ
り
二
度
目
と
な
る
同
窓

会
で
し
た
が
、前
回
よ
り
幅
広
い

方
々
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し

た
。今
回
は
林
教
授
の
参
加
に
伴
っ

て
剣
道
部
の
メ
ン
バ
ー
が
勢
ぞ
ろ
い
。

大
学
紹
介
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
は
母
校
の
発

展
に
驚
嘆
の
声
が
上
が
る
な
ど
、会

は
終
始
盛
り
上
が
り
、一
同
楽
し

く
過
ご
し
ま
し
た
。三
年
後
に
群

馬
県
同
窓
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
三
川　

高
）

　

六
月
二
十
二
日（
土
）、「
埼
玉
県

支
部
同
窓
会・総
会
」を
さ
い
た
ま

市
内
の
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
で
総
勢

二
十
三
名
の
参
加
を
得
て
行
い
ま

し
た
。

　

支
部
同
窓
会
会
則
、新
役
員
の

改
選
、同
窓
会
の
年
会
費
等
に
つ
い

て
協
議
し
決
定
し
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
相
互
に
親
睦
を
図

り
、ま
た
懐
か
し
い
旧
友
と
交
流
を

深
め
て
時
間
を
忘
れ
る
ほ
ど
の
盛

会
ぶ
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
学
歌
を
斉
唱
し
て
同
窓

の
絆
を
再
確
認
し
、盛
会
の
う
ち
に

幕
を
閉
じ
た
次
第
で
す
。

　

関
係
者
の
方
々
に
感
謝
す
る
と

と
も
に
、支
部
発
展
の
為
に
努
力
し

て
参
り
ま
す
。　
（
高
木　

英
朗
）

　

二
〇
一
四
年
一
月
二
十
四
日

（
金
）、甲
府
市
内
の
ホ
テ
ル
に
て
、

「
山
梨
県
支
部
総
会
」を
二
十
五
名

の
参
加
を
得
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

大
学
か
ら
は
校
友
会
本
部
片
岡

武
司
参
与
が
出
席
。山
下
支
部
長

の
挨
拶
に
続
い
て
片
岡
参
与
か
ら
大

学
の
現
状
と
将
来
計
画（
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ

10
）に
つい
て
の
説
明
が
あ
り
、開
学

六
十
周
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
、さ

ま
ざ
ま
な
行
事
が
計
画
さ
れ
る
母

校
の
た
め
に
積
極
的
な
協
力
依
頼

が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
野
呂
瀬
顧
問
の
音
頭
で

乾
杯
。懇
親
会
の
席
で
は
出
席
者

全
員
か
ら
近
況
報
告
が
あ
り
、懸

命
に
頑
張
っ
て
い
る
同
窓
の
姿
に
嬉

し
く
な
り
ま
し
た
。

　

若
い
同
窓
生
も
参
加
す
る
山
梨

県
支
部
は
、確
実
に
次
の
世
代
へ
の

移
行
が
進
ん
で
い
る
と
感
じ
ま
し

た
。ど
う
や
ら
明
る
い
未
来
が
待
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。

　

七
月
二
十
日
、年
一
回
の「
静
岡

市
地
区
同
窓
会（
清
水
区
）」を
開

催
し
ま
し
た
。県
支
部
常
任
委
員

の
杉
山
仁
夫
氏
が
中
心
と
な
り
、

約
二
十
名
の
同
窓
生
と
、支
部
長・

一
般
部
会
長・学
校
部
会
長
の
参
加

で
市
内
在
住
の
仲
間
が
集
結
。今

回
は
若
い
同
窓
生
の
出
席
も
あ
り
、

話
題
も
広
が
り
ま
し
た
。

　

支
部
長
挨
拶
に
続
い
て
情
報
交

換
、懇
親
会
と
限
ら
れ
た
時
間
を

有
効
に
使
い
、参
加
者
全
員
が
近
況

報
告
。ま
た
六
〇
年
代
か
ら
現
在

ま
で
の
大
学
沿
革
と
個
々
の
懐
か

し
い
思
い
出
話
を
交
え
、若
い
世
代

に
伝
え
る
機
会
と
も
な
り
ま
し
た
。

次
回
も
同
時
期
に
開
催
予
定
で
す
。

（
橋
本　

美
智
夫
）
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馬
県
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手
県
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同
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全
国
同
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会

　

今
年
一
月
十
九
日（
日
）、カ
ナ

ダ
支
部
同
窓
会
を
顧
問
、支
部
長

を
含
め
た
７
名
の
参
加
を
得
て
、

新
年
会
を
兼
ね
て
バ
ン
ク
ー
バ
ー
市

内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

久
し
ぶ
り
に
皆
が
顔
を
合
わ
せ

る
こ
と
が
で
き
大
変
楽
し
い
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

昨
夏
は
語
学
研
修
中
の
学
生
や
大

学
関
係
者
と
と
も
に
交
流
を
深
め

る
な
ど
同
窓
会
活
動
も
定
期
的
に

実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
の
バ
ン

ク
ー
バ
ー
は
暖
冬
で
山
の
上
は
雪
が

少
な
く
、例
年
に
な
く
街
中
に
も

雨
が
少
な
い
状
況
で
過
ご
し
や
す

さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

（
事
務
局
長　

野
原
誠
治
）
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昨
年
九
月
二
十
八
日（
土
）、新

宿
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に
て「
第
二

十
九
回
全
国
同
窓
会
」を
開
催
し

ま
し
た
。

　

中
京
大
学
か
ら
は
梅
村
清
英
学

園
理
事
長
、北
川
薫
学
長
を
は
じ

め
多
数
の
ご
来
賓
の
皆
様
、ま
た
全

国
か
ら
多
く
の
同
窓
生
の
皆
様
に

ご
参
加
い
た
だ
き
開
催
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
旧
交
を
温
め
た

り
、新
し
い
出
会
い
が
あ
っ
た
り
と

実
り
あ
る
会
と
な
り
ま
し
た
。ア
ト

ラ
ク
シ
ョン
で
は
西
新
井
江
戸
囃
子

保
存
会
の
寿
獅
子
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
、お
帰
り
の
際
、

多
く
の
ね
ぎ
ら
い
や
感
謝
の
言
葉

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
開
催
に
あ
た
って
校
友
会
本

部
よ
り
大
き
な
ご
支
援
を
賜
り
ま

し
た
こ
と
、心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。次
回
、長
崎
の
地
で
お
会
い
で

き
ま
す
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り

ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
東
京
都
支
部
長 

加
藤　

隆
司
）

　

海
外
支
部
五
番
目
と
な
る「
中

京
大
学
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
東
部
支

部
」の
設
立
総
会
が
、昨
年
三
月
七

日（
木
）、ニュー
ヨ
ー
ク
市
内
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
に
は
、会
員
四
名
と
大
学

か
ら
梅
村
清
英
学
園
理
事
長
を
は

じ
め
寺
尾
国
際
セ
ン
タ
ー
職
員
、赤

羽
校
友
会
本
部
係
長
が
出
席
。

　

大
場
邦
明（
六
十
五
年
商
学
部

卒
）が
支
部
長
、石
塚
由
紀（
七
十

二
年
商
学
部
卒
）が
副
支
部
長
、原

田
は
る
枝（
七
十
八
年
文
学
部
卒
）

が
そ
れ
ぞ
れ
事
務
局
長
に
選
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
懇
親
会
で
は
、ち
ょ
う

ど
語
学
研
修
に
来
て
い
た
母
校
の

学
生
十
二
名
と
引
率
の
若
尾
国
際

セ
ン
タ
ー
室
長
も
合
流
し
て
賑
や
か

な
会
と
な
り
、瞬
く
間
に
三
時
間
が

過
ぎ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
先
、ア
メ
リ
カ
東
部
支

部
は
母
校
・
中
京
大
学
の
海
外
発

展
に
強
力
な
支
援
組
織
に
な
る
と

確
信
し
て
い
ま
す
。

　

二
十
五
年
度
よ
り
全
道
を
五
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
け
、輪
番
制
で
公
開
講

演
会
、総
会
、懇
親
会
等
を
実
施
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
会
場
を
旭
川
市
に
、湯

浅
教
授
に
よ
る
市
民
講
演
会
を
開

催
。そ
の
後
の
懇
親
会
で
は
同
窓
生

四
十
三
名
、母
校
か
ら
北
川
学
長

は
じ
め
八
名
の
ご
来
賓
を
お
迎
え

し
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

広
大
な
面
積
を
有
す
る
北
海
道

は
、開
催
地
を
毎
年
移
し
な
が
ら

支
部
活
動
の
活
性
化
に
努
め
た
い

と
思
い
ま
す
。　

（
矢
藤　

良
雄
）

　

十
月
五
日（
土
）、「
北
海
道
・

東
北
地
区
支
部
総
会
」を
行
い
ま

し
た
。

　

そ
の
後
は
、一
年
ぶ
り
と
な
る

「
岩
手
県
支
部
同
窓
会
」を
開
催
。

十
五
名
と
少
人
数
な
が
ら
、大
学・

同
窓
会
関
係
の
方
々
を
加
え
て
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

ほ
と
ん
ど
は
顔
馴
染
み
の
メ
ン

バ
ー
で
し
た
が
、平
成
二
十
八
年
に

開
催
予
定
の
全
国
同
窓
会
に
向
け

て
、同
窓
生
ら
の
意
識
の
高
揚
を
確

認
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

沢
山
の
参
加
者
を
集
め
て
全
国

の
方
々
を
お
迎
え
し
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。何
卒
ご
協
力
下
さ
い
。

（
田
村　

雄
孝
）

　

十
月
十
二
日（
土
）、Ｊ
Ｒ
高
崎

駅
前
の
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
に
て
、森

谷
同
窓
会
長
、林
邦
夫
教
授
を
含

め
て
大
学
関
係
者
十
名
の
出
席
を

い
た
だ
き
、総
勢
五
十
名
で「
支
部

同
窓
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

七
年
ぶ
り
二
度
目
と
な
る
同
窓

会
で
し
た
が
、前
回
よ
り
幅
広
い

方
々
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し

た
。今
回
は
林
教
授
の
参
加
に
伴
っ

て
剣
道
部
の
メ
ン
バ
ー
が
勢
ぞ
ろ
い
。

大
学
紹
介
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
は
母
校
の
発

展
に
驚
嘆
の
声
が
上
が
る
な
ど
、会

は
終
始
盛
り
上
が
り
、一
同
楽
し

く
過
ご
し
ま
し
た
。三
年
後
に
群

馬
県
同
窓
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
三
川　

高
）

　

六
月
二
十
二
日（
土
）、「
埼
玉
県

支
部
同
窓
会・総
会
」を
さ
い
た
ま

市
内
の
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
で
総
勢

二
十
三
名
の
参
加
を
得
て
行
い
ま

し
た
。

　

支
部
同
窓
会
会
則
、新
役
員
の

改
選
、同
窓
会
の
年
会
費
等
に
つ
い

て
協
議
し
決
定
し
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
相
互
に
親
睦
を
図

り
、ま
た
懐
か
し
い
旧
友
と
交
流
を

深
め
て
時
間
を
忘
れ
る
ほ
ど
の
盛

会
ぶ
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
学
歌
を
斉
唱
し
て
同
窓

の
絆
を
再
確
認
し
、盛
会
の
う
ち
に

幕
を
閉
じ
た
次
第
で
す
。

　

関
係
者
の
方
々
に
感
謝
す
る
と

と
も
に
、支
部
発
展
の
為
に
努
力
し

て
参
り
ま
す
。　
（
高
木　

英
朗
）

　

二
〇
一
四
年
一
月
二
十
四
日

（
金
）、甲
府
市
内
の
ホ
テ
ル
に
て
、

「
山
梨
県
支
部
総
会
」を
二
十
五
名

の
参
加
を
得
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

大
学
か
ら
は
校
友
会
本
部
片
岡

武
司
参
与
が
出
席
。山
下
支
部
長

の
挨
拶
に
続
い
て
片
岡
参
与
か
ら
大

学
の
現
状
と
将
来
計
画（
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ

10
）に
つい
て
の
説
明
が
あ
り
、開
学

六
十
周
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
、さ

ま
ざ
ま
な
行
事
が
計
画
さ
れ
る
母

校
の
た
め
に
積
極
的
な
協
力
依
頼

が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
野
呂
瀬
顧
問
の
音
頭
で

乾
杯
。懇
親
会
の
席
で
は
出
席
者

全
員
か
ら
近
況
報
告
が
あ
り
、懸

命
に
頑
張
っ
て
い
る
同
窓
の
姿
に
嬉

し
く
な
り
ま
し
た
。

　

若
い
同
窓
生
も
参
加
す
る
山
梨

県
支
部
は
、確
実
に
次
の
世
代
へ
の

移
行
が
進
ん
で
い
る
と
感
じ
ま
し

た
。ど
う
や
ら
明
る
い
未
来
が
待
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。

　

七
月
二
十
日
、年
一
回
の「
静
岡

市
地
区
同
窓
会（
清
水
区
）」を
開

催
し
ま
し
た
。県
支
部
常
任
委
員

の
杉
山
仁
夫
氏
が
中
心
と
な
り
、

約
二
十
名
の
同
窓
生
と
、支
部
長・

一
般
部
会
長・学
校
部
会
長
の
参
加

で
市
内
在
住
の
仲
間
が
集
結
。今

回
は
若
い
同
窓
生
の
出
席
も
あ
り
、

話
題
も
広
が
り
ま
し
た
。

　

支
部
長
挨
拶
に
続
い
て
情
報
交

換
、懇
親
会
と
限
ら
れ
た
時
間
を

有
効
に
使
い
、参
加
者
全
員
が
近
況

報
告
。ま
た
六
〇
年
代
か
ら
現
在

ま
で
の
大
学
沿
革
と
個
々
の
懐
か

し
い
思
い
出
話
を
交
え
、若
い
世
代

に
伝
え
る
機
会
と
も
な
り
ま
し
た
。

次
回
も
同
時
期
に
開
催
予
定
で
す
。

（
橋
本　

美
智
夫
）

海
外
支
部
同
窓
会

支
部
同
窓
会

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
東
部
支
部
同
窓
会

カ
ナ
ダ
支
部
同
窓
会

第
二
十
九
回
全
国
同
窓
会

北
海
道
支
部
同
窓
会

静
岡
県
支
部
同
窓
会

山
梨
県
支
部
同
窓
会

埼
玉
県
支
部
同
窓
会

群
馬
県
支
部
同
窓
会

岩
手
県
支
部
同
窓
会

全
国
同
窓
会

　

今
年
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月
十
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同
窓
会
を
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部
長

を
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を
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、

新
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会
を
兼
ね
て
バ
ン
ク
ー
バ
ー
市

内
の
レ
ス
ト
ラ
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で
開
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し
ま
し
た
。

　

久
し
ぶ
り
に
皆
が
顔
を
合
わ
せ

る
こ
と
が
で
き
大
変
楽
し
い
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

昨
夏
は
語
学
研
修
中
の
学
生
や
大

学
関
係
者
と
と
も
に
交
流
を
深
め

る
な
ど
同
窓
会
活
動
も
定
期
的
に

実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
の
バ
ン

ク
ー
バ
ー
は
暖
冬
で
山
の
上
は
雪
が

少
な
く
、例
年
に
な
く
街
中
に
も

雨
が
少
な
い
状
況
で
過
ご
し
や
す

さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

（
事
務
局
長　

野
原
誠
治
）
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安
村
副
学
長
は
じ
め
校
友
会
本
部

の
皆
様
、と
く
に
片
岡
校
友
会
参

与
の
ご
指
導
の
賜
物
と
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。

　

今
後
は
設
立
の
趣
旨
に
従
って
仲

間
と
の
親
睦
を
深
め
、強
い
絆
を

も
って
母
校
の
発
展
に
寄
与
で
き
る

よ
う
活
動
し
た
い
と
思
い
ま
す
。本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
会
長 

垣
内　

征
雄

以
下
発
起
人
一
同
）

　

六
月
二
十
二
日（
土
）、下
呂
市

内
の
ホ
テ
ル
パ
ス
ト
ー
ル
に
て
、「
第

三
回
中
京
大
学
同
窓
会
岐
阜
県
下

呂
支
部
の
総
会
及
び
懇
親
会
」を

開
催
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
役
員
改
選
・
会
計
報

告
・
そ
の
他
の
報
告
事
項
等
を
厳

正
に
済
ま
せ
た
後
、お
楽
し
み
の

懇
親
会
へ
と
移
り
ま
し
た
。

　

冒
頭
の
ご
挨
拶
で
は
、来
賓
代

表
と
し
て
安
村
中
京
大
学
副
学

長
よ
り
大
学
の
現
状
を
お
話
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
近
隣
支
部

の
皆
様
か
ら
は
激
励
の
ご
挨
拶
を

い
た
だ
く
な
ど
、同
窓
生
の
強
い
絆

を
感
じ
ま
し
た
。

　

懇
親
会
の
途
中
に
は
、下
呂
支

部
の
内
木
様
司
会
に
よ
る
大
ビ
ン

ゴ
大
会
を
開
催
。機
械
を
無
視
し

た
奇
抜
な
や
り
方
に
皆
、大
爆
笑

で
、時
が
経
つ
の
を
す
っ
か
り
忘
れ

て
し
ま
う
ほ
ど
の
盛
り
上
が
り
と

な
り
ま
し
た
。

　

最
後
は
片
岡
校
友
会
参
与
の

エ
ー
ル
に
よ
り
皆
で
学
歌
を
斉
唱

し
、閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
、人
数
の
少
な
い
総
会
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、皆
楽
し
く
、同

窓
生
の
絆
を
再
認
識
す
る
場
と
な

り
ま
し
た
。今
後
も
新
規
会
員
を

増
や
し
な
が
ら
盛
り
上
げ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

五
月
二
十
五
日（
土
）、「
尾
張

支
部
同
窓
会
及
び
懇
親
会
」を
名

古
屋
駅
前
の
百
楽
に
て
三
十
七
名

の
参
加
を
得
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

大
学
か
ら
梅
村
ス
ポ
ー
ツ
科
学

部
長
、杢
子
教
授
を
は
じ
め
四
名

に
ご
参
加
い
た
だ
き
、ま
た
愛
知
県

学
校
部
会
顧
問
の
吉
田
幸
弘
先

生
に
も
ご
臨
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
会
計
報
告
、支
部
役

員
の
改
選
な
ど
を
行
い
、続
く
懇

親
会
で
は
懐
か
し
い
話
に
花
を
咲

か
せ
ま
し
た
。特
に
若
い
世
代
の

自
己
紹
介
は
個
性
豊
か
で
、参
加

者
か
ら
は
笑
み
が
こ
ぼ
れ
ま
し
た
。

最
後
は
学
歌
を
斉
唱
し
、明
日
への

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
充
電
し
て
散
会
致

し
ま
し
た
。

　

七
月
六
日（
土
）、名
鉄
ト
ヨ
タ
ホ

テ
ル
に
て「
愛
知
県
学
校
部
会
西
三

河
地
区
総
会
及
び
懇
親
会
」を
開

催
し
ま
し
た
。

　

同
窓
会
か
ら
今
井
顧
問
、校
友

会
本
部
か
ら
は
大
西
本
部
長
、曽

根
課
長
を
お
迎
え
し
て
有
意
義
な

会
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

学
校
行
事
等
の
関
係
で
、参
加

し
た
会
員
は
三
十
名
で
し
た
が
、総

会
で
は
役
員
改
正
を
、懇
親
会
で
は

新
規
採
用
者
を
交
え
て
楽
し
い
時

を
過
ご
し
ま
し
た
。若
い
力
が
今
後

の
同
窓
会
を
引
っ
張
っ
て
い
き
ま
す
。

今
回
参
加
で
き
な
か
っ
た
方
も
次

回
は
ぜ
ひ
一
緒
に
集
い
、同
窓
会
の

力
を
強
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
伊
澤　

裕
司
）

　

立
春
を
迎
え
た
二
月
七
日
、知

多
支
部
同
窓
会
を
開
催
致
し
ま
し

た
。折
し
も
こ
の
日
は
ソ
チ
冬
季
五

輪
の
開
幕
当
日
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
五
十
二
名
は
、五
輪
出
場

の
在
学
生
、卒
業
生
合
わ
せ
て
七
名

の
同
窓
ら
の
活
躍
に
思
い
を
馳
せ
、

五
輪
談
議
に
花
を
咲
か
せ
な
が
ら

再
会
の
喜
び
を
語
り
合
い
ま
し
た
。

　

校
友
会
本
部
か
ら
は
大
西
本
部

長
様
、片
岡
参
与
様
、曽
根
課
長
様
、

曾
根
様
に
ご
出
席
を
い
た
だ
き
、大

学
の
近
況
等
の
お
話
も
伺
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。開
学
六
十
周
年

を
迎
え
る
母
校
の
歴
史
の
中
に
、私

た
ち
一
人
一
人
の
足
跡
も
礎
に
な
っ

て
い
る
か
と
思
う
と
大
変
、感
慨
深

い
も
の
が
あ
り
、皆
一
様
に
学
生
時

代
が
本
当
に
懐
か
し
く
思
い
出
さ

れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

知
多
支
部
は
結
成
以
来
二
十
年

を
迎
え
ま
す
。立
ち
上
げ
に
力
を

尽
く
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
今

更
な
が
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

現
在
は
、学
校
部
会
を
中
心
に

参
集
し
て
お
り
ま
す
が
、こ
の
節
目

に
よ
り
多
く
の
同
窓
生
の
皆
様
と

共
に
同
窓
会
が
開
催
で
き
る
こ
と

を
願
っ
て
お
り
ま
す
。ぜ
ひ
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
三
輪　

り
な
子
）

　

十
二
月
七
日（
土
）、福
井
駅
前

の
ユ
ア
ー
ズ
ホ
テ
ル
フ
ク
イ
に
お
い

て
、「
中
京
大
学
同
窓
会
福
井
県

支
部
の
総
会
及
び
懇
親
会
」を
開

催
し
ま
し
た
。

　

大
学
か
ら
は
校
友
会
本
部
長

大
西
博
視
様
を
は
じ
め
、顧
問
の

今
井
宏
司
様
、地
元
出
身
と
し
て

出
席
し
て
い
た
だ
い
た
ス
ポ
ー
ツ
科

学
部
教
授
の
竹
内
外
夫
様
、校
友

会
本
部
参
与
の
片
岡
武
司
様
、課

長
の
曽
根
直
樹
様
、会
員
の
人
気

の
的
で
し
た
紅
一
点・本
部
の
曾
根

美
樹
様
の
六
名
の
出
席
が
あ
り
、

大
西
本
部
長
と
竹
内
教
授
の
ご
挨

拶
の
中
で
大
学
の
近
況
報
告
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

懇
親
会
の
締
め
は
、恒
例
の
学

歌
斉
唱
を
全
員
で
ス
ク
ラ
ム
を
組

ん
で
声
高
ら
か
に
歌
い
、次
回
の
再

会
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。さ
ら
に
片

岡
参
与
よ
り
エ
ー
ル
交
換
を
い
た

だ
い
て
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
、ゴ
ル
フ
の
案
内
も
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、残
念
な
が
ら

参
加
者
が
少
な
く
キ
ャ
ン
セ
ル
と

な
り
ま
し
た
。

　

会
員
の
方
々
に
は
、こ
れ
ま
で
以

上
に
支
部
の
活
動
に
関
心
を
持
っ

て
い
た
だ
き
、さ
ら
に
親
交
拡
大
の

た
め
に
皆
で
声
を
掛
け
あ
い
、先

輩
や
後
輩
、そ
し
て
新
し
い
仲
間

と
と
も
に
活
動
を
盛
り
上
げ
な
が

ら
、福
井
県
支
部
の
結
束
を
強
固

な
も
の
と
し
、大
学
発
展
に
寄
与

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
坂
下　

貞
雄
）

　

十
一
月
十
六
日（
土
）、「
第
九

回
学
校
部
会
」を
金
沢
市
内
の
ホ

テ
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。会
員
五

十
名
が
参
加
し
た
今
回
、県
教
委

の
池
広
教
育
次
長
に
よ
る
講
演
で

は
現
場
に
求
め
る
次
長
の
熱
い
思

い
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
く
懇
親
会
で
は
、安
村
副
学

長
よ
り
躍
進
す
る
母
校
の
現
状

を
、湯
浅
教
授
よ
り
健
康
チ
ェッ
ク

等
の
ミ
ニ
講
話
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。そ
の
後
、懇
談
し
、盃
を
酌
み

交
わ
す
中
で
同
窓
の
絆
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
、次
年
度
に
向
け
た

一
層
の
団
結
力
を
確
認
し
散
会
し

ま
し
た
。　
　
　
　
（
岩
下　

良
）

　
「
中
京
大
地
区
同
窓
会
」が
新

潟
市
で
行
わ
れ
、そ
の
後
、大
学

関
係
者
、県
外
七
県
の
地
区
支
部

長
、地
元
新
潟
県
支
部
会
員
、合

わ
せ
て
四
十
人
の
出
席
に
よ
る
懇

談
会
が
盛
大
に
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
学
紹
介
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
上
映
後
、

安
村
副
学
長
の
ご
挨
拶
、乾
杯
へ

と
移
り
、開
学
六
十
周
年
を
迎
え

る
母
校
発
展
へ
の
想
い
と
、懐
か
し

い
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
な
が

ら
賑
や
か
に
会
が
進
み
ま
し
た
。

　

最
後
に
学
歌
斉
唱
で
さ
ら
な

る
同
窓
会
の
絆
を
深
め
、次
回
の

山
梨
支
部
に
バ
ト
ン
を
繋
ぎ
終
了

し
ま
し
た
。　

（
竹
内　

知
宏
）

岐
阜
県
下
呂
支
部
同
窓
会

愛
知
県
尾
張
支
部
同
窓
会

石
川
県
支
部
同
窓
会

新
潟
県
支
部
同
窓
会

愛
知
県
西
三
河
支
部
同
窓
会

愛
知
県
知
多
支
部
同
窓
会

　

昨
年
四
月
二
十
日（
土
）、「
高

山・飛
騨・白
川
村
同
窓
会
設
立
総

会
」を
開
催
し
ま
し
た
。そ
の
折
に

は
支
部
旗
等
、お
心
遣
い
を
い
た
だ

き
、関
係
者
一
同
心
よ
り
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
設
立
総
会
は
成

功
裏
に
終
わ
り
、発
起
人
一
同
、不

安
か
ら
解
放
さ
れ
て
今
後
の
結
束

の
た
め
の
準
備
が
整
っ
た
と
感
じ
て

お
り
ま
す
。ま
た
こ
の
よ
う
な
発
足

会
が
ス
タ
ー
ト
で
き
ま
し
た
の
は
、

岐
阜
県
高
山
支
部
同
窓
会

福
井
県
支
部
同
窓
会



支
部
会
報
告

支
部
会
報
告

安
村
副
学
長
は
じ
め
校
友
会
本
部

の
皆
様
、と
く
に
片
岡
校
友
会
参

与
の
ご
指
導
の
賜
物
と
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。

　

今
後
は
設
立
の
趣
旨
に
従
って
仲

間
と
の
親
睦
を
深
め
、強
い
絆
を

も
って
母
校
の
発
展
に
寄
与
で
き
る

よ
う
活
動
し
た
い
と
思
い
ま
す
。本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
会
長 

垣
内　

征
雄

以
下
発
起
人
一
同
）

　

六
月
二
十
二
日（
土
）、下
呂
市

内
の
ホ
テ
ル
パ
ス
ト
ー
ル
に
て
、「
第

三
回
中
京
大
学
同
窓
会
岐
阜
県
下

呂
支
部
の
総
会
及
び
懇
親
会
」を

開
催
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
役
員
改
選
・
会
計
報

告
・
そ
の
他
の
報
告
事
項
等
を
厳

正
に
済
ま
せ
た
後
、お
楽
し
み
の

懇
親
会
へ
と
移
り
ま
し
た
。

　

冒
頭
の
ご
挨
拶
で
は
、来
賓
代

表
と
し
て
安
村
中
京
大
学
副
学

長
よ
り
大
学
の
現
状
を
お
話
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
近
隣
支
部

の
皆
様
か
ら
は
激
励
の
ご
挨
拶
を

い
た
だ
く
な
ど
、同
窓
生
の
強
い
絆

を
感
じ
ま
し
た
。

　

懇
親
会
の
途
中
に
は
、下
呂
支

部
の
内
木
様
司
会
に
よ
る
大
ビ
ン

ゴ
大
会
を
開
催
。機
械
を
無
視
し

た
奇
抜
な
や
り
方
に
皆
、大
爆
笑

で
、時
が
経
つ
の
を
す
っ
か
り
忘
れ

て
し
ま
う
ほ
ど
の
盛
り
上
が
り
と

な
り
ま
し
た
。

　

最
後
は
片
岡
校
友
会
参
与
の

エ
ー
ル
に
よ
り
皆
で
学
歌
を
斉
唱

し
、閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
、人
数
の
少
な
い
総
会
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、皆
楽
し
く
、同

窓
生
の
絆
を
再
認
識
す
る
場
と
な

り
ま
し
た
。今
後
も
新
規
会
員
を

増
や
し
な
が
ら
盛
り
上
げ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

五
月
二
十
五
日（
土
）、「
尾
張

支
部
同
窓
会
及
び
懇
親
会
」を
名

古
屋
駅
前
の
百
楽
に
て
三
十
七
名

の
参
加
を
得
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

大
学
か
ら
梅
村
ス
ポ
ー
ツ
科
学

部
長
、杢
子
教
授
を
は
じ
め
四
名

に
ご
参
加
い
た
だ
き
、ま
た
愛
知
県

学
校
部
会
顧
問
の
吉
田
幸
弘
先

生
に
も
ご
臨
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
会
計
報
告
、支
部
役

員
の
改
選
な
ど
を
行
い
、続
く
懇

親
会
で
は
懐
か
し
い
話
に
花
を
咲

か
せ
ま
し
た
。特
に
若
い
世
代
の

自
己
紹
介
は
個
性
豊
か
で
、参
加

者
か
ら
は
笑
み
が
こ
ぼ
れ
ま
し
た
。

最
後
は
学
歌
を
斉
唱
し
、明
日
への

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
充
電
し
て
散
会
致

し
ま
し
た
。

　

七
月
六
日（
土
）、名
鉄
ト
ヨ
タ
ホ

テ
ル
に
て「
愛
知
県
学
校
部
会
西
三

河
地
区
総
会
及
び
懇
親
会
」を
開

催
し
ま
し
た
。

　

同
窓
会
か
ら
今
井
顧
問
、校
友

会
本
部
か
ら
は
大
西
本
部
長
、曽

根
課
長
を
お
迎
え
し
て
有
意
義
な

会
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

学
校
行
事
等
の
関
係
で
、参
加

し
た
会
員
は
三
十
名
で
し
た
が
、総

会
で
は
役
員
改
正
を
、懇
親
会
で
は

新
規
採
用
者
を
交
え
て
楽
し
い
時

を
過
ご
し
ま
し
た
。若
い
力
が
今
後

の
同
窓
会
を
引
っ
張
っ
て
い
き
ま
す
。

今
回
参
加
で
き
な
か
っ
た
方
も
次

回
は
ぜ
ひ
一
緒
に
集
い
、同
窓
会
の

力
を
強
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
伊
澤　

裕
司
）

　

立
春
を
迎
え
た
二
月
七
日
、知

多
支
部
同
窓
会
を
開
催
致
し
ま
し

た
。折
し
も
こ
の
日
は
ソ
チ
冬
季
五

輪
の
開
幕
当
日
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
五
十
二
名
は
、五
輪
出
場

の
在
学
生
、卒
業
生
合
わ
せ
て
七
名

の
同
窓
ら
の
活
躍
に
思
い
を
馳
せ
、

五
輪
談
議
に
花
を
咲
か
せ
な
が
ら

再
会
の
喜
び
を
語
り
合
い
ま
し
た
。

　

校
友
会
本
部
か
ら
は
大
西
本
部

長
様
、片
岡
参
与
様
、曽
根
課
長
様
、

曾
根
様
に
ご
出
席
を
い
た
だ
き
、大

学
の
近
況
等
の
お
話
も
伺
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。開
学
六
十
周
年

を
迎
え
る
母
校
の
歴
史
の
中
に
、私

た
ち
一
人
一
人
の
足
跡
も
礎
に
な
っ

て
い
る
か
と
思
う
と
大
変
、感
慨
深

い
も
の
が
あ
り
、皆
一
様
に
学
生
時

代
が
本
当
に
懐
か
し
く
思
い
出
さ

れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

知
多
支
部
は
結
成
以
来
二
十
年

を
迎
え
ま
す
。立
ち
上
げ
に
力
を

尽
く
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
今

更
な
が
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

現
在
は
、学
校
部
会
を
中
心
に

参
集
し
て
お
り
ま
す
が
、こ
の
節
目

に
よ
り
多
く
の
同
窓
生
の
皆
様
と

共
に
同
窓
会
が
開
催
で
き
る
こ
と

を
願
っ
て
お
り
ま
す
。ぜ
ひ
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
三
輪　

り
な
子
）

　

十
二
月
七
日（
土
）、福
井
駅
前

の
ユ
ア
ー
ズ
ホ
テ
ル
フ
ク
イ
に
お
い

て
、「
中
京
大
学
同
窓
会
福
井
県

支
部
の
総
会
及
び
懇
親
会
」を
開

催
し
ま
し
た
。

　

大
学
か
ら
は
校
友
会
本
部
長

大
西
博
視
様
を
は
じ
め
、顧
問
の

今
井
宏
司
様
、地
元
出
身
と
し
て

出
席
し
て
い
た
だ
い
た
ス
ポ
ー
ツ
科

学
部
教
授
の
竹
内
外
夫
様
、校
友

会
本
部
参
与
の
片
岡
武
司
様
、課

長
の
曽
根
直
樹
様
、会
員
の
人
気

の
的
で
し
た
紅
一
点・本
部
の
曾
根

美
樹
様
の
六
名
の
出
席
が
あ
り
、

大
西
本
部
長
と
竹
内
教
授
の
ご
挨

拶
の
中
で
大
学
の
近
況
報
告
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

懇
親
会
の
締
め
は
、恒
例
の
学

歌
斉
唱
を
全
員
で
ス
ク
ラ
ム
を
組

ん
で
声
高
ら
か
に
歌
い
、次
回
の
再

会
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。さ
ら
に
片

岡
参
与
よ
り
エ
ー
ル
交
換
を
い
た

だ
い
て
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
、ゴ
ル
フ
の
案
内
も
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、残
念
な
が
ら

参
加
者
が
少
な
く
キ
ャ
ン
セ
ル
と

な
り
ま
し
た
。

　

会
員
の
方
々
に
は
、こ
れ
ま
で
以

上
に
支
部
の
活
動
に
関
心
を
持
っ

て
い
た
だ
き
、さ
ら
に
親
交
拡
大
の

た
め
に
皆
で
声
を
掛
け
あ
い
、先

輩
や
後
輩
、そ
し
て
新
し
い
仲
間

と
と
も
に
活
動
を
盛
り
上
げ
な
が

ら
、福
井
県
支
部
の
結
束
を
強
固

な
も
の
と
し
、大
学
発
展
に
寄
与

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
坂
下　

貞
雄
）

　

十
一
月
十
六
日（
土
）、「
第
九

回
学
校
部
会
」を
金
沢
市
内
の
ホ

テ
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。会
員
五

十
名
が
参
加
し
た
今
回
、県
教
委

の
池
広
教
育
次
長
に
よ
る
講
演
で

は
現
場
に
求
め
る
次
長
の
熱
い
思

い
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
く
懇
親
会
で
は
、安
村
副
学

長
よ
り
躍
進
す
る
母
校
の
現
状

を
、湯
浅
教
授
よ
り
健
康
チ
ェッ
ク

等
の
ミ
ニ
講
話
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。そ
の
後
、懇
談
し
、盃
を
酌
み

交
わ
す
中
で
同
窓
の
絆
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
、次
年
度
に
向
け
た

一
層
の
団
結
力
を
確
認
し
散
会
し

ま
し
た
。　
　
　
　
（
岩
下　

良
）

　
「
中
京
大
地
区
同
窓
会
」が
新

潟
市
で
行
わ
れ
、そ
の
後
、大
学

関
係
者
、県
外
七
県
の
地
区
支
部

長
、地
元
新
潟
県
支
部
会
員
、合

わ
せ
て
四
十
人
の
出
席
に
よ
る
懇

談
会
が
盛
大
に
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
学
紹
介
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
上
映
後
、

安
村
副
学
長
の
ご
挨
拶
、乾
杯
へ

と
移
り
、開
学
六
十
周
年
を
迎
え

る
母
校
発
展
へ
の
想
い
と
、懐
か
し

い
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
な
が

ら
賑
や
か
に
会
が
進
み
ま
し
た
。

　

最
後
に
学
歌
斉
唱
で
さ
ら
な

る
同
窓
会
の
絆
を
深
め
、次
回
の

山
梨
支
部
に
バ
ト
ン
を
繋
ぎ
終
了

し
ま
し
た
。　

（
竹
内　

知
宏
）

岐
阜
県
下
呂
支
部
同
窓
会

愛
知
県
尾
張
支
部
同
窓
会

石
川
県
支
部
同
窓
会

新
潟
県
支
部
同
窓
会

愛
知
県
西
三
河
支
部
同
窓
会

愛
知
県
知
多
支
部
同
窓
会

　

昨
年
四
月
二
十
日（
土
）、「
高

山・飛
騨・白
川
村
同
窓
会
設
立
総

会
」を
開
催
し
ま
し
た
。そ
の
折
に

は
支
部
旗
等
、お
心
遣
い
を
い
た
だ

き
、関
係
者
一
同
心
よ
り
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
設
立
総
会
は
成

功
裏
に
終
わ
り
、発
起
人
一
同
、不

安
か
ら
解
放
さ
れ
て
今
後
の
結
束

の
た
め
の
準
備
が
整
っ
た
と
感
じ
て

お
り
ま
す
。ま
た
こ
の
よ
う
な
発
足

会
が
ス
タ
ー
ト
で
き
ま
し
た
の
は
、

岐
阜
県
高
山
支
部
同
窓
会

福
井
県
支
部
同
窓
会
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な
お
、ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
二
名
に

花
束
を
贈
呈
す
る
サ
プ
ラ
イ
ズ
も

あ
り
ま
し
た
。

　
二
〇
一
五
年
度
開
催
予
定
の「
紀

の
国
国
体
」時
に
実
施
さ
れ
る
全
国

同
窓
会
の
成
功
に
つ
な
ぐ
べ
く
、こ

の
同
窓
会
を
契
機
に
今
後
、つ
な
が

り
と
広
が
り
を
よ
り
一
層
強
め
る

と
と
も
に
、新
役
員
体
制
の
も
と
同

窓
会
進
展
の
た
め
に
尽
く
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。（

熊
崎　

訓
自
）

　

平
成
二
十
四
年
に
大
阪
支
部
を

再
結
成
し
ま
し
た
。二
十
年
ほ
ど

の
間
、独
自
の
活
動
が
な
か
っ
た
こ

と
も
あ
り
、出
席
者
か
ら
は
毎
年
、

支
部
懇
親
会
を
開
い
て
欲
し
い
と

い
う
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
要
望
に
応
え
て
昨
年
十
一

月
九
日
、新
大
阪
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ

ル
プ
ラ
ザ
で「
大
阪
府
支
部
総
会・

懇
親
会
」を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

当
日
は
お
忙
し
い
中
、大
学
関

係
者
八
名
の
方
に
ご
出
席
い
た
だ

き
、新
規
約
承
認
、新
役
員
選
出

の
後
、楽
し
い
懇
親
会
で
旧
交
を

温
め
あ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
総
会・懇
親
会
開
催
に
向

け
て
、大
阪
支
部
の
会
員
千
二
百

名
に
案
内
を
郵
送
し
ま
し
た
が
、

返
事
は
二
百
名
で
出
席
者
は
四
十

二
名
で
し
た
。

　

こ
の
先
、懇
親
会
を
地
道
に
続

け
て
い
く
以
外
に
道
は
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

二
十
六
年
度
は
前
年
と
同
じ

十
一
月
九
日
、場
所
も
同
じ
く
新

大
阪
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ
で

予
定
し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
一
人
で
も

多
く
の
方
々
に
参
加
し
て
頂
け
る

よ
う
、ご
協
力
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

（
岡
本　

博
）

　
「
第
九
回
兵
庫
県
支
部
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
」を
猛
暑
の
八
月
九
日（
金
）、

小
野
グ
ラ
ン
ド
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

大
学
か
ら
は
北
川
学
長
、校
友

会
よ
り
三
名
、そ
し
て
地
元
の
同
窓

生
二
十
三
名
が
参
加
し
、廣
岡
敏

貴（
六
十
九
年
度
体
育
卒
）氏
が
み

ご
と
優
勝
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰・懇
親
会
の
席
で
は
、学
長

よ
り
現
在
の
大
学
の
様
子
や
今
後

の
展
望
等
々
の
報
告
が
あ
り
、参
加

者
一
同
、母
校
中
京
大
学
の
ま
す

ま
す
の
発
展
を
楽
し
み
に
、固
い
握

手
で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

（
矢
部　

敏
則
）

　

十
一
月
二
十
三
日（
土
）、サ
ン
ラ

ポ
ー
む
ら
く
も
に
お
い
て
、「
支
部

同
窓
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

大
学
か
ら
梅
村
清
英
理
事
長
他

八
名
、中・四
国
支
部
長
八
名
、本
県

会
員
三
十
五
名
、総
勢
五
十
二
名
の

ご
出
席
の
も
と
、中
京
談
義
に
花
が

咲
き
、盛
大
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

会
に
先
立
ち
、大
学
紹
介
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ

も
上
映
さ
れ
、目
覚
ま
し
い
発
展
ぶ

り
に
感
動
し
卒
業
生
と
し
て
誇
ら

し
く
思
い
ま
し
た
。今
回
は
教
員
よ

り
も
一
般
の
方
々
が
多
く
、幅
広
い

会
話
が
弾
み
、旧
交
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

（
大
森　

栄
二
）

　

世
界
に
も
そ
の
名
を
知
ら
れ
た

四
百
年
の
歴
史
を
持
つ
徳
島
の
夏

祭
り「
阿
波
踊
り
」が
、八
月
十
二

日
か
ら
十
五
日
の
四
日
間
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

徳
島
県
支
部
は
中
京
大
学
の
名

前
を
染
め
た
浴
衣
を
羽
織
り
、有

名
連「
八
千
代
連
」と
合
同
で
二
日

目
の
十
三
日
に
桟
敷
に
元
気
よ
く

踊
り
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。大
学
か

ら
は
大
西
博
視
校
友
会
本
部
長
を

は
じ
め
と
す
る
四
名
の
皆
さ
ん
と

学
生
六
名
が
参
加
し
、中
京
大
学

O
B
連
に
華
を
添
え
て
い
た
だ
き
、

総
勢
七
十
〜
八
十
名
で
情
熱
的
に

踊
り
ま
し
た
。

　

毎
年
八
月
十
三
日
に
踊
り
込
ん

で
い
ま
す
の
で
、ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
。私
た
ち
と
一
緒
に
阿

波
踊
り
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　

六
月
一
日（
土
）、市
内
ホ
テ
ル
で

「
支
部
総
会
・
懇
親
会
」を
開
催
。

懇
親
会
で
は
、大
学
の
新
施
設
や

母
校
の
現
状
に
つ
い
て
の
話
で
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。躍
進
す
る
母
校

に
感
銘
を
受
け
、卒
業
生
と
し
て

の
自
覚
が
一
層
強
く
な
る
の
を
感

じ
ま
し
た
。

　

翌
日
は
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
開

催
し
、絆
の
強
さ
を
改
め
て
痛
感
し

た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

十
一
月
十
六
日（
土
）、大
分
市

内
の
ホ
テ
ル
で
五
年
ぶ
り
に「
支
部

同
窓
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。大
学

か
ら
は
竹
尾
同
窓
会
副
会
長
、佐

藤
参
与
、柿
山
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
教

授
、大
西
校
友
会
本
部
長
、曽
根
課

長
に
ご
臨
席
賜
り
ま
し
た
。

　

冒
頭
、こ
の
五
年
間
に
亡
く
な
ら

れ
た
二
人
の
物
故
者
への
黙
祷
を
捧

げ
て
懇
親
会
が
ス
タ
ー
ト
。今
回
は

地
元
会
員
の
出
席
者
が
少
な
い
こ

と
も
あ
っ
て
、途
中
、自
己
紹
介
や

近
況
報
告
が
行
わ
れ
る
な
ど
和
気

あ
い
あ
い
と
過
ご
し
、最
後
は
学
歌

を
斉
唱
し
て
会
を
閉
じ
ま
し
た
。

（
石
井　

厚
）

　

十
一
月
三
日（
日
）、市
内
の
ホ
テ

ル
で「
県
支
部
同
窓
会
」を
開
催
。

校
友
会
よ
り
曽
根
直
樹
課
長
、曾

根
美
樹
様
の
ご
出
席
を
賜
り
ま
し

た
。曽
根
課
長
の
ご
挨
拶
で
大
学
の

近
況
と
、開
学
六
十
周
年
を
迎
え

る
に
あ
た
り
取
り
組
ん
で
い
る〝
し

な
や
か
に
挑
み
続
け
る
新
生
中
京

大
学
〞の
長
期
計
画
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
の

説
明
が
あ
り
、激
し
く
変
化
す
る

社
会
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
大
学
の

改
革
と
先
見
性
に
感
動
し
ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
懐
か
し
い
話
に
花
を

咲
か
せ
、時
を
忘
れ
て
大
い
に
盛
り

上
が
り
二
次
会
へ
と
な
だ
れ
込
み
ま

し
た
。

　

同
窓
会
へ
の
参
加
が
増
え
る
よ

う
、今
後
、連
絡
を
密
に
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

五
年
ぶ
り
の「
沖
縄
県
支
部
同

窓
会
」が
十
月
十
九
日（
土
）、那
覇

市
内
の
ホ
テ
ル
ロ
イ
ヤ
ル
オ
リ
オ
ン

で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。支

部
同
窓
会
に
は
、大
学
副
学
長
の

安
村
仁
志
先
生
を
は
じ
め
同
窓
会

副
会
長
の
高
橋
繁
浩
ス
ポ
ー
ツ
科

学
部
教
授
、大
内
敬
哉
参
与
な
ど

十
一
名
の
先
生
方
、職
員
の
皆
様

に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま

た
九
州
支
部
長
会
の
七
名
の
先
生

方
、そ
し
て
約
五
十
名
の
県
支
部

会
員
と
終
始
、な
ご
や
か
な
会
と

な
り
ま
し
た
。

（
宮
城　

鐵
夫
）

大
阪
府
支
部
同
窓
会

兵
庫
県
支
部
同
窓
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

高
知
県
支
部
同
窓
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

大
分
県
支
部
同
窓
会

鹿
児
島
県
支
部
同
窓
会

沖
縄
県
支
部
同
窓
会

島
根
県
支
部
同
窓
会

徳
島
県
支
部
阿
波
踊
り

中
京
大
学
連

　

二
〇
一
三
年
十
一
月
三
十
日

（
土
）、安
村
仁
志
副
学
長
は
じ
め

七
名
の
大
学
関
係
者
、近
畿
地
区

支
部
長
八
名
を
迎
え
て
、「
近
畿
支

部
長
会
及
び
総
会・懇
親
会
」を
開

催
し
ま
し
た
。

　

新
た
に
発
足
し
た
組
織
体
制
の

下
、同
窓
会
員
は
総
勢
百
一
名
が

参
加
し
、世
代
を
越
え
た
交
流
と

親
睦
の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。

和
歌
山
県
支
部
同
窓
会
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な
お
、ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
二
名
に

花
束
を
贈
呈
す
る
サ
プ
ラ
イ
ズ
も

あ
り
ま
し
た
。

　
二
〇
一
五
年
度
開
催
予
定
の「
紀

の
国
国
体
」時
に
実
施
さ
れ
る
全
国

同
窓
会
の
成
功
に
つ
な
ぐ
べ
く
、こ

の
同
窓
会
を
契
機
に
今
後
、つ
な
が

り
と
広
が
り
を
よ
り
一
層
強
め
る

と
と
も
に
、新
役
員
体
制
の
も
と
同

窓
会
進
展
の
た
め
に
尽
く
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。（

熊
崎　

訓
自
）

　

平
成
二
十
四
年
に
大
阪
支
部
を

再
結
成
し
ま
し
た
。二
十
年
ほ
ど

の
間
、独
自
の
活
動
が
な
か
っ
た
こ

と
も
あ
り
、出
席
者
か
ら
は
毎
年
、

支
部
懇
親
会
を
開
い
て
欲
し
い
と

い
う
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
要
望
に
応
え
て
昨
年
十
一

月
九
日
、新
大
阪
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ

ル
プ
ラ
ザ
で「
大
阪
府
支
部
総
会・

懇
親
会
」を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

当
日
は
お
忙
し
い
中
、大
学
関

係
者
八
名
の
方
に
ご
出
席
い
た
だ

き
、新
規
約
承
認
、新
役
員
選
出

の
後
、楽
し
い
懇
親
会
で
旧
交
を

温
め
あ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
総
会・懇
親
会
開
催
に
向

け
て
、大
阪
支
部
の
会
員
千
二
百

名
に
案
内
を
郵
送
し
ま
し
た
が
、

返
事
は
二
百
名
で
出
席
者
は
四
十

二
名
で
し
た
。

　

こ
の
先
、懇
親
会
を
地
道
に
続

け
て
い
く
以
外
に
道
は
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

二
十
六
年
度
は
前
年
と
同
じ

十
一
月
九
日
、場
所
も
同
じ
く
新

大
阪
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ
で

予
定
し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
一
人
で
も

多
く
の
方
々
に
参
加
し
て
頂
け
る

よ
う
、ご
協
力
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

（
岡
本　

博
）

　
「
第
九
回
兵
庫
県
支
部
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
」を
猛
暑
の
八
月
九
日（
金
）、

小
野
グ
ラ
ン
ド
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

大
学
か
ら
は
北
川
学
長
、校
友

会
よ
り
三
名
、そ
し
て
地
元
の
同
窓

生
二
十
三
名
が
参
加
し
、廣
岡
敏

貴（
六
十
九
年
度
体
育
卒
）氏
が
み

ご
と
優
勝
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰・懇
親
会
の
席
で
は
、学
長

よ
り
現
在
の
大
学
の
様
子
や
今
後

の
展
望
等
々
の
報
告
が
あ
り
、参
加

者
一
同
、母
校
中
京
大
学
の
ま
す

ま
す
の
発
展
を
楽
し
み
に
、固
い
握

手
で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

（
矢
部　

敏
則
）

　

十
一
月
二
十
三
日（
土
）、サ
ン
ラ

ポ
ー
む
ら
く
も
に
お
い
て
、「
支
部

同
窓
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

大
学
か
ら
梅
村
清
英
理
事
長
他

八
名
、中・四
国
支
部
長
八
名
、本
県

会
員
三
十
五
名
、総
勢
五
十
二
名
の

ご
出
席
の
も
と
、中
京
談
義
に
花
が

咲
き
、盛
大
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

会
に
先
立
ち
、大
学
紹
介
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ

も
上
映
さ
れ
、目
覚
ま
し
い
発
展
ぶ

り
に
感
動
し
卒
業
生
と
し
て
誇
ら

し
く
思
い
ま
し
た
。今
回
は
教
員
よ

り
も
一
般
の
方
々
が
多
く
、幅
広
い

会
話
が
弾
み
、旧
交
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

（
大
森　

栄
二
）

　

世
界
に
も
そ
の
名
を
知
ら
れ
た

四
百
年
の
歴
史
を
持
つ
徳
島
の
夏

祭
り「
阿
波
踊
り
」が
、八
月
十
二

日
か
ら
十
五
日
の
四
日
間
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

徳
島
県
支
部
は
中
京
大
学
の
名

前
を
染
め
た
浴
衣
を
羽
織
り
、有

名
連「
八
千
代
連
」と
合
同
で
二
日

目
の
十
三
日
に
桟
敷
に
元
気
よ
く

踊
り
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。大
学
か

ら
は
大
西
博
視
校
友
会
本
部
長
を

は
じ
め
と
す
る
四
名
の
皆
さ
ん
と

学
生
六
名
が
参
加
し
、中
京
大
学

O
B
連
に
華
を
添
え
て
い
た
だ
き
、

総
勢
七
十
〜
八
十
名
で
情
熱
的
に

踊
り
ま
し
た
。

　

毎
年
八
月
十
三
日
に
踊
り
込
ん

で
い
ま
す
の
で
、ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
。私
た
ち
と
一
緒
に
阿

波
踊
り
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　

六
月
一
日（
土
）、市
内
ホ
テ
ル
で

「
支
部
総
会
・
懇
親
会
」を
開
催
。

懇
親
会
で
は
、大
学
の
新
施
設
や

母
校
の
現
状
に
つ
い
て
の
話
で
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。躍
進
す
る
母
校

に
感
銘
を
受
け
、卒
業
生
と
し
て

の
自
覚
が
一
層
強
く
な
る
の
を
感

じ
ま
し
た
。

　

翌
日
は
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
開

催
し
、絆
の
強
さ
を
改
め
て
痛
感
し

た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

十
一
月
十
六
日（
土
）、大
分
市

内
の
ホ
テ
ル
で
五
年
ぶ
り
に「
支
部

同
窓
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。大
学

か
ら
は
竹
尾
同
窓
会
副
会
長
、佐

藤
参
与
、柿
山
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
教

授
、大
西
校
友
会
本
部
長
、曽
根
課

長
に
ご
臨
席
賜
り
ま
し
た
。

　

冒
頭
、こ
の
五
年
間
に
亡
く
な
ら

れ
た
二
人
の
物
故
者
への
黙
祷
を
捧

げ
て
懇
親
会
が
ス
タ
ー
ト
。今
回
は

地
元
会
員
の
出
席
者
が
少
な
い
こ

と
も
あ
っ
て
、途
中
、自
己
紹
介
や

近
況
報
告
が
行
わ
れ
る
な
ど
和
気

あ
い
あ
い
と
過
ご
し
、最
後
は
学
歌

を
斉
唱
し
て
会
を
閉
じ
ま
し
た
。

（
石
井　

厚
）

　

十
一
月
三
日（
日
）、市
内
の
ホ
テ

ル
で「
県
支
部
同
窓
会
」を
開
催
。

校
友
会
よ
り
曽
根
直
樹
課
長
、曾

根
美
樹
様
の
ご
出
席
を
賜
り
ま
し

た
。曽
根
課
長
の
ご
挨
拶
で
大
学
の

近
況
と
、開
学
六
十
周
年
を
迎
え

る
に
あ
た
り
取
り
組
ん
で
い
る〝
し

な
や
か
に
挑
み
続
け
る
新
生
中
京

大
学
〞の
長
期
計
画
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
の

説
明
が
あ
り
、激
し
く
変
化
す
る

社
会
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
大
学
の

改
革
と
先
見
性
に
感
動
し
ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
懐
か
し
い
話
に
花
を

咲
か
せ
、時
を
忘
れ
て
大
い
に
盛
り

上
が
り
二
次
会
へ
と
な
だ
れ
込
み
ま

し
た
。

　

同
窓
会
へ
の
参
加
が
増
え
る
よ

う
、今
後
、連
絡
を
密
に
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

五
年
ぶ
り
の「
沖
縄
県
支
部
同

窓
会
」が
十
月
十
九
日（
土
）、那
覇

市
内
の
ホ
テ
ル
ロ
イ
ヤ
ル
オ
リ
オ
ン

で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。支

部
同
窓
会
に
は
、大
学
副
学
長
の

安
村
仁
志
先
生
を
は
じ
め
同
窓
会

副
会
長
の
高
橋
繁
浩
ス
ポ
ー
ツ
科

学
部
教
授
、大
内
敬
哉
参
与
な
ど

十
一
名
の
先
生
方
、職
員
の
皆
様

に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま

た
九
州
支
部
長
会
の
七
名
の
先
生

方
、そ
し
て
約
五
十
名
の
県
支
部

会
員
と
終
始
、な
ご
や
か
な
会
と

な
り
ま
し
た
。

（
宮
城　

鐵
夫
）

大
阪
府
支
部
同
窓
会

兵
庫
県
支
部
同
窓
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

高
知
県
支
部
同
窓
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

大
分
県
支
部
同
窓
会

鹿
児
島
県
支
部
同
窓
会

沖
縄
県
支
部
同
窓
会

島
根
県
支
部
同
窓
会

徳
島
県
支
部
阿
波
踊
り

中
京
大
学
連

　

二
〇
一
三
年
十
一
月
三
十
日

（
土
）、安
村
仁
志
副
学
長
は
じ
め

七
名
の
大
学
関
係
者
、近
畿
地
区

支
部
長
八
名
を
迎
え
て
、「
近
畿
支

部
長
会
及
び
総
会・懇
親
会
」を
開

催
し
ま
し
た
。

　

新
た
に
発
足
し
た
組
織
体
制
の

下
、同
窓
会
員
は
総
勢
百
一
名
が

参
加
し
、世
代
を
越
え
た
交
流
と

親
睦
の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。

和
歌
山
県
支
部
同
窓
会



支
部
会
報
告

支
部
会
報
告

　
「
平
成
二
十
五
年
度
愛
知
県
学

校
部
会
総
会
」を
六
月
一
日（
土
）、

名
古
屋
キ
ャ
ン
パス
に
て
開
催
。

　

総
会
終
了
後
は
高
橋
繁
浩
氏
に

ご
講
演
い
た
だ
き
、そ
の
後
、ア
レ
ー

ナ
二
一一
で
開
催
し
た
懇
親
会
に
は

梅
村
清
英
理
事
長
、北
川
薫
学
長

は
じ
め
二
十
名
の
ご
来
賓
の

ご
臨
席
を
賜
り
ま
し
た
。

　

学
校
部
会
の
会
員
数
は
す
で
に

千
五
百
名
を
超
え
て
お
り
、近
い
将

来
、本
県
教
育
界
の
一
翼
を
担
う
組

織
に
な
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。そ
の

時
に
備
え
、部
会
の
在
り
方
や
人
材

育
成
な
ど
山
積
み
の
課
題
解
決
に

向
け
邁
進
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
鈴
木　

揚
一
）

　

昨
年
八
月
、恒
例
と
な
っ
た「
愛

知
県
学
校
部
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
」を

オ
ー
ル
ド
レ
イ
ク
春
日
井
で
開
催
し

ま
し
た
。

　

当
日
は
絶
好
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョン
と

な
り
、参
加
者
か
ら
は
一
様
に
笑
顔

が
こ
ぼ
れ
る
楽
し
い
ラ
ウ
ン
ド
に
な

り
ま
し
た
。

　

大
学
か
ら
は
梅
村
清
英
理
事
長
、

北
川
薫
学
長
に
も
ご
参
加
い
た
だ

き
、ラ
ウ
ン
ド
後
の
パ
ー
テ
ィ
で
は
ま

す
ま
す
発
展
す
る
中
京
大
学
の
様

子
や
N
E
X
T
10
に
つい
て
の
お
話

が
あ
り
ま
し
た
。

　

素
晴
ら
し
い
環
境
の
中
、ゴ
ル

フ
を
通
じ
て
交
流
で
き
た
一
日
で

し
た
。

　

九
月
七
日（
土
）、名
古
屋
市
の

ル
ブ
ラ
王
山
に
て
、愛
知
県
特
別
支

援
学
校
部
会
の
総
会
、研
修
会
、

懇
親
会
が
行
わ
れ
、百
三
十
六
名

が
出
席
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、昨
年
度
ま
で
愛

知
県
学
校
部
会
部
会
長
を
務
め

ら
れ
た
佐
藤
賢
先
生
に
ご
講
演
い

た
だ
き
ま
し
た
。現
在
、特
別
支

援
教
育
が
抱
え
る
課
題
か
ら
、こ

れ
か
ら
私
た
ち
教
育
者
が
向
か
い

合
っ
て
い
く
べ
き
課
題
ま
で
、幅
広

い
見
地
で
ご
教
示
い
た
だ
け
た
と

思
い
ま
す
。　
　
（
神
谷　

真
吾
）

　
「
平
成
二
十
五
年
度
愛
知
県
管

理
職・行
政
職
懇
親
会
」を
梅
村
清

英
理
事
長
は
じ
め
十
八
名
の
ご
来

賓
を
お
迎
え
し
て
、十
一
月
二
日

（
土
）、名
古
屋
観
光
ホ
テ
ル
で
開
催

し
ま
し
た
。

　

本
県
に
お
け
る
学
校
部
会
の
会

員
数
は
千
五
百
名
を
超
え
、管
理

職
員
・
行
政
職
員
は
百
三
十
名
を

数
え
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。今
後

も
本
県
教
育
界
の
一
翼
を
担
う
組

織
と
し
て
、各
々
が
研
鑽
に
励
み
、

職
責
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と
改
め

て
誓
う
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

総
会
、研
修
会
並
び
に
懇
親
会

を
一
月
十
日
、札
幌
市
内
の
ホ
テ
ル

で
開
催
し
ま
し
た
。北
川
学
長
、大

西
校
友
会
本
部
長
、片
岡
参
与
を

は
じ
め
大
学
関
係
者
及
び
支
部
役

員
の
皆
様
の
ご
臨
席
を
仰
ぎ
、盛

大
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、新
年
度
役
員
と
し

て
澤
口
新
部
会
長（
七
十
九
年
体

育
卒
）が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。引

き
続
き
行
わ
れ
た
研
修
会
で
は
、

ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
杢
子
耕
一
教
授

よ
り
示
唆
に
富
む
ご
講
演
を
い
た

だ
き
、そ
の
後
の
懇
親
会
で
は
大

学
の
近
況
報
告
な
ど
、和
や
か
な

う
ち
に
学
歌
斉
唱
で
終
宴
と
な
り

ま
し
た
。　
　
　
（
澤
口　

文
裕
）

　

新
春
一
月
二
十
四
日
、名
鉄
ト
ヨ

タ
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、第
二
十
六
回
中

京
挙
母
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

中
京
挙
母
会
で
は
、保
健
体
育
教

員
だ
け
で
な
く
、国
語
や
社
会
、数

学
と
様
々
な
教
科
の
教
員
も
増
え
、

中
京
挙
母
会
が
、豊
田
市
の
教
育

を
築
く
大
き
な
柱
で
あ
る
こ
と
を

実
感
し
ま
し
た
。

　

会
で
は
、様
々
な
会
員
が
懇
親
を

深
め
、ま
た
、梅
村
清
英
様
が
新
し

く
梅
村
学
園
理
事
長
に
就
任
さ
れ

た
お
祝
い
や
豊
田
市
太
田
市
長
を

は
じ
め
、数
々
の
ご
来
賓
に
も
ご
出

席
賜
り
、盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

二
〇
一
四
年
度
に
開
学
六
十
周
年

を
迎
え
る
こ
の
節
目
の
ス
タ
ー
ト
に

ふ
さ
わ
し
い
素
晴
ら
し
い
会
と
な
り

ま
し
た
。　　
　

（
杉
浦　

貴
代
）

　

二
〇
一
三
年
二
月
二
十
三
日
、

「
第
五
回
愛
知
県
警
察
部
会
総

会
」を
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
開

催
し
ま
し
た
。

　

第
一
部
で
は
、今
春
退
職
さ
れ
た

榊
原
警
視
が
警
察
人
生
三
十
八
年

間
を
振
り
返
っ
た
数
々
の
貴
重
な

体
験
談
を
披
露
。そ
の
後
、ア
レ
ー

ナ
二
一一
に
移
り
、学
校
幹
部
に
も

ご
臨
席
い
た
だ
い
て
楽
し
い
懇
親
会

と
な
り
ま
し
た
。参
加
者
四
十
二

名
は
卒
業
生
で
あ
る
こ
と
を
誇
り

に
、母
校
の
発
展
に
負
け
な
い
よ
う

さ
ら
な
る
飛
躍
を
誓
い
ま
し
た
。

（
山
田　

裕
二
）

　

昨
年
三
月
、「
第
十
七
回
中
京

ジ
ュニ
ア
カ
ッ
プ
体
操
競
技
・
新
体

操
交
流
大
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

体
操
競
技
は
九
日
、十
日
の
二

日
間
、鯖
江
市
の
立
待
体
育
館
で
、

新
体
操
は
九
日
に
豊
田
キ
ャ
ン
パ

ス
六
号
館
を
会
場
に
小
学
生
か
ら

高
校
生
、両
競
技
で
三
百
三
十
九

名
の
参
加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。毎

年
競
技
力
が
向
上
し
、盛
り
上

が
っ
た
大
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。大

会
出
場
者
の
湯
元
さ
く
ら
さ
ん
は

第
六
回
東
ア
ジ
ア
天
津
大
会
に
出

場
し
ま
し
た
。（
野
々
部　

利
夫
）

北
海
道
支
部
学
校
部
会

中
京
挙
母
会

愛
知
県
学
校
部
会
管
理
職・

行
政
職
懇
親
会

中
京
ジ
ュニ
ア
カ
ッ
プ
体
操

競
技・新
体
操
競
技
交
流
会

愛
知
県
警
察
部
会
総
会

愛
知
県
学
校
部
会
総
会

愛
知
県
学
校
部
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

愛
知
県
特
別
支
援
学
校
部
会

八
豊
会
二
十
周
年
祝
賀
会

警
察
部
会

ク
ラ
ブ
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О
Ｇ

　

創
設
二
十
周
年
を
迎
え
た
八
豊

会
で
は
こ
れ
を
記
念
し
て
、十
月
二

十
六
日（
土
）、ロ
ー
ズ
コ
ー
ト
ホ
テ
ル

に
て
祝
賀
会
を
開
催
。

　

梅
村
清
英
理
事
長
、北
川
薫
学

長
は
じ
め
中
京
大
学
関
係
者
、並

び
に
名
古
屋
市
教
育
長
、教
育
委

員
会
関
係
者
な
ど
多
数
の
ご
来
賓

を
お
招
き
し
、八
十
名
を
超
え
る

会
員
が
参
加
し
ま
し
た
。会
は
終

始
、和
や
か
な
ム
ー
ド
で
進
み
、参

加
者
一
同
、親
睦
を
深
め
あ
う
こ
と

が
で
き
た
大
変
有
意
義
な
会
と
な

り
ま
し
た
。　　
　
（
服
部　

建
二
）

　
二
〇
一
三
年
度
名
古
屋
市
立
小・

中
・
養
護
学
校
の
同
窓
生
に
よ
る

「
八
豊
会
総
会・懇
親
会
」を
五
月

十
八
日（
土
）、中
京
大
学
セ
ン
タ
ー

ビ
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
二
十
一
名
の
新
会
員

を
加
え
て
会
員
数
が
二
百
九
十
四

名
と
な
り
、そ
の
過
半
数
以
上
が
採

用
十
年
目
ま
で
の
青
年
部
員
で
あ

り
、青
年
部
活
性
化
の
重
要
性
を

全
員
で
確
認
し
ま
し
た
。懇
親
会

で
は
安
村
副
学
長
か
ら
の
激
励
も

あ
り
、大
変
有
意
義
な
会
と
な
り

ま
し
た
。　　
　
　
（
服
部　

建
二
）

八
豊
会
総
会

学
校
部
会



支
部
会
報
告

支
部
会
報
告

　
「
平
成
二
十
五
年
度
愛
知
県
学

校
部
会
総
会
」を
六
月
一
日（
土
）、

名
古
屋
キ
ャ
ン
パス
に
て
開
催
。

　

総
会
終
了
後
は
高
橋
繁
浩
氏
に

ご
講
演
い
た
だ
き
、そ
の
後
、ア
レ
ー

ナ
二
一一
で
開
催
し
た
懇
親
会
に
は

梅
村
清
英
理
事
長
、北
川
薫
学
長

は
じ
め
二
十
名
の
ご
来
賓
の

ご
臨
席
を
賜
り
ま
し
た
。

　

学
校
部
会
の
会
員
数
は
す
で
に

千
五
百
名
を
超
え
て
お
り
、近
い
将

来
、本
県
教
育
界
の
一
翼
を
担
う
組

織
に
な
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。そ
の

時
に
備
え
、部
会
の
在
り
方
や
人
材

育
成
な
ど
山
積
み
の
課
題
解
決
に

向
け
邁
進
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
鈴
木　

揚
一
）

　

昨
年
八
月
、恒
例
と
な
っ
た「
愛

知
県
学
校
部
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
」を

オ
ー
ル
ド
レ
イ
ク
春
日
井
で
開
催
し

ま
し
た
。

　

当
日
は
絶
好
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョン
と

な
り
、参
加
者
か
ら
は
一
様
に
笑
顔

が
こ
ぼ
れ
る
楽
し
い
ラ
ウ
ン
ド
に
な

り
ま
し
た
。

　

大
学
か
ら
は
梅
村
清
英
理
事
長
、

北
川
薫
学
長
に
も
ご
参
加
い
た
だ

き
、ラ
ウ
ン
ド
後
の
パ
ー
テ
ィ
で
は
ま

す
ま
す
発
展
す
る
中
京
大
学
の
様

子
や
N
E
X
T
10
に
つい
て
の
お
話

が
あ
り
ま
し
た
。

　

素
晴
ら
し
い
環
境
の
中
、ゴ
ル

フ
を
通
じ
て
交
流
で
き
た
一
日
で

し
た
。

　

九
月
七
日（
土
）、名
古
屋
市
の

ル
ブ
ラ
王
山
に
て
、愛
知
県
特
別
支

援
学
校
部
会
の
総
会
、研
修
会
、

懇
親
会
が
行
わ
れ
、百
三
十
六
名

が
出
席
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、昨
年
度
ま
で
愛

知
県
学
校
部
会
部
会
長
を
務
め

ら
れ
た
佐
藤
賢
先
生
に
ご
講
演
い

た
だ
き
ま
し
た
。現
在
、特
別
支

援
教
育
が
抱
え
る
課
題
か
ら
、こ

れ
か
ら
私
た
ち
教
育
者
が
向
か
い

合
っ
て
い
く
べ
き
課
題
ま
で
、幅
広

い
見
地
で
ご
教
示
い
た
だ
け
た
と

思
い
ま
す
。　
　
（
神
谷　

真
吾
）

　
「
平
成
二
十
五
年
度
愛
知
県
管

理
職・行
政
職
懇
親
会
」を
梅
村
清

英
理
事
長
は
じ
め
十
八
名
の
ご
来

賓
を
お
迎
え
し
て
、十
一
月
二
日

（
土
）、名
古
屋
観
光
ホ
テ
ル
で
開
催

し
ま
し
た
。

　

本
県
に
お
け
る
学
校
部
会
の
会

員
数
は
千
五
百
名
を
超
え
、管
理

職
員
・
行
政
職
員
は
百
三
十
名
を

数
え
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。今
後

も
本
県
教
育
界
の
一
翼
を
担
う
組

織
と
し
て
、各
々
が
研
鑽
に
励
み
、

職
責
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と
改
め

て
誓
う
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

総
会
、研
修
会
並
び
に
懇
親
会

を
一
月
十
日
、札
幌
市
内
の
ホ
テ
ル

で
開
催
し
ま
し
た
。北
川
学
長
、大

西
校
友
会
本
部
長
、片
岡
参
与
を

は
じ
め
大
学
関
係
者
及
び
支
部
役

員
の
皆
様
の
ご
臨
席
を
仰
ぎ
、盛

大
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、新
年
度
役
員
と
し

て
澤
口
新
部
会
長（
七
十
九
年
体

育
卒
）が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。引

き
続
き
行
わ
れ
た
研
修
会
で
は
、

ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
杢
子
耕
一
教
授

よ
り
示
唆
に
富
む
ご
講
演
を
い
た

だ
き
、そ
の
後
の
懇
親
会
で
は
大

学
の
近
況
報
告
な
ど
、和
や
か
な

う
ち
に
学
歌
斉
唱
で
終
宴
と
な
り

ま
し
た
。　
　
　
（
澤
口　

文
裕
）

　

新
春
一
月
二
十
四
日
、名
鉄
ト
ヨ

タ
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、第
二
十
六
回
中

京
挙
母
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

中
京
挙
母
会
で
は
、保
健
体
育
教

員
だ
け
で
な
く
、国
語
や
社
会
、数

学
と
様
々
な
教
科
の
教
員
も
増
え
、

中
京
挙
母
会
が
、豊
田
市
の
教
育

を
築
く
大
き
な
柱
で
あ
る
こ
と
を

実
感
し
ま
し
た
。

　

会
で
は
、様
々
な
会
員
が
懇
親
を

深
め
、ま
た
、梅
村
清
英
様
が
新
し

く
梅
村
学
園
理
事
長
に
就
任
さ
れ

た
お
祝
い
や
豊
田
市
太
田
市
長
を

は
じ
め
、数
々
の
ご
来
賓
に
も
ご
出

席
賜
り
、盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

二
〇
一
四
年
度
に
開
学
六
十
周
年

を
迎
え
る
こ
の
節
目
の
ス
タ
ー
ト
に

ふ
さ
わ
し
い
素
晴
ら
し
い
会
と
な
り

ま
し
た
。　　
　

（
杉
浦　

貴
代
）

　

二
〇
一
三
年
二
月
二
十
三
日
、

「
第
五
回
愛
知
県
警
察
部
会
総

会
」を
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
開

催
し
ま
し
た
。

　

第
一
部
で
は
、今
春
退
職
さ
れ
た

榊
原
警
視
が
警
察
人
生
三
十
八
年

間
を
振
り
返
っ
た
数
々
の
貴
重
な

体
験
談
を
披
露
。そ
の
後
、ア
レ
ー

ナ
二
一一
に
移
り
、学
校
幹
部
に
も

ご
臨
席
い
た
だ
い
て
楽
し
い
懇
親
会

と
な
り
ま
し
た
。参
加
者
四
十
二

名
は
卒
業
生
で
あ
る
こ
と
を
誇
り

に
、母
校
の
発
展
に
負
け
な
い
よ
う

さ
ら
な
る
飛
躍
を
誓
い
ま
し
た
。

（
山
田　

裕
二
）

　

昨
年
三
月
、「
第
十
七
回
中
京

ジ
ュニ
ア
カ
ッ
プ
体
操
競
技
・
新
体

操
交
流
大
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

体
操
競
技
は
九
日
、十
日
の
二

日
間
、鯖
江
市
の
立
待
体
育
館
で
、

新
体
操
は
九
日
に
豊
田
キ
ャ
ン
パ

ス
六
号
館
を
会
場
に
小
学
生
か
ら

高
校
生
、両
競
技
で
三
百
三
十
九

名
の
参
加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。毎

年
競
技
力
が
向
上
し
、盛
り
上

が
っ
た
大
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。大

会
出
場
者
の
湯
元
さ
く
ら
さ
ん
は

第
六
回
東
ア
ジ
ア
天
津
大
会
に
出

場
し
ま
し
た
。（
野
々
部　

利
夫
）
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ブ
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創
設
二
十
周
年
を
迎
え
た
八
豊

会
で
は
こ
れ
を
記
念
し
て
、十
月
二

十
六
日（
土
）、ロ
ー
ズ
コ
ー
ト
ホ
テ
ル

に
て
祝
賀
会
を
開
催
。

　

梅
村
清
英
理
事
長
、北
川
薫
学

長
は
じ
め
中
京
大
学
関
係
者
、並

び
に
名
古
屋
市
教
育
長
、教
育
委

員
会
関
係
者
な
ど
多
数
の
ご
来
賓

を
お
招
き
し
、八
十
名
を
超
え
る

会
員
が
参
加
し
ま
し
た
。会
は
終

始
、和
や
か
な
ム
ー
ド
で
進
み
、参

加
者
一
同
、親
睦
を
深
め
あ
う
こ
と

が
で
き
た
大
変
有
意
義
な
会
と
な

り
ま
し
た
。　　
　
（
服
部　

建
二
）

　
二
〇
一
三
年
度
名
古
屋
市
立
小・

中
・
養
護
学
校
の
同
窓
生
に
よ
る

「
八
豊
会
総
会・懇
親
会
」を
五
月

十
八
日（
土
）、中
京
大
学
セ
ン
タ
ー

ビ
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
二
十
一
名
の
新
会
員

を
加
え
て
会
員
数
が
二
百
九
十
四

名
と
な
り
、そ
の
過
半
数
以
上
が
採

用
十
年
目
ま
で
の
青
年
部
員
で
あ

り
、青
年
部
活
性
化
の
重
要
性
を

全
員
で
確
認
し
ま
し
た
。懇
親
会

で
は
安
村
副
学
長
か
ら
の
激
励
も

あ
り
、大
変
有
意
義
な
会
と
な
り

ま
し
た
。　　
　
　
（
服
部　

建
二
）

八
豊
会
総
会

学
校
部
会



支
部
会
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告

支
部
会
報
告

　

昨
年
九
月
二
十
四
日
〜
二
十
九

日
ま
で
、「
第
十
三
回
中
京
大
学
美

術
部
О
Ｂ
と
し
わ
会
展
」を
名
古
屋

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
О
Ｂ
の
東
直
樹
君（
春
陽

会
会
員
）を
含
む
十
三
名
の
会
員

だ
け
で
な
く
、梅
村
清
弘
学
園
最

高
顧
問
の
作
品
も
含
め
て
計
四
十

一
点
を
展
示
。全
体
的
に
レ
ベ
ル
の

高
い
作
品
が
多
く
出
品
さ
れ
、О
Ｂ

各
位
の
作
品
に
対
す
る
努
力
の
成

果
と
存
じ
ま
す
。ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

次
回
は
九
月
三
十
日
〜
十
月
五

日
に
て
開
催
が
内
定
し
ま
し
た
。絵

心
が
あ
る
同
窓
生
の
皆
様
も
ど
う

ぞ
参
加
さ
れ
、親
睦
を
深
め
て
み
ま

せ
ん
か
。　　
　

（
川
窪　

元
雄
）

　

十
月
二
十
三
日（
水
）か
ら
一
泊

二
日
の
日
程
で「
第
七
回
ト
ナ
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

兵
庫
県
支
部
の
矢
部
敏
則
君
を

幹
事
に
、十
四
名
が
ニュー
ヨ
ー
ク
を

含
む
各
地
か
ら
神
戸
に
集
結
。神

戸
港
で
の
海
上
遊
覧
に
灘
の
白
鶴

酒
造
資
料
館
な
ど
、神
戸
の
旅
を

満
喫
し
ま
し
た
。懇
親
会
で
は
他

界
し
た
三
名
の
ご
冥
福
を
祈
り
、そ

の
後
、近
況
報
告
や
学
生
時
代
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
語
り
合
い
、夜
更
け
ま

で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
当
初
の
予
定
を
変
更
し
、故

杉
村
和
明
君
の
自
宅
を
訪
ね
、ご
冥

福
を
お
祈
り
し
て
き
ま
し
た
。次
は

岐
阜
で
の
古
希
の
再
会
を
誓
い
解
散
。

永
遠
に
友
―
私
た
ち
の
青
春
は
終

わ
ら
な
い
。　
　
　
（
市
川　

紘
二
）

　

十
月
二
十
七
日
、二
十
八
日
、滋

賀
県
米
原
市
の
エ
ク
シ
ブ
琵
琶
湖

に
て
、「
第
八
回
同
期
会
」を
参
加

者
二
十
名
で
行
い
ま
し
た
。

　

初
日
は
温
泉
に
浸
か
り
宴
会
。

美
味
し
い
料
理
に
会
話
も
弾
み
、

そ
の
後
は
全
員
で
二
次
会
、カ
ラ
オ

ケ
と
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
地
元
幹
事
三
名
の
案

内
で
彦
根
城
周
辺
を
散
策
。今
回

初
め
て
女
性
部
員
二
名
が
参
加
し
、

こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
な
ご
や
か
な

同
期
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
回
は
十
月
末
に
蒲
郡
で
開
催

予
定
で
す
。男
女
問
わ
ず
、多
く
の

方
々
の
参
加
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
野
々
部　

利
夫
）

　
一
月
二
十
六
日
、中
京
大
学
名

古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
梅
村
清
英
名

誉
顧
問
、小
山
哲
顧
問
の
ご
臨
席

の
も
と
、総
会
な
ら
び
に
名
誉
顧

問
の
梅
村
学
園
理
事
長
ご
就
任
の

お
祝
い
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
は
新
役
員
選
出
、事
業
報
告

等
や
、山
内
直
人
監
督
よ
り
チ
ー
ム

の
現
状
報
告
が
あ
り
、今
シ
ー
ズ
ン

の
決
意
と
抱
負
を
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。お
祝
い
会
で
は
、平
松
正
仁
会

長
と
瀧
剛
志
部
長
よ
り
梅
村
理
事

長
に
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

日（
金
）と
十
二
月
十
九
日（
木
）、豊

田
キ
ャ
ン
パス
で
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
賞
は
、課
外
活
動
で
優
秀
な

成
績
を
挙
げ
た
学
生
及
び
団
体
を

表
彰
し
、課
外
活
動
の
高
揚
を
図

る
も
の
で
、毎
年
、上
半
期
と
下
半

期
に
分
け
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
上
半
期
と
下
半
期
を
合
わ

せ
て
、個
人
六
十
六
名
、二
十
六
団
体

に
賞
状
と
奨
励
金
を
授
与
し
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
社
会
、文
化
、ス
ポ
ー

ツ
に
大
い
に
活
躍
さ
れ
、母
校
の
発

展
に
貢
献
さ
れ
ま
す
こ
と
を
期
待

し
ま
す
。

　

昨
年
三
月
二
日（
土
）、名
古
屋

キ
ャ
ン
パ
ス
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
に
て「
愛

知
県・名
古
屋
市
立
学
校
採
用
試

験
合
格
者（
百
十
七
名
）研
修
会・

懇
親
会
」を
開
催
。

　

第
一
部
で
は
、愛
知
県
学
校
部

会
の
管
理
職
の
方
々
か
ら
、新
任
教

員
と
な
る
方
へ々
教
員
と
し
て
の
心

構
え
や
準
備
等
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ

ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
二
部
の
懇
親
会
で
は
、先
輩
教

員
へ
の
相
談
や
新
任
教
員
同
士
の

懇
談
な
ど
大
い
に
盛
り
上
が
り
、

あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
て
い

き
ま
し
た
。

　

昨
年
四
月
二
十
日
、在
学
生
の

た
め
の
教
員
採
用
試
験
対
策
と
し

て
、「
第
二
十
七
回
愛
知
県
教
員
採

用
試
験
面
接
・
実
技
講
習
会
」を

豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
教
員
志
望
の
在
学
生
に

本
学
О
Ｂ・О
Ｇ
の
教
員
が
指
導
を

行
う
も
の
で
、今
回
は
六
十
三
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

実
技
や
面
接
指
導
を
受
け
た
学
生

た
ち
は
、教
員
採
用
試
験
に
向
け
て

改
め
て
強
い
気
持
ち
を
持
っ
た
よ
う

で
し
た
。

　

昨
年
五
月
二
十
五
日（
土
）、名

古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
に
て
、

大
学
主
催
に
よ
る「
名
古
屋
市
教

員
採
用
試
験
学
習
会
」が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

大
学
の
要
請
を
受
け
、名
古
屋

市
立
の
小・中・養
護
学
校
教
員
で

組
織
す
る
О
Ｂ
会（
八
豊
会
）の
有

志
が
集
ま
り
、教
員
志
望
者（
二

十
名
）を
対
象
に
、心
構
え
や
模
擬

小
論
文
、模
擬
面
接
等
を
指
導
。

ま
た
二
十
五
年
度
に
採
用
さ
れ
た

卒
業
生
か
ら
、採
用
試
験
に
向
け

て
何
を
頑
張
っ
た
か
の
ア
ド
バ
イ
ス

が
あ
り
、参
加
者
は
先
輩
の
話
に

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

（
服
部　

建
二
）

　

愛
知
県
警
察
官
採
用
試
験
に
合

格
し
、二
次
試
験
を
目
指
す
学
生

た
ち
を
対
象
に「
愛
知
県
警
察
官

採
用
試
験
面
接
講
習
会
」が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

二
〇
一
三
年
五
月
三
十
一
日

（
金
）、名
古
屋
キ
ャ
ン
パス
に
集
ま
っ

た
参
加
者
は
ス
ー
ツ
姿
に
緊
張
し
た

面
持
ち
で
講
習
会
に
臨
み
ま
し
た
。

問
題
集
や
参
考
書
だ
け
で
は
学
ぶ

こ
と
の
で
き
な
い
小
論
文
や
面
接
テ

ク
ニッ
ク
、近
年
の
採
用
傾
向
や
細

か
な
注
意
点
な
ど
、そ
の
道
を
歩
ん

だ
先
輩
た
ち
の
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス

に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

美
術
部
О
Ｂ
と
し
わ
会

体
操
部
四
十
一
年
度
同
期
会

体
操
競
技
部
・
新
体
操
部

四
十
三
年
度
同
期
会

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

O
B
会

愛
知
県・名
古
屋
市

新
任
教
員
研
修
会

名
古
屋
市
教
員

採
用
試
験
学
習
会

在
校
生
支
援

特
別
寄
稿

　
「
二
〇
一
三
年
度
同
窓
会
課
外
活

動
奨
励
賞
授
与
式
」を
五
月
二
十
四

　

今
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
の
主

人
公
は
、姫
路
が
生
ん
だ
希
代
の
軍

師・黒
田
官
兵
衛
に
決
定
し
、一
月

五
日（
日
）か
ら
放
映
が
始
ま
って
い

ま
す
。

　

生
涯
五
十
数
度
の
合
戦
で
は
一

度
も
負
け
知
ら
ず
。豊
臣
秀
吉
は

彼
の
才
能
を
高
く
評
価
し
、「
官

兵
衛
が
そ
の
気
に
な
れ
ば
、自
分

が
生
き
て
い
る
間
に
天
下
を
取
る

だ
ろ
う
」と
恐
れ
を
な
し
て
い
た
よ

う
で
す
。

　

そ
の
官
兵
衛
は
播
磨
の
小
藩
の

一
家
老
か
ら
、九
州・福
岡
藩
五
十

二
万
石
の
礎
を
築
き
ま
し
た
。

　

姫
路
に
は
城
址
や
古
戦
場
跡
、

神
社
仏
閣
な
ど
官
兵
衛
ゆ
か
り
の

地
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。想
い
を

馳
せ
な
が
ら
、姫
路
の
町
を
歩
い
て

み
ま
せ
ん
か
。ご
来
県
の
折
に
は
ど

う
ぞ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

連
絡
先　
〒
6
7
1

-

0
2
3
2

兵
庫
県
姫
路
市
御
国
野
町
御
着
9
7
4

☎
0
7
9

-

2
5
2

-

5
1
8
5

携
帯
0
9
0

-

9
0
4
6

-

2
4
4
2

（
兵
庫
県
支
部・中
播
磨
地
区
長　

井
内　

義
延
）

愛
知
県
警
察
官
採
用
試
験

面
接
講
習
会

　

昨
年
四
月
三
十
日
に
サ
ッ
カ
ー

部
の
初
代
監
督
水
野
隆
先
生
を

お
招
き
し
て
О
Ｂ
会
を
催
し
ま
し

た
。昭
和
三
十
八
年
五
月
二
十
五

日
、「
第
十
回
東
海
大
学
サ
ッ

カ
ー
」で
名
商
大
を
下
し
、初
優

勝
し
た
メ
ン
バ
ー（
倉
井
三
郎
、薬

師
寺
紀
行
、棚
田
清
隆
、田
中
勝

緒
、綾
香
尭
、坂
元
二
男
、尾
上
達

三
、野
々
村
征
武
、市
場
導
彦
、木

下
茂
、豊
本
紀
昭
、高
場
政
孝
、相

宮
巌
、寺
田
昌
平
、尾
松
修
治
、河

内
耕
一
郎
）が
中
心
と
な
り
、卒

業
後
、初
め
て
集
い
ま
し
た
。

（
田
中　

勝
緒
）

サ
ッ
カ
ー
部
О
Ｂ
会

愛
知
県
教
員
採
用
試
験
面
接・

実
技
研
修
会

課
外
活
動
奨
励
賞
授
与
式



支
部
会
報
告

支
部
会
報
告

　

昨
年
九
月
二
十
四
日
〜
二
十
九

日
ま
で
、「
第
十
三
回
中
京
大
学
美

術
部
О
Ｂ
と
し
わ
会
展
」を
名
古
屋

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
О
Ｂ
の
東
直
樹
君（
春
陽

会
会
員
）を
含
む
十
三
名
の
会
員

だ
け
で
な
く
、梅
村
清
弘
学
園
最

高
顧
問
の
作
品
も
含
め
て
計
四
十

一
点
を
展
示
。全
体
的
に
レ
ベ
ル
の

高
い
作
品
が
多
く
出
品
さ
れ
、О
Ｂ

各
位
の
作
品
に
対
す
る
努
力
の
成

果
と
存
じ
ま
す
。ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

次
回
は
九
月
三
十
日
〜
十
月
五

日
に
て
開
催
が
内
定
し
ま
し
た
。絵

心
が
あ
る
同
窓
生
の
皆
様
も
ど
う

ぞ
参
加
さ
れ
、親
睦
を
深
め
て
み
ま

せ
ん
か
。　　
　

（
川
窪　

元
雄
）

　

十
月
二
十
三
日（
水
）か
ら
一
泊

二
日
の
日
程
で「
第
七
回
ト
ナ
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

兵
庫
県
支
部
の
矢
部
敏
則
君
を

幹
事
に
、十
四
名
が
ニュー
ヨ
ー
ク
を

含
む
各
地
か
ら
神
戸
に
集
結
。神

戸
港
で
の
海
上
遊
覧
に
灘
の
白
鶴

酒
造
資
料
館
な
ど
、神
戸
の
旅
を

満
喫
し
ま
し
た
。懇
親
会
で
は
他

界
し
た
三
名
の
ご
冥
福
を
祈
り
、そ

の
後
、近
況
報
告
や
学
生
時
代
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
語
り
合
い
、夜
更
け
ま

で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
当
初
の
予
定
を
変
更
し
、故

杉
村
和
明
君
の
自
宅
を
訪
ね
、ご
冥

福
を
お
祈
り
し
て
き
ま
し
た
。次
は

岐
阜
で
の
古
希
の
再
会
を
誓
い
解
散
。

永
遠
に
友
―
私
た
ち
の
青
春
は
終

わ
ら
な
い
。　
　
　
（
市
川　

紘
二
）

　

十
月
二
十
七
日
、二
十
八
日
、滋

賀
県
米
原
市
の
エ
ク
シ
ブ
琵
琶
湖

に
て
、「
第
八
回
同
期
会
」を
参
加

者
二
十
名
で
行
い
ま
し
た
。

　

初
日
は
温
泉
に
浸
か
り
宴
会
。

美
味
し
い
料
理
に
会
話
も
弾
み
、

そ
の
後
は
全
員
で
二
次
会
、カ
ラ
オ

ケ
と
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
地
元
幹
事
三
名
の
案

内
で
彦
根
城
周
辺
を
散
策
。今
回

初
め
て
女
性
部
員
二
名
が
参
加
し
、

こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
な
ご
や
か
な

同
期
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
回
は
十
月
末
に
蒲
郡
で
開
催

予
定
で
す
。男
女
問
わ
ず
、多
く
の

方
々
の
参
加
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
野
々
部　

利
夫
）

　
一
月
二
十
六
日
、中
京
大
学
名

古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
梅
村
清
英
名

誉
顧
問
、小
山
哲
顧
問
の
ご
臨
席

の
も
と
、総
会
な
ら
び
に
名
誉
顧

問
の
梅
村
学
園
理
事
長
ご
就
任
の

お
祝
い
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
は
新
役
員
選
出
、事
業
報
告

等
や
、山
内
直
人
監
督
よ
り
チ
ー
ム

の
現
状
報
告
が
あ
り
、今
シ
ー
ズ
ン

の
決
意
と
抱
負
を
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。お
祝
い
会
で
は
、平
松
正
仁
会

長
と
瀧
剛
志
部
長
よ
り
梅
村
理
事

長
に
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

日（
金
）と
十
二
月
十
九
日（
木
）、豊

田
キ
ャ
ン
パス
で
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
賞
は
、課
外
活
動
で
優
秀
な

成
績
を
挙
げ
た
学
生
及
び
団
体
を

表
彰
し
、課
外
活
動
の
高
揚
を
図

る
も
の
で
、毎
年
、上
半
期
と
下
半

期
に
分
け
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
上
半
期
と
下
半
期
を
合
わ

せ
て
、個
人
六
十
六
名
、二
十
六
団
体

に
賞
状
と
奨
励
金
を
授
与
し
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
社
会
、文
化
、ス
ポ
ー

ツ
に
大
い
に
活
躍
さ
れ
、母
校
の
発

展
に
貢
献
さ
れ
ま
す
こ
と
を
期
待

し
ま
す
。

　

昨
年
三
月
二
日（
土
）、名
古
屋

キ
ャ
ン
パ
ス
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
に
て「
愛

知
県・名
古
屋
市
立
学
校
採
用
試

験
合
格
者（
百
十
七
名
）研
修
会・

懇
親
会
」を
開
催
。

　

第
一
部
で
は
、愛
知
県
学
校
部

会
の
管
理
職
の
方
々
か
ら
、新
任
教

員
と
な
る
方
へ々
教
員
と
し
て
の
心

構
え
や
準
備
等
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ

ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
二
部
の
懇
親
会
で
は
、先
輩
教

員
へ
の
相
談
や
新
任
教
員
同
士
の

懇
談
な
ど
大
い
に
盛
り
上
が
り
、

あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
て
い

き
ま
し
た
。

　

昨
年
四
月
二
十
日
、在
学
生
の

た
め
の
教
員
採
用
試
験
対
策
と
し

て
、「
第
二
十
七
回
愛
知
県
教
員
採

用
試
験
面
接
・
実
技
講
習
会
」を

豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
教
員
志
望
の
在
学
生
に

本
学
О
Ｂ・О
Ｇ
の
教
員
が
指
導
を

行
う
も
の
で
、今
回
は
六
十
三
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

実
技
や
面
接
指
導
を
受
け
た
学
生

た
ち
は
、教
員
採
用
試
験
に
向
け
て

改
め
て
強
い
気
持
ち
を
持
っ
た
よ
う

で
し
た
。

　

昨
年
五
月
二
十
五
日（
土
）、名

古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
に
て
、

大
学
主
催
に
よ
る「
名
古
屋
市
教

員
採
用
試
験
学
習
会
」が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

大
学
の
要
請
を
受
け
、名
古
屋

市
立
の
小・中・養
護
学
校
教
員
で

組
織
す
る
О
Ｂ
会（
八
豊
会
）の
有

志
が
集
ま
り
、教
員
志
望
者（
二

十
名
）を
対
象
に
、心
構
え
や
模
擬

小
論
文
、模
擬
面
接
等
を
指
導
。

ま
た
二
十
五
年
度
に
採
用
さ
れ
た

卒
業
生
か
ら
、採
用
試
験
に
向
け

て
何
を
頑
張
っ
た
か
の
ア
ド
バ
イ
ス

が
あ
り
、参
加
者
は
先
輩
の
話
に

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

（
服
部　

建
二
）

　

愛
知
県
警
察
官
採
用
試
験
に
合

格
し
、二
次
試
験
を
目
指
す
学
生

た
ち
を
対
象
に「
愛
知
県
警
察
官

採
用
試
験
面
接
講
習
会
」が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

二
〇
一
三
年
五
月
三
十
一
日

（
金
）、名
古
屋
キ
ャ
ン
パス
に
集
ま
っ

た
参
加
者
は
ス
ー
ツ
姿
に
緊
張
し
た

面
持
ち
で
講
習
会
に
臨
み
ま
し
た
。

問
題
集
や
参
考
書
だ
け
で
は
学
ぶ

こ
と
の
で
き
な
い
小
論
文
や
面
接
テ

ク
ニッ
ク
、近
年
の
採
用
傾
向
や
細

か
な
注
意
点
な
ど
、そ
の
道
を
歩
ん

だ
先
輩
た
ち
の
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス

に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

美
術
部
О
Ｂ
と
し
わ
会

体
操
部
四
十
一
年
度
同
期
会

体
操
競
技
部
・
新
体
操
部

四
十
三
年
度
同
期
会

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

O
B
会

愛
知
県・名
古
屋
市

新
任
教
員
研
修
会

名
古
屋
市
教
員

採
用
試
験
学
習
会

在
校
生
支
援

特
別
寄
稿

　
「
二
〇
一
三
年
度
同
窓
会
課
外
活

動
奨
励
賞
授
与
式
」を
五
月
二
十
四

　

今
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
の
主

人
公
は
、姫
路
が
生
ん
だ
希
代
の
軍

師・黒
田
官
兵
衛
に
決
定
し
、一
月

五
日（
日
）か
ら
放
映
が
始
ま
って
い

ま
す
。

　

生
涯
五
十
数
度
の
合
戦
で
は
一

度
も
負
け
知
ら
ず
。豊
臣
秀
吉
は

彼
の
才
能
を
高
く
評
価
し
、「
官

兵
衛
が
そ
の
気
に
な
れ
ば
、自
分

が
生
き
て
い
る
間
に
天
下
を
取
る

だ
ろ
う
」と
恐
れ
を
な
し
て
い
た
よ

う
で
す
。

　

そ
の
官
兵
衛
は
播
磨
の
小
藩
の

一
家
老
か
ら
、九
州・福
岡
藩
五
十

二
万
石
の
礎
を
築
き
ま
し
た
。

　

姫
路
に
は
城
址
や
古
戦
場
跡
、

神
社
仏
閣
な
ど
官
兵
衛
ゆ
か
り
の

地
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。想
い
を

馳
せ
な
が
ら
、姫
路
の
町
を
歩
い
て

み
ま
せ
ん
か
。ご
来
県
の
折
に
は
ど

う
ぞ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

連
絡
先　
〒
6
7
1

-

0
2
3
2

兵
庫
県
姫
路
市
御
国
野
町
御
着
9
7
4

☎
0
7
9

-

2
5
2

-

5
1
8
5

携
帯
0
9
0

-

9
0
4
6

-

2
4
4
2

（
兵
庫
県
支
部・中
播
磨
地
区
長　

井
内　

義
延
）

愛
知
県
警
察
官
採
用
試
験

面
接
講
習
会

　

昨
年
四
月
三
十
日
に
サ
ッ
カ
ー

部
の
初
代
監
督
水
野
隆
先
生
を

お
招
き
し
て
О
Ｂ
会
を
催
し
ま
し

た
。昭
和
三
十
八
年
五
月
二
十
五

日
、「
第
十
回
東
海
大
学
サ
ッ

カ
ー
」で
名
商
大
を
下
し
、初
優

勝
し
た
メ
ン
バ
ー（
倉
井
三
郎
、薬

師
寺
紀
行
、棚
田
清
隆
、田
中
勝

緒
、綾
香
尭
、坂
元
二
男
、尾
上
達

三
、野
々
村
征
武
、市
場
導
彦
、木

下
茂
、豊
本
紀
昭
、高
場
政
孝
、相

宮
巌
、寺
田
昌
平
、尾
松
修
治
、河

内
耕
一
郎
）が
中
心
と
な
り
、卒

業
後
、初
め
て
集
い
ま
し
た
。

（
田
中　

勝
緒
）

サ
ッ
カ
ー
部
О
Ｂ
会

愛
知
県
教
員
採
用
試
験
面
接・

実
技
研
修
会

課
外
活
動
奨
励
賞
授
与
式



北海道
青森
岩手
宮城
秋田
山形
福島
茨城
栃木
群馬
埼玉
千葉
東京
神奈川
新潟
富山
石川
福井
山梨
長野
岐阜
静岡

524
125
119
128
137
119
148
245
187
278
376
420
662
514
528
1,539
1,441
1,204
245
1,595
7,365
4,537

県名地区 会員数
（住所判明者）

年度（西暦）
2014

北
海
道・東
北 

⑦

関
東 

⑦

中
部 

⑧

三重
滋賀
京都
大阪
兵庫
奈良
和歌山
鳥取
島根
岡山
広島
山口
徳島
香川
愛媛
高知
福岡
佐賀
長崎
熊本
大分
宮崎
鹿児島
沖縄

6,362
1,416
946
1,224
2,151
455
794
415
519
965
1,184
530
790
778
681
536
559
211
270
208
294
298
380
342

県名地区 会員数
（住所判明者）

年度（西暦）
201415 1516 17 18 16 17 1819 19

近
畿 

⑦

中
国・四
国
⑨

九
州・沖
縄 

⑧

前期繰越金

会 費

支部同窓会参加会費

全国同窓会参加会費

名刺交換会参加会費

中京大学UCSカード販売協力金

受取利息

預金（振込手数料）

その他収入

戻入金

73,216,073円

173,385,000円

1,776,000円

246,000円

1,188,000円

262,798円

66,223円

14,735円

5,333,121円

3,956,400円

29,952,832円

2,186,356円

4,110,183円

21,231,652円

24,975,814円

30,000円

50,190,000円

7,950,000円

1,110,000円

10,678,710円

14,240,884円

5,230,317円

2,000,000円

1,397,249円

1,390,000円

3,021,900円

30,000,000円

49,748,453円

支部同窓会開催費

全国支部総会費

ホームカミングデー開催費

会報発行費

通信費

広告費

奨学費

課外活動奨励賞

課外活動援助費

記念品等作製費

各会開催費

事務局運営費

学術・スポーツ活動奨励寄付金

雑費

入学辞退者等会費返金費

大学設備整備事業費

教育事業支援準備費

次期繰越金

収入 支出

合計合計
346,916,790円

259,444,350円 259,444,350円

・・・地区支部長会 ・・・全国同窓会（国体開催県）

支
部
同
窓
会
開
催
予
定 

（
二
〇
一
四
〜
二
〇
二
〇
年
度
）

二
〇
一
二
年
度
　

中
京
大
学
同
窓
会 

決
算
報
告
書

※各都道府県支部同窓会は、7年に1度の開催になります。

二
〇
一
四
年
度
　

同
窓
会
開
催
予
定（
校
友
会
本
部
共
催
分
）

福島県

千葉県

山梨県

三重県

香川県

福岡県

鳥取県

支部

9月20日

10月18日

11月29日

12月13日

11月22日

　9月13日

10月25日

（土）

開催日

郡山市

千葉市

甲府市

松阪市

高松市

福岡市

倉吉市

開催地 会場 電話番号住所

全国同窓会
（長崎県）

郡山ビューホテルアネックス

ホテル ザ・マンハッタン

ホテル談露館

華王殿

JRホテルクレメント高松

西鉄グランドホテル

倉吉シティホテル

〒963-8004

〒261-0021

〒400-0031

〒515-0011

〒760-0011

〒810-8587

〒682-0023

郡山市中町10-10

千葉市美浜区ひび野2-10-1

甲府市丸の内1-19-16

松阪市高町502番地

高松市浜ノ町1-1

福岡市中央区大名2-6-60

倉吉市山根543-7

024-939-1111

043-275-1111

055-237-1331

0598-51-4122

087-811-1111

092-771-7171

0858-26-6111

（土）10月11日 長崎市 〒850-0045 長崎市宝町2-26ベストウェスタン
プレミアホテル長崎 095-821-1111〔基本方針〕

　校友会本部における個人情報の取扱いは、次の方針で行います。
　①利用目的をできる限り特定し、必要な範囲に限って個人情報を取得します。
　②利用目的の範囲内で、業務の遂行上必要な限りにおいて個人情報を利用します。
　③取得した個人情報は、本人の同意を得ることなく、第三者に提供しません。
　④情報セキュリティー対策をはじめ、個人情報の紛失、漏えい等の予防に努めます。
　⑤外部への業務委託については、個人情報の保護に関する契約の締結及び委託先に
　　対する監督を行い、情報の管理に努めます。
　⑥本人から個人情報の開示・訂正等の請求がなされた場合は、その請求を尊重して
　　対応します。
〔具体的方針〕
　①会員データの利用目的は、会則に定める「会員相互の親睦を図り、中京大学の発展に寄与
　　すること」に必要な各種案内や刊行物の発送に限り、それ以外の目的には利用しません。

　②校友会本部が管理する個人情報のうち、「会員ナンバー、卒業年度、学科、氏名、住所、
　　電話番号、勤務先名、職名、勤務先電話番号」を各県支部長（部会長）及び各ＯＢ会
　　長に提供します。ただし、提供するデータは各所属会員のものに限ります。
　※この場合の各県支部長（部会長）・各ＯＢ会長は、（法２１条に定める）校友会本部の従
　　業者に該当します。
　③個人情報は校友会本部が一元管理し、従業者が個人情報を適正に管理するよう
　　監督します。
　④従業者以外の方には、個人情報を提供しません。（同窓会名簿は発刊しません。）
　⑤第三者が情報の提供を求めてきたときは、校友会本部がその用件を本人に取り次ぎます。
　　（本人が必要と判断した場合は、本人から相手方に連絡をとっていただきます。）
　⑥本人から個人情報について削除の請求がなされたときは、その請求を尊重して対応します。
　※個人情報の削除を希望される方は、校友会本部へご連絡ください。所定の手続きの
　　後、データを削除いたします。ただし、削除後は中京大学広報や同窓会通信等の刊行
　　物及び同窓会やホームカミングデー等の開催案内が一切届かなくなりますのでご承知
　　おきください。

　「同窓会通信第３２号」をお届けいたします。今回の第３２号では、開学６０周年を迎え「NEXT１０」の第一歩を踏み出す記念す
べき年に、真剣味という共通の価値観のもと未来に向け一致団結を呼びかけることをテーマに構成しました。

　また同窓会では、各都道府県支部同窓会、地域または職域の同窓会、全国同窓会、ホームカミングデー、名刺交換会など多くのイベントを実施しております。
　是非これらの会にご参加いただき、新たな人との出会い、旧知の方との絆を大事にしていただければと思います。
　「同窓会通信」は、大学と同窓生、同窓生同士を結ぶツールであり、多くの方 に々読んでいただきたいと思い作成しております。
　最後に、本号の制作にあたりお忙しい中ご協力いただきました多くの方 に々厚くお礼申し上げます。

／校友会本部からのお知らせ

編 集後記

個人情報保護法への対応について 　②校友会本部が管理する個人情報のうち、「会員ナンバー、卒業年度、学科、氏名、住所、
　　電話番号、勤務先名、職名、勤務先電話番号」を各県支部長（部会長）及び各ＯＢ会
　　長に提供します。ただし、提供するデータは各所属会員のものに限ります。

個人情報保護法への対応について

名古屋キャンパス内

　テレビやラジオによる講義を視聴し、マイペースで学び
ながら大学卒業資格を得られる通信制大学が「放送大

学」です。本学センタービル4階にある「愛知学習センター」は、その北陸・東海
地区における拠点で、メディアを介した一方向の授業に偏らないよう、スクーリン
グによる面接授業を実施しています。現在、
学部学生、大学院生合わせて3,000名余
が在籍していますが、向上心あふれる社会
人学生を支え、人間交流をサポートするの
も本学の大切な役目と考えています。

　中京大学では、一般の人々が参加できる生涯教
育の場として、春期・秋期と「オープンカレッジ」を開

講。文学、ビジネス、スポーツ、芸術など、多分野にわたる講座を開いてい
ます。語学学習などはとくに、個々のレベルに応じて選択できる上、開講時
間も午前・午後・夜間と利用しやすいよう
配慮。より多くの方々の生涯学習への旺
盛な意欲をサポートしています。

セミナーハウス 風光明媚なリゾート地に佇む、ゲストハウスをぜひ学生気分で。

　南・中・北アルプスと八ヶ岳連峰の雄大なパノラマ
を望み、36,000平方メートルの広大な敷地に佇むの
が「マウントビュー蓼科」。標高1,500メートルの高台に

あり、周囲は白樺林に囲まれた閑静な別荘地。森の中で野生動物と出
会ったり、星空を眺めたり。大自然と戯れ、澄んだ空気を深呼吸すれば、心
からリラックスできることでしょう。館内には
サウナ付きの大浴場、さらにはテニスコー
トなど屋外施設も充実。お食事は季節の
食材をふんだんにあしらった、和食中心
のメニューをお楽しみいただけます。

〒391-0213  長野県茅野市豊平字東嶽4734-2841 
TEL：0266-76-2588 FAX：0266-76-5539／一泊2食（平日）7,700円～ 

〒398-0001　長野県大町市大字平エビスマ23370
TEL：0261-21-4500 FAX：0261-21-4510／一泊2食（平日）7,800円～ 

マウントビュー
蓼 科

放送大学 オープン
カレッジ

　信州・白馬山麓に位置する神秘的な青木湖を眼
下に望むセミナーハウスが、「レイクビュー白馬」で
す。標高九百メートルに位置し、冬は目の前にある

ファミリーゲレンデでウィンタースポーツを満喫。また八方、栂池、立山アル
ペンルートなどのトレッキングや青木湖でのフィッシング、安曇野周辺の美
術館めぐりなど、スポーツからレジャーま
で、オールシーズン楽しめる休日の拠点と
して気軽にご利用いただけます。夕食は
地元の食材をアレンジした、洋食のフル
コースをたっぷりご堪能ください。

レイクビュー
白 馬

通信制大学の、バックアップ拠点として。 学びの機会、学ぶ歓びをより多くの方々に。



北海道
青森
岩手
宮城
秋田
山形
福島
茨城
栃木
群馬
埼玉
千葉
東京
神奈川
新潟
富山
石川
福井
山梨
長野
岐阜
静岡

524
125
119
128
137
119
148
245
187
278
376
420
662
514
528
1,539
1,441
1,204
245
1,595
7,365
4,537

県名地区 会員数
（住所判明者）

年度（西暦）
2014

北
海
道・東
北 

⑦

関
東 

⑦

中
部 

⑧

三重
滋賀
京都
大阪
兵庫
奈良
和歌山
鳥取
島根
岡山
広島
山口
徳島
香川
愛媛
高知
福岡
佐賀
長崎
熊本
大分
宮崎
鹿児島
沖縄

6,362
1,416
946
1,224
2,151
455
794
415
519
965
1,184
530
790
778
681
536
559
211
270
208
294
298
380
342

県名地区 会員数
（住所判明者）

年度（西暦）
201415 1516 17 18 16 17 1819 19

近
畿 

⑦

中
国・四
国
⑨

九
州・沖
縄 

⑧

前期繰越金

会 費

支部同窓会参加会費

全国同窓会参加会費

名刺交換会参加会費

中京大学UCSカード販売協力金

受取利息

預金（振込手数料）

その他収入

戻入金

73,216,073円

173,385,000円

1,776,000円

246,000円

1,188,000円

262,798円

66,223円

14,735円

5,333,121円

3,956,400円

29,952,832円

2,186,356円

4,110,183円

21,231,652円

24,975,814円

30,000円

50,190,000円

7,950,000円

1,110,000円

10,678,710円

14,240,884円

5,230,317円

2,000,000円

1,397,249円

1,390,000円

3,021,900円

30,000,000円

49,748,453円

支部同窓会開催費

全国支部総会費

ホームカミングデー開催費

会報発行費

通信費

広告費

奨学費

課外活動奨励賞

課外活動援助費

記念品等作製費

各会開催費

事務局運営費

学術・スポーツ活動奨励寄付金

雑費

入学辞退者等会費返金費

大学設備整備事業費

教育事業支援準備費

次期繰越金

収入 支出

合計合計
346,916,790円

259,444,350円 259,444,350円

・・・地区支部長会 ・・・全国同窓会（国体開催県）
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※各都道府県支部同窓会は、7年に1度の開催になります。
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福島県

千葉県

山梨県

三重県

香川県

福岡県

鳥取県

支部

9月20日

10月18日

11月29日

12月13日

11月22日

　9月13日

10月25日

（土）

開催日

郡山市

千葉市

甲府市

松阪市

高松市

福岡市

倉吉市

開催地 会場 電話番号住所

全国同窓会
（長崎県）

郡山ビューホテルアネックス

ホテル ザ・マンハッタン

ホテル談露館

華王殿

JRホテルクレメント高松

西鉄グランドホテル

倉吉シティホテル

〒963-8004

〒261-0021

〒400-0031

〒515-0011

〒760-0011

〒810-8587

〒682-0023

郡山市中町10-10

千葉市美浜区ひび野2-10-1

甲府市丸の内1-19-16

松阪市高町502番地

高松市浜ノ町1-1

福岡市中央区大名2-6-60

倉吉市山根543-7

024-939-1111

043-275-1111

055-237-1331

0598-51-4122

087-811-1111

092-771-7171

0858-26-6111

（土）10月11日 長崎市 〒850-0045 長崎市宝町2-26ベストウェスタン
プレミアホテル長崎 095-821-1111〔基本方針〕

　校友会本部における個人情報の取扱いは、次の方針で行います。
　①利用目的をできる限り特定し、必要な範囲に限って個人情報を取得します。
　②利用目的の範囲内で、業務の遂行上必要な限りにおいて個人情報を利用します。
　③取得した個人情報は、本人の同意を得ることなく、第三者に提供しません。
　④情報セキュリティー対策をはじめ、個人情報の紛失、漏えい等の予防に努めます。
　⑤外部への業務委託については、個人情報の保護に関する契約の締結及び委託先に
　　対する監督を行い、情報の管理に努めます。
　⑥本人から個人情報の開示・訂正等の請求がなされた場合は、その請求を尊重して
　　対応します。
〔具体的方針〕
　①会員データの利用目的は、会則に定める「会員相互の親睦を図り、中京大学の発展に寄与
　　すること」に必要な各種案内や刊行物の発送に限り、それ以外の目的には利用しません。

　②校友会本部が管理する個人情報のうち、「会員ナンバー、卒業年度、学科、氏名、住所、
　　電話番号、勤務先名、職名、勤務先電話番号」を各県支部長（部会長）及び各ＯＢ会
　　長に提供します。ただし、提供するデータは各所属会員のものに限ります。
　※この場合の各県支部長（部会長）・各ＯＢ会長は、（法２１条に定める）校友会本部の従
　　業者に該当します。
　③個人情報は校友会本部が一元管理し、従業者が個人情報を適正に管理するよう
　　監督します。
　④従業者以外の方には、個人情報を提供しません。（同窓会名簿は発刊しません。）
　⑤第三者が情報の提供を求めてきたときは、校友会本部がその用件を本人に取り次ぎます。
　　（本人が必要と判断した場合は、本人から相手方に連絡をとっていただきます。）
　⑥本人から個人情報について削除の請求がなされたときは、その請求を尊重して対応します。
　※個人情報の削除を希望される方は、校友会本部へご連絡ください。所定の手続きの
　　後、データを削除いたします。ただし、削除後は中京大学広報や同窓会通信等の刊行
　　物及び同窓会やホームカミングデー等の開催案内が一切届かなくなりますのでご承知
　　おきください。

　「同窓会通信第３２号」をお届けいたします。今回の第３２号では、開学６０周年を迎え「NEXT１０」の第一歩を踏み出す記念す
べき年に、真剣味という共通の価値観のもと未来に向け一致団結を呼びかけることをテーマに構成しました。

　また同窓会では、各都道府県支部同窓会、地域または職域の同窓会、全国同窓会、ホームカミングデー、名刺交換会など多くのイベントを実施しております。
　是非これらの会にご参加いただき、新たな人との出会い、旧知の方との絆を大事にしていただければと思います。
　「同窓会通信」は、大学と同窓生、同窓生同士を結ぶツールであり、多くの方 に々読んでいただきたいと思い作成しております。
　最後に、本号の制作にあたりお忙しい中ご協力いただきました多くの方 に々厚くお礼申し上げます。

／校友会本部からのお知らせ

編 集後記

個人情報保護法への対応について 　②校友会本部が管理する個人情報のうち、「会員ナンバー、卒業年度、学科、氏名、住所、
　　電話番号、勤務先名、職名、勤務先電話番号」を各県支部長（部会長）及び各ＯＢ会
　　長に提供します。ただし、提供するデータは各所属会員のものに限ります。

個人情報保護法への対応について

名古屋キャンパス内

　テレビやラジオによる講義を視聴し、マイペースで学び
ながら大学卒業資格を得られる通信制大学が「放送大

学」です。本学センタービル4階にある「愛知学習センター」は、その北陸・東海
地区における拠点で、メディアを介した一方向の授業に偏らないよう、スクーリン
グによる面接授業を実施しています。現在、
学部学生、大学院生合わせて3,000名余
が在籍していますが、向上心あふれる社会
人学生を支え、人間交流をサポートするの
も本学の大切な役目と考えています。

　中京大学では、一般の人々が参加できる生涯教
育の場として、春期・秋期と「オープンカレッジ」を開

講。文学、ビジネス、スポーツ、芸術など、多分野にわたる講座を開いてい
ます。語学学習などはとくに、個々のレベルに応じて選択できる上、開講時
間も午前・午後・夜間と利用しやすいよう
配慮。より多くの方々の生涯学習への旺
盛な意欲をサポートしています。

セミナーハウス 風光明媚なリゾート地に佇む、ゲストハウスをぜひ学生気分で。

　南・中・北アルプスと八ヶ岳連峰の雄大なパノラマ
を望み、36,000平方メートルの広大な敷地に佇むの
が「マウントビュー蓼科」。標高1,500メートルの高台に

あり、周囲は白樺林に囲まれた閑静な別荘地。森の中で野生動物と出
会ったり、星空を眺めたり。大自然と戯れ、澄んだ空気を深呼吸すれば、心
からリラックスできることでしょう。館内には
サウナ付きの大浴場、さらにはテニスコー
トなど屋外施設も充実。お食事は季節の
食材をふんだんにあしらった、和食中心
のメニューをお楽しみいただけます。

〒391-0213  長野県茅野市豊平字東嶽4734-2841 
TEL：0266-76-2588 FAX：0266-76-5539／一泊2食（平日）7,700円～ 

〒398-0001　長野県大町市大字平エビスマ23370
TEL：0261-21-4500 FAX：0261-21-4510／一泊2食（平日）7,800円～ 

マウントビュー
蓼 科

放送大学 オープン
カレッジ

　信州・白馬山麓に位置する神秘的な青木湖を眼
下に望むセミナーハウスが、「レイクビュー白馬」で
す。標高九百メートルに位置し、冬は目の前にある

ファミリーゲレンデでウィンタースポーツを満喫。また八方、栂池、立山アル
ペンルートなどのトレッキングや青木湖でのフィッシング、安曇野周辺の美
術館めぐりなど、スポーツからレジャーま
で、オールシーズン楽しめる休日の拠点と
して気軽にご利用いただけます。夕食は
地元の食材をアレンジした、洋食のフル
コースをたっぷりご堪能ください。

レイクビュー
白 馬

通信制大学の、バックアップ拠点として。 学びの機会、学ぶ歓びをより多くの方々に。



送付時
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1,000点
2,000点
3,000点
4,000点
5,000点
6,000点

※以降も1,000点ごとに1,000円分の
　商品券等と交換できます。

◎ユニーグループ商品券
◎図書カード
◎ギフトカード
◎JALマイレージバンク
◎（財）日本ユニセフ協会への寄付
◎日本赤十字社への寄付※一部ユーホーム店舗では毎週金曜日の開催となります。

1,000円
2,000円
3,000円
4,000円
5,000円
6,000円

旅行のお申し込みでＵポイントが貯まる！
「トッパントラベル・パックツアー予約センター」または「シティツアーズ
電話予約センター」へパックツアーのご予約をお申込みいただき、
「ＵＣＳカード」でお支払いいただくと、

5倍になります。Ｕポイントが

ご旅行代金（基本旅行代金・各種追加代金）の

インターネットでお申込み
（24時間受付）

電話でお申込み

0120-103-161

【営業時間】ＡＭ9：30～ＰＭ6：00（日・祝日は休業）

【営業時間】ＡＭ10：00～ＰＭ6：00（12/28～1/3は休業）
お問合せ先

※本サービスは2014年1月現在のものです。予告なくサービスの変更・中止をさせていただく場合がございます。

TEL 052-835-7111（ 大 学 代 表 ）
TEL 052-835-7140（校友会本部）

2月17日
まで

トッパントラベル・パックツアー予約センター

シティツアーズ・電話予約センター

http://travel.ucscard.co.jp

0120-606-758

322014

ニューリーダーインタビュー ～ 今こそ、真剣味の心をひとつに ～
特集1

特集2

真剣味を胸に活躍する母校の誇り


